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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　身体からだ中が熱い。関節が痛くて、寝ね返がえりをうつことすら辛つらかった。

「阿あ虎こ、大だい丈じよう夫ぶ？　痛い？　これ、あげるわ」

　寝しん台だいの上に力なく投げ出した手の平の上に、ひんやりと冷たい石の感かん触しよくが伝わる。

「あ……あす……阿あ雛すう？」

　舌が上手うまく回らない。

　少年は、とぎれとぎれに、石をくれた少女の名を呼んだ。

「私が作ったお守りなの。私が持っている中でも、特に綺き麗れいな玉で作ったとっておきのお守りよ。早く病気を治して一いつ緒しよに遊びましょう」

　少女は無む邪じや気きな笑えみを浮うかべ、少年を励はげました。




　あれから十年。

　少年はもう、華か安あん城じようを訪おとずれることはない。

　もし、あのとき、邑まちが焼かれなかったとしたら。

　自分はいまも、あの少女の傍そばにいることができたのだろうか。

「また、逢あいたい……紅こう蘭らん殿どの」

　男は、骨張って大きくなった、日に焼け、荒あれた手の平で、緑の守り石をぎゅっと握にぎりしめた。
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「さあ、お嬢じようさん。残念ながら後ろは崖がけだ。命が惜おしかったら言うことを聞くんだ」

　囲んだ賊ぞくの後ろから、紅蘭に近付きながら男は言った。

　紅蘭はその声に一歩後あと退ずさろうとしたが、恐きよう怖ふで足が震ふるえて蹈鞴たたらを踏ふむ。

　目の前の賊が、紅蘭の首筋に刃やいばを当てていた。鉄のひんやりした冷たさが伝わってくる。

　近付いた長身の男の上半身が、紅蘭の額に影を落とす。逆光で男の顔はよく見えない。

「命を落とす必要はない。ただ、金目の物を置いていってくれるだけでいい」

　そう言って、男は紅蘭の頭から爪つま先さきまでなめ回すように見つめた。

「と言っても、お嬢さんは耳みみ飾かざりはおろか簪かんざしのひとつもつけていないときたか。でも、その抜ぬけるような染しみひとつない白い肌はだは、平民じゃない、お嬢さん……だよな？　そうだな、その腰こしにぶら下げているお高そうな玉器、璜こうを置いていってくれさえすればいいんだ」

　男の言に、紅蘭は頭かぶりを振ふった。

　男は、矢をつがえた弓を紅蘭に狙ねらいを定めるようにして引き絞しぼる。紅蘭は咄とつ嗟さに首をすくめた。男の、鍛きたえ上げられた上じよう腕わんの筋肉が盛り上がったのが衣服を通してもよくわかった。

「心配しなくてもいい。その玉はたくさんの食しよく糧りように換かえて、飢うえている民たみたちに配ってやるだけだ。別に俺たちが豪ごう遊ゆうしようっていうんじゃねぇよ」

「では、あなたたちは義賊だとでも言うの？　だから、有り金すべて置いていけって？　そんな口車には乗らないわ」

「いいや、本当さ。お嬢さん育ちなら信じられないのも仕方ねぇ。しかし、この世の中ってのは、生まれた境きよう遇ぐうによってはまともな職に就つくことすらできないものでね。ただ、生きていく、そのためだけにしたくもねぇ盗ぬすみをしなくちゃならない人間もいるってことよ」

　紅蘭は、もし男の言っていることが本当なのだとしたら話に聞く一いつ般ぱん的な賊とは随ずい分ぶんと違ちがうようだと思いながらも、当然ながら男の言に首しゆ肯こうするわけにはいかなかった。

　もし本当のことを言っているなら、その心がけは賊ながら見上げたものだし、素す晴ばらしい、と思う。しかし、何と言われようとも、この璜を賊たちに渡わたすわけにはいかない。何しろ、この鳳ほう凰おうを象かたどった石は花か国こくの君主である証あかしなのだから。

（まだ花国の王として即そく位いすらしていないのに。民のために幸せな世を作る、その第一歩を踏み出せてすらいないのに。こんなところで死ぬわけにはいかないわ）

　紅蘭は下した唇くちびるを嚙かみしめるが、相変わらず窮きゆう地ちに置かれ、絶体絶命なのは変わらない。

（ああ、こんなことになるなら、死ぬ前にせめてただ一度ぐらいは、恥はずかしがらずに伯はく龍りゆうに甘えておくんだったわ。もしここで命を落とすことになるとしたら、それが心残りね……）
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　戦場で、衆目を集めた中での告白。さぞや、その後は伯龍との甘い蜜みつのような生活が待っているかと思いきや、その翌日から今日に至るまで、以前とさして代わり映ばえのない公主と宰さい相しようの職務に追われる毎日が続いていた。

　特にここ最近の伯龍は、隣りん国ごくである青せい国こくとの同盟を結ぶため、日夜忙いそがしくしている。

　先日開かれた見合いの宴うたげで親交を深めた青国第三公子である荀じゆん蒼そう、字あざなは仁じん叔しゆくと、董とう国こくに対たい抗こうするための策を進めていた。

　華かの大陸の中央、中ちゆう原げんと呼ばれる地域には、花国をはじめとしてたくさんの国がひしめき合っている。中には、大陸全土をその手中に収めようと覇は道どうに名乗りを上げる国も存在していた。花国のすぐ北東に位置する董国は、新興国家でありながら、周囲の小国を吞のみ込みながら領土を広げ続けている。以前から花国の国境を脅おびやかしていたが、先年の戦いくさでは、紅蘭の父であり賢けん王おうと誉ほまれ高き花か文ぶん王おうを喪うしなうという大きな痛手を被こうむった。

　董国は、戦に負けた花国に対し、「公主・紅蘭を太子・董とう昭しようの後宮に入れるべし」と要求をぶつけてきたが、それに対して花国は華大陸中の有力な王族や貴族を集めて見合いの宴を開き、董国に対抗し得る味方を探す──董国に対たい峙じする力を持った王族の子息を紅蘭の婿むことして迎むかえる──という策を講じたのであった。

　とはいえ、結局のところ、見合いの宴で紅蘭の結けつ婚こん相手は決まらず、幼い頃ころから憧あこがれ続けていた、宰相の伯龍に求婚されるという思いも寄らぬ嬉うれしい結末を迎えたわけであるが。告白されたときは、諦あきらめていた夢が叶かなって、天にも昇のぼる気持ちだった紅蘭だが、その後、再び変わり映えのしない公主と宰相の日常にすぐ戻もどってしまうとは。さらに思いも寄らぬ展開であった。

　紅蘭にとって伯龍の存在というのは、七歳のときから十年の長きにわたって、よき兄であり、よき家庭教師であった。そして、父亡なき後は紅蘭を政治的に補ほ佐さしてくれる、頼たよれる宰相だったのだ。告白されたからと言って、すぐに伯龍の「将来の妻」として振る舞まうのは、紅蘭にとってとても難しいことだったし、何だか普ふ通つうに隣となりにいるだけでもこそばゆい感じがしてしまうのである。

（もうちょっと自然に振る舞いたいのだけれど……、自然に振る舞いながら、距きよ離りを近づけられたらいいのだけれど。どうにかできないかしら）

　考えれば考えるほどぎくしゃくして、伯龍の前で自然に振る舞えなくなってしまう。

　まだ皆みなには告げていないが、伯龍が、実は董国に滅ほろぼされた儀ぎ国こくの太子であったということも、紅蘭にとっては悩なやみの種でもあった。元儀国太子という出自であれば、結婚し紅蘭の婿として伯龍に花国の王位に就いてもらうことに何の障害もない。それどころか、むしろこれ以上ふさわしい相手はいないとさえ言える。

　何しろ儀国は、花国の対ついとも言える国である。

　建国神話で花国を開いた女王・女じよ媧かの兄であり伴はん侶りよでもある伏ふつ羲きの開いた国が儀だ。その国の元太子であれば、花国公主の伴侶として申し分のない相手であると言えよう。

（でも、いつか儀国を再興したいという思いはないのかしら。そして、儀国の王になりたいという思いは……）

　夢が、思いが叶ったというのに、今度はまた違う悩みが心の中に去来する。そして、告白してくれたにもかかわらず、あまりにいままでと変わらぬ伯龍の言動に、「本当に私のこと好きでいてくれるの」と不安になってしまうのだ。思いが通じれば通じたでこのようなことで思い悩むことになろうとは、何とも贅ぜい沢たくなものだと思いながら、悩まずにはいられなかった。

　紅蘭は、溜ため息いきを吐つきながら、朝からの伯龍とのやりとりを思い出す。

「先ほど青国からの早馬が参りまして、本日、青国の宰相殿と急きゆう遽きよ、会談することができそうなのです」

「では、約束していた国内の天文台の視察は……」

「申し訳ございませんが、それは姫ひめ様だけで……」

「そ、そうよね、それはそうよね。仕方ないわ、では今日は私一人で天文台の視察に向かうことにするわ。ただでさえたまにしか会えない伯龍が来ないとなったら民たちは寂さびしい思いをするでしょうけれど」

　一番寂しい思いをするのは、本当は紅蘭である。

　できれば、伯龍と共に行動したい。しかし、伯龍と一いつ緒しよに青国へ向かい天文台の視察を別の日にしたとしたら、既すでに予定していた民たちを裏切ることになる。民たちは、紅蘭や伯龍が訪おとずれると聞いて、何日も前から歓かん待たいの準備をしてくれているだろう。もしかすると、猪いのししや熊くまなどの大物を仕留めて、料理の準備を調ととのえているかもしれない。

　また、天文台視察という内政も、同盟を他国と結ぶという外交も、国のために等しく重要な任務である。

　国の生産性を高めるのは王族としての重要な任務である。日頃から、民のすべてに食糧が充じゆう分ぶん行き渡るようにし、さらに思いも寄らぬ飢き饉きんがあっても耐たえられるだけの備えを作っておく。

　備えがなければ、滅びを迎えるか、董国のように他国から奪うばうために戦を起こすか、二つの道のうちひとつを選ぶしかないのである。

　そして、備えを作るためには、効率よく作物を育てなくてはならないし、それには農業暦れきの整備が必ひつ須すだ。そして、暦こよみをより精度の高いものにしていくためには、日々の研究と調査、記録が必要となる。そのため、花国では各地に天文台を建設している。

　先の戦で玄げん宝ほうの軍が花国に迫せまった時にも、義勇軍を編制して駆かけつけてくれた井い南なんの民たちと共に、紅蘭は日時計を建設していた。それ以外の郷さとにも日時計や水時計、地じ震しん計けいなど新たな施し設せつの建設を進めている。そして、各施設では天候の記録を付け、最新の研究を行っていた。

　王族による天文台の視察は、大事な職務のひとつであるのだ。

　国外の脅きよう威いに備えるだけでは国は成り立たない。外の敵に立ち向かっていくためにも、内政はおろそかにできないのである。

　だから紅蘭は、「私も、一度、青国の宰相にご挨あい拶さつしたいし、今日は伯龍と一緒に会談に伺うかがうわ」という言葉を、当然のごとく吞み込んだ。

　ここで王族としての責務より、女性としての幸せを選べたなら、二人の仲はもっと進展していたことだろう。

　しかし、それを言えないのが紅蘭である。

　せっかく思いが通じ合ったの、あなたと一緒にいたいのよ、そんなのどうでもいいじゃない──なんて、口が裂さけても紅蘭には言うことができないのだ。王族としての責務は重々理解しているし、分別もある。その性格ゆえに、伯龍に「もっと傍そばにいて欲しい」と甘えることもできないのであるが。

　そして、伯龍もまた、そこで甘い言葉のひとつも囁ささやくことができない堅かた物ぶつなのだ。

「本当は姫様と共にいたいと思っているのですが、残念でなりません」の一言ぐらい添そえればよいものを、その口から出るのは臣下としての心配しかしていないのではないかと疑ってしまうほど型どおりの挨拶。

「本日の視察の最後に向かう予定の賢けん安あんの天文台は、董国との国境の近くになりますから、どうか充分お気を付け下さい」

「わかったわ」

　紅蘭は、落らく胆たんしていることを覚さとられないように、無表情を装よそおいながら伯龍に返事をするしかなかった。

　告白された後も、たいして二人の距離が縮まらないように感じていた紅蘭は、共に遠出できる今日の視察を密ひそかに楽しみにしていたのだ。しかし、同盟の締てい結けつも進めねばならぬ重要事じ項こうであるから、紅蘭が天文台視察、伯龍が同盟締結の下準備と二手に分かれるのが、確かに妥だ当とうである。

　結局、伯龍と同道できなかった紅蘭は、いつもの供回りの者たちだけを連れて、天文台の視察へと向かうことにした。

　一人は、紅蘭付きの女によ官かんで武道の心得もある尚しよう桜おう。もう一人は、花国大将軍の黄こう孟もう、字は季き雲うん。

　視察は滞とどこおりなく済んだ。ただ、予定外だったのは、すべての行程を終え、華安城へ帰ろうとしたところで、賊ぞくに囲まれている旅人と遭そう遇ぐうしてしまったことだ。奇くしくも、出がけに伯龍が心配してくれた董国との国境近くであった。

　見て見ぬ振ふりのできない紅蘭は、旅人を賊から救うように季雲に命じた。

　一国の大将軍で武芸に長たけた季雲にとって、その辺の賊を蹴け散ちらすことぐらい、大した仕事ではなかった。

　だからこそ紅蘭も季雲に命じたわけだが。賊の放った矢が紅蘭の乗っていた馬車の馬の脚あしに刺ささってしまったこと、これもまた予定外だった。馬は非常に繊せん細さいで臆おく病びような動物だ。剣けんのぶつかり合う音に、大きく鼻び孔こうを開いて驚おどろいたように息を荒あらくしていた。そこに流れ矢だ。

「ヒヒーン」

　一声大きく嘶いななくと、御ぎよ者しや不在の馬車は突とつ如じよ、全速力で走り出した。

「きゃっ」

　激しく揺ゆれる馬車の内で、紅蘭の身体からだは右に左に転がり、時に壁かべに激しく打ち付けられた。

　まず最初に紅蘭の馬車を追って走ったのは、乗馬していた賊の首領だった。季雲、尚桜と剣を交えていた手下たちも、次々と馬にまたがると紅蘭の馬車を追う。

「さっきの旅人が逃にげて行きますが、お頭かしら……」

「そいつは放ほうっておいていい。金のない民たみから盗ぬすむんじゃないって何度言わせりゃわかるんだ、おまえたちは」

「へいっ」

　馬ば蹄ていの音に交じって、盗とう賊ぞくたちのやりとりが紅蘭の耳に届いた。

（随ずい分ぶんと道理のわかった盗賊の首領ね。いえ……盗みを働いているには変わりないのだから、褒ほめられたことではないけれど。って、それよりも、この窮きゆう地ちをどうするかだわ）

　馬蹄の音がひときわ高くなった。

　どうやら、追ってきた賊たちが馬車と併へい走そうして、驚いた馬をなだめているようだ。じきに、馬車の揺れも収まった。とはいえ、それは紅蘭が助かったことを意味してはいない。馬を止めた賊たちは、紅蘭を馬車から引きずり降ろそうとした。力の限り走って逃げたところで、紅蘭は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに行く手を阻はばまれてしまったのだ。

「さあ、お嬢じようさん。崖がけから身を投げようなんて思わないでくれよ。良い子だから、こっちに来るんだ」

　賊の首領と思おぼしき男の、腰こしに付けた鈴すずがチリチリと音を立てる。男が、また一歩、紅蘭との距きよ離りを縮めた。
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　そのとき。

「姫ひめ様！」

「姫様～！」

　盗賊たちから奪ったと思しき馬にまたがった季雲と尚桜、二人の姿が近付いて来る。

　季雲は、騎き乗じようのまま、紅蘭に刃やいばを向ける賊に短剣を投げつけた。その切っ先は、正確に賊の手首を狙ねらっていた。

「うっ」

　うめき声を上げて、賊が剣を取り落とす。

「野や郎ろうっ」

　剣を落とした男の穴を埋うめるように、他ほかの賊たちが紅蘭の囲みを狭せばめた。その輪から逃のがれようと、紅蘭は声を上げる。

「尚桜！　季雲！」

　二人の名を呼んだとき、なぜか紅蘭に狙いを定めて矢をつがえていた首領が、驚いたように声を上げた。そして、紅蘭を助けに来た二人に狙いを定めるどころか、その矢を降ろしてしまったのだ。

「尚桜……、季雲殿どの……？　っていうと、お嬢さんは……花国の公主、凰おう姫き様……？」

　紅蘭からは依い然ぜんとして逆光のため、その視線ははっきりとわからないが、あらためてまじまじと紅蘭の顔をのぞき込んでいるようだ。問いに頷うなずく紅蘭に、さらに男は呼びかけた。

「懐なつかしいな、阿雛じゃないか」

「え？　どうして私の幼い頃ころの呼び名を知っているの……？」

　男が、虫を払はらうように手を左右に振ると、紅蘭を剣で脅おどしていた賊たちが後ろに下がった。替かわって男が紅蘭に一歩近付く。

「憶おぼえていないか。阿虎だ。姓せいは賈か、名は真しん、字あざなは啓けい徳とく。母、彩さい鈴りんが、阿雛のお側そば近くに仕えていた」

　男は、手を差し出し、紅蘭の手首を摑つかむとぐいと自分の方に引き寄せる。

　紅蘭の立ち位置がずれたことで、男の後ろから照らしていた太陽が動いた。ようやく男の顔を紅蘭も見ることができる。

　阿虎──紅蘭は、記き憶おくをたぐり寄せる。彩鈴のことは、紅蘭も憶えていた。

　阿虎が王宮に出入りしていたのは、彩鈴が女官として紅蘭の世話をしてくれていた時期だから、まだ伯龍が花国にやって来る前のこと。七歳になる以前だったはずだ。

　しかし、ある日突然、母の彩鈴ともども王宮で見かけなくなってしまい、いったいどうしたものかと心配していたのだ。

　記憶の奥底に沈しずむ阿虎は、いつも青白い顔で、背は同い年の紅蘭より拳こぶしふたつ分低かった。身体が弱く、一いつ緒しよに遊んでいる途と中ちゆうで頰ほおを赤く染め、熱を出すことが多かった。少女のように可愛かわいらしい顔の阿虎がそのまま大人になったとしたら、線の細いはかなげな美少年に育つのではないかと誰だれもが思うはずだ。

　一方、目の前の男の肌はだはよく日に焼けて浅黒い。黒々とした上向きの眉まゆの下に、意志の強そうな大きな瞳ひとみが輝かがやいていた。
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「──まさか!?　信じられないわ！」

　紅蘭は、阿虎──啓徳と名乗った男に疑いの目を向ける。

　啓徳は、匕ひ首しゆを片手に固まったままの尚桜を振り仰あおいで、声を掛かけた。

「阿あ萌ぼう」

「わ、私の幼名を！」

　いつでも迎げい撃げきできる姿勢で固まっていた尚桜が、思わず動どう揺ようを見せる。

「あなたは、俺が病で寝ねていると蛇へびを床とこの中に入れてきたな」

「な……あ、あれは……蛇は小さな龍のようなもの、そなたの病を治してくれる守り神になろうかと思い……」

　さらに動揺した尚桜が、詰つまりながら反はん駁ばくする。

「だから、縁えん起ぎの良い白はく蛇じやを入れてくれたというのか」

「そ、その通り……って、そなた本当に……阿虎？」

　匕首を握にぎっていた尚桜の右手の力が、先ほどよりも緩ゆるんだように見える。

　啓徳は、尚桜の問いには答えず、視線を今度は季雲へと向ける。

「季雲殿」

「な、なんだ」

　突とつ然ぜん、矛ほこ先さきを自分に向けられたためか、まだ男たちへの警けい戒かいを解かぬ姿勢を保ったままの季雲も、上ずった声で返事をする。

「季雲殿が病の俺の床に届けてくれたのは亀かめだったが、あれは、では玄げん武ぶだったとでも言うのか」

「あ、当たり前だ。その玄武様の加護のおかげで翌日には熱が下がっただろう。俺は、おまえや尚桜よりも七つ年上だからな、少しは気の利きいた見み舞まいの品のひとつも贈おくるってもんだ」

　感謝しろとばかりに答える季雲に、啓徳は首を左右に振ふった。

「違ちがう」

「な、何が違うってんだ」

　季雲が憮ぶ然ぜんとした表情で、啓徳に問う。

「熱が下がったのは、季雲殿の見舞いのおかげではない。あれは、阿雛が手作りの守り石を届けてくれたからだ」

「あ……憶えているわ」

　幼い頃、紅蘭は宝物の小さな玉を阿虎に贈った。

　紅蘭は、公主とはいえ、いまも昔もさして裕ゆう福ふくな暮らしをしてはいない。おそらく豪ごう商しようの方が贅ぜい沢たくな生活をしているのではないだろうか。

　倹けん約やくを旨むねとし、民たみが困っているならその身を飾かざるものをすべて売ってでも民を救うべしとする花国であったから、父も母も他国の王おう侯こうのようにたくさんの玉石など所有していなかった。そんな中、子どもの紅蘭が自由にできる玉などほとんどないに等しい。母や祖母たちの簪かんざしや耳飾りから落ちて半はん端ぱになった玉やひびが入ってしまった玉を、おさがりとしてもらい受けて大事な宝物にしていたのだ。

　そして、その中でもひびひとつなくひときわきらきらと輝いていたお気に入りの緑色の玉に、絹の糸を通し、手ずから梅の飾り結びを編んだ。阿虎が熱を出して寝ていると聞いて、お守り代わりにと渡わたしたのを憶えている。

「本当に……阿虎なの……？　どうして賊ぞくに……？　彩鈴はどうしているの？」

　矢や継つぎ早に尋たずねる紅蘭だったが、最後の問いを口にしたとき、それまで笑えみを浮うかべていた啓徳の顔が急に曇くもった。

「母はとうに亡なくなったよ……」

　啓徳の言に、紅蘭は思わず言葉を失う。

「母が亡くなってから十年近く経たつか。そこからは俺もいろんなことがあってね。この近くの街かい道どうで行き倒だおれそうになってた俺は、盗とう賊ぞくの頭かしらに拾われたんだが。二年前かな、その頭が亡くなって。俺はたまたま字が書けたもんだから、次の頭になった。それだけの話さ」

　何でもないことのように話す阿虎──啓徳の顔を、紅蘭はまっすぐ見返すことができなかった。

　紅蘭も、つい先年、父を董国との戦いくさで喪うしなったばかりだ。それでも、紅蘭には、伯龍がいた。尚桜も季雲も……たくさんの、紅蘭を支えてくれる家臣たちがいた。多くを語らないため、啓徳の身に何があったかはわからない。でも、親が亡くなる、それだけでも誰かに支えてもらわねば、崩くずれ落ちてしまいそうなほどのできごとなのに。

　──阿虎は、たった一人で乗り越こえて来たのだ。

　そして、先ほど言っていた言葉を信じるならば、いまはまともな職に就つくことができず、生きるために盗ぬすみを働くしかないと言う。

　ならば、紅蘭としてはすべきことはただひとつだ。

　啓徳は、元大たい夫ふの息子むすこであったか否いなかなど関係なく、いまも昔もこの花国の領土の内に生きる民の一人である。そして、花国の民で困っている者がいるならば、紅蘭にできることをして救わねばならない。

　かと言って、以前、流る民みんたちを宮きゆう廷ていに受け入れたように、宮廷でいきなり雇やとい入れるわけにはいかないだろう。流民たちでさえ、宮廷内では蔑さげすみの対象となった。元は同じ農民たちでさえ、汚きたない身なりの流民たちを怖こわいと感じていたのだ。

　啓徳たちの言がたとえ本当であり真の義賊であったとしても、彼らが盗ぬす人びとであるということは変えられぬ事実だ。元大夫の子息であると説明したところで、そのまま宮廷に迎むかえることはできない。それは、紅蘭にもわかる。

「啓徳、私はここで金目の物を置いていくことはできないわ。その代わり、私が公主として、何かあなたたちのためにできることがあればしたいと思うの。啓徳のいまの望みは何？」

「そうだなぁ」

　啓徳は、紅蘭の言葉を受けて、顎あごに手を当て思案する。

「確かに『金目の物を置いていけ』とは言ったけど、それが俺らの本当に望んでることじゃあない。別に俺は、いまも昔もやりたくて賊をやっているわけじゃないさ。こいつらだってみんなそうだ」

　啓徳が他ほかの賊たちに視線をやると、彼らも皆みな、一様に頷うなずいた。

「ただ、俺らが働ける口ってもんが、どこの国にもないのさ。花国にもないし、そこの国境越えたとこの董国にもない。だから、賊になるしかねぇんだ。俺たちは、あるときは花国で、あるときは董国で、国境を越える金持ちからお宝をいただく。そんなこと望んじゃいないのに。賊になるか、食い物を手に入れられなくて死ぬか。俺たちには二つにひとつの道しかないのさ。でも、それっておかしいだろうと思ってる。なあ、おかしいだろ？」

「そうよね……」

　人も国も同じだ。食べ物を自力で手に入れられなかったら、滅ほろぶか、他者から奪うばうかしか道がない。

　啓徳に何が起きたのか詳くわしくはわからないが、大夫の息子として生まれた啓徳が盗賊になり働く口がないということは、啓徳の父は治めていた土地を失ったということだ。

　領主にしても、農民にしても、耕す田畑を失ってしまったら、食べていくことができなくなる。自ら食べる糧かてを作り出すことも、租そ税ぜいを納めることも敵かなわなくなり、その土地を離はなれるしかない。つまりは流民となってしまうしかないのだ。では、どこかで働けばよいとなるわけだが、商人になるにしても職人になるにしても、身元のはっきりとしない流民を雇い入れる主あるじなどまず存在しない。国の役人になろうとすれば、さらにその道は閉とざされ難しくなる。

　啓徳たちは食べ物を得るために、まず〝働く〟ということができないのだ。だから盗むしかない。

　紅蘭は、申し訳ないという気持ちでいっぱいになりながら、力なく頷く。

「俺の一番の望みは、普ふ通つうに任官したいということかな」

　ならば──。

　紅蘭は思案する。

　どんな身分でも、啓徳のような賊でも、何か秀ひいでたところがあれば任官できるような制度を作らなければならない。

　ここで啓徳と出会ったのも、何かの縁えん。それは、啓徳一人を救うだけではなく、花国の領土内で苦しむ啓徳のような流民や賊たち皆を救う制度となるであろう。

　これまでに犯おかした罪をどのように償つぐなうか。それが世の中の仕組みのせいで犯した罪だということで情状酌しやく量りようの余地はあるのか。これまでの花国の法、他国の法を調べてみる必要がある。

　考えねばならぬことは山ほどあるが、それで救われる民も山ほどいるのなら、やらねばならない。

　帰ったら、伯龍に相談してみよう、と紅蘭は考え、啓徳に頷く。

「わかったわ」

「本当は、もうひとつ望みがあるが、こっちの方が叶かなえてもらうのが難しいかな」

　元賊の働き口を見つけるよりも難しいとはどのような望みなのか。

「念のため教えてちょうだい」

「阿雛……凰姫様は、宰さい相しよう様とご婚こん約やくされたのだってな。噂うわさに聞いたよ、ええと、おめでとう……ございます」

　先ほどまでのような馴なれ馴れしい子ども時代の口調をあらため、少し距きよ離りを置いたように啓徳は祝いの言葉を形式的に述べる。もうひとつの望みとどう繫つながるのか、と紅蘭は小首を傾かしげた。

「ええと……どうもありがとう。何だか、照れるわね」

「俺はこんなになっちまったけども……阿雛は綺き麗れいになったもんな。ああ、こんなふうになってなかったら俺だって、なぁ……うう、困った、うまく言えねぇ」

　啓徳は、太くがっしりとした指で、自らの髪かみを搔かきむしった。

「待って、どうしたの？」

「子どもの頃ころさ、俺、大きくなったら阿雛と結婚したかったんだよ。あ、まだ自分の身分が大夫の子で、阿雛が公主様で、身分が違ちがいすぎるってことをよく理解してなかった頃の話だ。いまとなっては、天と地ほど距離が開いちまって、もっと難しいってこと、百も承知だけどな」

（──私と……結婚？　結婚……!?　そんなこと、阿虎が考えていただなんて……！）

　紅蘭は、ただ目を大きく見開き、瞬まばたきを繰くり返しながら啓徳の顔を見返した。

（気持ちは嬉うれしいけれど……、でも、私はもう伯龍の婚約者であるから、その気持ちに応こたえることはできなくて……ああ、もうっ、何て答えたら失礼にならないのかしら。まったく……こんなややこしいことになっているのは、伯龍が結婚の儀ぎをさっさと進めてくれないからだわ！　さすがに伯龍の妻になっていれば、阿虎もこんなことを言い出さなかったでしょうし）

　紅蘭は、心の中で伯龍に対して逆さか恨うらみにも近い怨えん嗟さをぶつけながら、何と返事をしたものかと作り笑いを浮かべた。
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「まったくあの方たちは、私と姫様が婚約したということを、いまだご理解いただいていないというのだろうか……」

　青国にて、宰相、仁叔との会談を滞とどこおりなく終えた伯龍は、華安城は紫し微び宮きゆうにある自らの執しつ務む室に戻もどると、昼の間に伯龍のもとに届けられた竹簡の山を片付けることにした。

　そして、いまは手元の牘とく──木の札に書かれた書簡──を眺ながめては、大きな溜ため息いきを吐ついている。

「姫様のことを董国に諦あきらめていただくために、見合いの宴うたげを催もよおしたというのに。董国の太子殿どのは諦めてくださらないばかりか、さらなる恋こい敵がたきまで増えている」

　書簡のひとつは、董国の太子である董昭、字あざなは黎れい奉ほうから送られたもの。

「先日も連れん絡らくを差し上げたが、お二人はいまだご婚儀がお済みではないご様子、貴き殿でんは紅蘭殿とご結婚されるご覚かく悟ごができていないとお見受けいたす。紅蘭殿は元々の約定通り、我が後宮にいらしていただくのが一番かと思うがいかがか。また、迷っておられるようなら、一度、我が国をご訪問されて決めていただくのもよいのではないかと思う」

　董国側が太子の後宮にと再三使いを寄よ越こして来たのでそれを断るために見合いの宴を開いたのだ。だから、黎奉の誘さそいになど乗るわけがない。

　どうしてこのお方はわかってくれないのか、と、伯龍は腕うでを組み首を傾げた。

「紅蘭殿はお元気でしょうか。先日の宴がお開きになってから、まだ半年と時が経たっていないというのに、紅蘭殿ともう一度お逢あいしたく、日々寂さびしく過ごしております。宰相殿はご機き嫌げんいかがでしょうか。兆ちよう江こうと江こう華がが繫がっていないのがとても口くち惜おしく思われます。もし一続きであるならば、紅蘭殿を攫さらいに水軍を出せるものを、と川の流れすらも恨めしく思ってしまうのです」

　こちらは、江こう国こくの公子である江こう亮りよう、字は子し翠すいが寄越した書簡である。子翠は、見合いの宴の参加者で、伯龍と紅蘭が婚約した後も紅蘭のことを諦めずにこのような恋こい文ぶみを頻ひん繁ぱんに送りつけてくる。

　この河か賊ぞく公こう子しにも困ったものだ、早いところ諦めていただかなくては。

　伯龍が、黎奉と子翠からの牘を怒いかりのあまり投げ捨てそうになったとき、執務室の外から声が聞こえた。

「伯龍、中に入ってもよいかしら」

　紅蘭の声だ。紅蘭もどうやら天文台の視察から戻って来たようだ。

「どうぞ、お入りください」

　牘を、衣服の懐ふところへと隠かくしてから、伯龍は返事をした。







「お帰りなさいませ、姫様」

　紅蘭が執務室に入ると、山と積まれた竹簡の向こうに丈たけの長い黒の袍ほうに裳もという正装を纏まとった伯龍が座っていた。民たみによって納められた貴重な税を無む駄だ遣づかいしないよう簡素な生活を旨むねとする花国であるから、紅蘭も伯龍も国内で執務を行う際には、ごく簡素な普段着のままで行っている。今日は青国の宰相との会談ということで、久しぶりに礼らい服ふくに袖そでを通したのであろう。

「ただいま、伯龍。青国との会談は無事に終わったかしら」

「はい。このまま何の問題もなければ、七日後に、青国の王と姫様との間で同盟の調印を結んでいただくことになりそうです。姫様の方は、天文台の視察は無事にお済みでいらっしゃいますか」

　叡えい智ちを湛たたえた涼すずやかな瞳ひとみに笑えみを浮うかべながら、伯龍は紅蘭に問いかけた。口調も表情も、婚約者に向ける笑顔というより、臣下が王おう侯こうに向けるそれである。

（もう少し和なごやかに親しみをもって迎むかえてくれてもいいのに）

　いらぬことを考えながら応対していると、つい一言多く答えてしまう。

「無事……かどうかはわからないけれど……視察は済んだわ」

　紅蘭の答えに、伯龍が美しく整った片かた眉まゆを上げた。

「天文台に何か問題でも？」

　伯龍に問われて、紅蘭は自身の失言を理解する。

「え、いえ、天文台は特に何も問題がなかったわ。農業暦れきの整備もさらに進められそうよ」

「では、何があったのです？」

　怜れい悧りな印象も与あたえる白はく皙せきの整いすぎた美び貌ぼうに強い眼まな差ざしで見つめられ、何でもないとごまかすことなどできようか。紅蘭は渋しぶ々しぶながら口を割る。

「帰りに賊に襲おそわれている旅人を助けたのだけれど……」

「……っ、賊？　まったく、私はお気を付け下さいと言ったはずですよ。また何を危ないことに自ら首を突つっ込んでいるのですか」

　伯龍はわざとかというほどの大きな溜息を吐き、やれやれというように首を左右に振ふった。

「ごめんなさい、でも大だい丈じよう夫ぶよ。危ないことはなかったわ。その賊の首領というのが、もともと花国の貴族で、知り合いだったの」

　多少危ないことはあったのだが、また伯龍が怒おこるはずだから黙だまっていようと、多少話を端折はしよって、紅蘭は伝える。

　伯龍が驚おどろいたように目を瞠みはった。

「それで、何が望みなのか聞いたら、賊ではなく普ふ通つうに働きたいと言うのよ。彼だけではなく……賊の皆が、好きで盗ぬすみを働いているわけではなく、働き口さえあれば真っ当に働きたいと思っていると言うの。それはそうよね、前の流る民みんたちと同じ。なるほどと思ったわ」

　紅蘭の話を聞きながら、伯龍は厳しい表情を浮かべている。

　ここで、その賊に「結婚したかった」と告白されたことを告げたら、さらに厳しい表情を浮かべることになるのだろうか。それとも、何とも思わないのだろうか。どちらに転ぶか紅蘭にはわからなかったけれど、ただでさえ根本的な法の改正が必要な難しい話だから、無駄な寄り道は避さけたい。黙って話を続けようと重要な部分だけを伯龍に伝えた。

「姫様はどうされたいのですか」

　紅蘭の荒こう唐とう無む稽けいな話を聞いても、「無理に決まっているではないですか」などとすぐに一いつ笑しように付したりしないところが、伯龍と他ほかの臣下との違いだ。

「それで──どうにか彼らの望みを叶かなえられないか考えたいと思っているの。もちろん、犯おかした罪を償つぐなってからということになるでしょうけれど……。身分を持たない者でも働き口を見つけることができれば、国としての生産性も上がるし、治安もよくなるし、一石二鳥だと思うのよ」

　伯龍は、真しん剣けんな顔で相あい槌づちを打ちながら、紅蘭の話に耳を傾かたむけている。

「以前、華か安あんの港みなとで暗算の達人が活かつ躍やくしていたでしょう。彼のような人材を王宮で登用できればどこの省庁も助かると思うのだけれど、いまの法では、貴族ではない彼を役人に取り立てることはできないわ。それってとてももったいないことだと思うの。どうして、貴族しか役人になってはいけないのかしら」

「おっしゃる通り、もっともなご意見かと思います。しかし、いまの世の中ではなぜか、貴族の子し弟ていしか役人になってはいけないとどの国でも決まっています。なかなか一いつ朝ちよう一いつ夕せきに皆を納なつ得とくさせ、法制度を変えるのは難しいことでしょう。それに、先日の流民と違い、どんな理由であろうと既すでに盗みを働いている者たちゆえ、恐おそろしいと感じる者たちが多いことは姫ひめ様もおわかりのはず」

「それは、わかっているわ。でも、貴族の子弟しか役人になれないのはどうして？　王は天命があるから、王になる。その子孫も天命が続く間は、王になる。では、貴族は？　農民がずっと農民なのも天命によるものなの？」

　紅蘭は、ずっと抱いだいていた疑問を口にした。

　愚おろかな王が位に就ついたなら、他の天命をいただいた者が王を討うって代わりとなることができる。では、愚かな貴族が大たい夫ふとして居座っていたら、その土地の民はどうすればよいのか。王ではないから仕方ないと革命も起こせず、愚かな大夫に税を納め一生を過ごさねばならないのか。

　伯龍は、紅蘭の話を聞きながら、真剣な眼差しで手元の竹簡に筆を走らせている。

「難しい問題かと存じますが、これらの書物と、我が国の記録のこの辺りをお読みになると、糸口が見えてくるかもしれません」

　そう言うと、書き終えた竹簡を、紅蘭へと手て渡わたした。

　そこには、紅蘭の疑問の手助けとなりそうな書物の題名が記されている。

「それと、私はいま怒っているということを理解していただければ幸いです。あなたが自らのお命よりも、民の安全の方を優先させるお方だというのをわかっていながら、私は姫様をお一人で視察に向かわせてしまいました。これは私の落ち度ですから、自分自身に対してとても怒っています」

　もちろん、怒っているとは言っても、伯龍のことだから激げつ昂こうし言葉を荒あららげるといったことはしない。ただ、筆で描えがいたような細く美しい眉をほんの少し歪ゆがませたところから、苛いら立だちが窺うかがえただけだ。

　その怒りは、婚こん約やく者の身を案じてのことか、主人の身を案じてのことなのか。紅蘭には、判別がつかなかった。伯龍が怒るほど心配をかけているのにこんなことを考えるのは不ふ謹きん慎しんとは思いながらも、紅蘭は考えてしまう。主君かどうかなど関係なく紅蘭という個人の身を案じて苛立ってくれているのなら嬉うれしいのに、と。
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　伯龍の執しつ務む室を後にした紅蘭は、その足で蔵書楼ろうへと向かった。

　蔵書楼は、執務室のある紫微宮と変わらぬ大きさで、楼閣内にはいくつもの書庫と、書見台の置かれた図書室とが設けられている。

　花国建国当初からの貴重な書も数多く収蔵されており、花国の首長たる証あかしである璜こうを持っていなければ入室できない書庫もあった。

　奥の書庫へと歩を進めると、黴かびの臭においが鼻をつく。

　書しよ棚だなには、時代ごと分野ごとに、整理された竹簡、木簡が並べられている。王の親書をはじめとする国の公的な記録に限らず、経書や詩文に至るまで、幅はば広ひろい書巻が所ところ狭せましと収められていた。

　紅蘭は、並んで置かれている花国の建国を伝える神話へと思わず手を伸のばした。

（懐なつかしい。まだ、字が読めるようになる前から、父の膝ひざの上で、繰くり返し読んでもらったものだわ）







　太古の昔、江こう華が、竜りゆうとなりて暴れ狂くるう

　華の地は溢あふれる水になすすべもなく

　山も丘おかも人も家もすべてが水みな底そこの藻も屑くずと消ゆ

　華の地に残されし者はただ二人

　伏羲、妹の女媧のみ

　湿しつ地ちの中を百日、歩けども歩けども二人の前に生命はなく

　二百日が過ぎ、二人は夫ふう婦ふの契ちぎりを結ぶ

　三百日が過ぎしとき伏羲は湿地に杖つえを差す

　ぐるぐる杖をかき混ぜて、そこに大地を生み出せり

　女媧は大地に子を産み増やす




　伏羲は儀国の王となり

　女媧は花国の女王となりき

　女王の裔すえは鳳ほう凰おうの卵を抱き

　その隣となりに立ちし者こそ華の地を統すべる王とならん







　幼かった紅蘭は、父に何度も尋たずねたものだ。

「私たちの先祖は、女媧様という女め神がみなの？　では、私たちは神の一族なの？」

　父王は、笑えみを浮うかべ首を左右に振った。

「いいや、違ちがうよ。我われ々われは、ただの人間に過ぎない。女媧様だって、ただ、天にいらっしゃる神様から、この世を治め導くようにと命じられただけの、我々と同じただの人だったのだと思うよ。天からの命令、天命を受けてね。それが、長い間に神様ということにされてしまった。本当の神様は、自ら政まつりごとは行わないが、我々がきちんとその命令に従っているかどうか、いつも見ていらっしゃるのさ」

「神様は天にいらっしゃるのでしょう？　地上で私たちがしていることをどうやって見ているの？」

　紅蘭は、父を見上げながら首を傾かしげる。

「神様は、天にいらっしゃるだけではなく、民たみ一人ひとりの中にもいらっしゃるのさ。そして、我々が天命に背そむいて悪逆非道の限りを尽つくし始めたら……つまり、民の幸せを考えず自分だけの幸せのために政を行うようになってしまったら、民によってその命を奪うばわれても仕方がない。そういう約束になっているんだ」

「そういう約束……？」

　そして、紅蘭にもわかるように易やさしく説明してくれたものだ。

「そうだ。我々は王になるとき、神の命令を必ず守りますと天に約束する。それを守れなかったときは、天に代わって民が我々を罰ばつする──つまり、我々を斃たおすのさ。それが、革命だ。憶おぼえておきなさい、紅蘭。常に民のことを考え、民にとって最善の政治を行うのだ」

「はい、わかりました、父上」

　頷うなずく紅蘭の頭に、父の温かな手がそっと添そえられる。父は目を細めながら、紅蘭の頭を優やさしく撫なでた。

「天下を手中に収めたいと考える輩やからは、紅蘭のことを〝鳳凰の卵を抱く姫〟だと信じ、その手に入れようと躍やつ起きになるかもしれない。でも、紅蘭は特別な娘むすめなんかじゃない。天と約束をした祖先と父を持つだけのただの娘だ。もちろん、父や母にとっては大事な大事な、特別な娘だけれどね。でもそれを言ったらこの世の誰だれもが、誰かにとっては特別な存在なのだよ」

　そう紅蘭に教えてくれた花文王は、命の灯ともしびが消える最さい期ごの最後まで、家臣からも民からも、父のように慕したわれていた。幼い紅蘭に教えてくれた言葉を生しよう涯がい実じつ践せんし、民のための幸せを第一に考え、国のために生きた王だった。紅蘭にだけではなく、誰にとっても特別なお方だったのだ、と紅蘭は思い出す。

　その命を落としたのも、花国とその民を董国の凶きよう刃じんから守るための戦いくさの中であった。けして、天命に背いたからではなかった。

　父の言葉を反はん芻すうしてみると、王たる者に関しては、天と神、そして民が、きちんと仕事をしているかどうか見張りをしているということになる。

　では、貴族はいつから貴族になったのだろう。

　王の子が王であるように大夫の子は大夫になるのが普ふ通つうだが、天命に背く王のように民のための政治を行わない大夫がいたとしたらどうなるのか。王には、民が「やめよ」と言うことができる。では、大夫には誰が「やめよ」と言うことができるのか。また、いまの大夫よりさらにふさわしい者がいたとき、その者を推挙することはできないのだろうか。

　もし、そういったことを行えるならば、それこそ民にとってよき政治と言えるのではないだろうか。

　それを実践するには、大きく法を変える必要があるし、これまでとは大きく世の秩ちつ序じよが変わる可能性がある。

　しかし、たとえこれまでと世の中の仕組みが大きく変わってしまうとしても、それが本当に民の喜ぶ世となるための改革であるなら、天命に背くことにはならないのではないか。







　紅蘭は、伯龍に示し唆さされた花国の記録を探す前に、啓徳に何があったかを調べようと、近年の記録へとまず手を伸ばした。

「母が亡なくなってから十年近く経たつ」と、啓徳は言っていた。いまから十年前の記録を中心に探すのがよいだろう。

「あった、これだわ」

　啓徳の父の名、賈か叡えいの字じ面づらを竹簡の中に追っていた紅蘭は、造作もなくその記録を見つけた。

「花か文ぶん十三年　董国、国境を侵おかし、臨りん陽ようを攻せめ奪う。花の大たい夫ふ、賈叡、董国軍に戮りくせらる」

　母の彩鈴が亡くなったという言葉から、何となく覚かく悟ごはしていた。

　子どもの頃ころの紅蘭は知らなかったが、阿虎──啓徳は、董国国境沿いの邑まち、臨陽の大夫の息子むすこであったのだ。

　国境に近いから仕方がなかった、とは言えない。

　記録には見えないが、父の花文王とて臨陽の危機を黙だまって見過ごしたとは思えず、寡か兵へいではあっても援えん軍ぐんを出したであろうと紅蘭は信じたい。

　それでも、結果は結果だ。

　臨陽の邑は、いまは董国の領土となり、啓徳の父母は命を失った。ただ一人助かった啓徳も、賊ぞくとして生きるしかないことを憂うれえている。

　啓徳との約束を果たさねばならない。紅蘭は、あらためて心に誓ちかった。

　紅蘭も、いまは公主だが、まもなく父の跡あとを継ついで花国の元首となる。ならば、父が救うことのできなかった家臣とその家族に対して、罪つみ滅ほろぼしをするのは自分の役目である。
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　翌日の朝。いつものように執しつ務む室の扉とびらを開いた伯龍は、机の上に置かれた、見慣れぬ仰ぎよう々ぎようしい革かわ製の筒つつに目を奪われた。筒には、四よ隅すみに青せい龍りゆう、白びやつ虎こ、朱雀すざく、玄げん武ぶという四神の細かな装そう飾しよくが施ほどこされ、留め具に付けられた石には、「董」と刻まれている。

「これは……、董国からの書簡か」

　筒の中には、竹でも木でもなく、光こう沢たくのある絹の布が一枚。

　絹は高価なため、国同士の書簡であっても、竹や木もく片へんを使用するのが一いつ般ぱん的だ。現に、昨日までの董国の書簡はすべて木片に書かれたものだった。それをわざわざ絹を使って、自らの威い信しんを見せつけようとでも言うのだろうか。

　しかし、一度しか顔を合わせたことがないとはいえ、黎奉がそのような国力を笠かさに着たやり方をするような人物には思えなかった。

（それに、昨日もいただいた書簡には丁てい重ちようにお断りの返書をしたためたばかりだ。これはいったいどうしたことか）

　さらに、その差出人を見て、伯龍は自身の目を疑った。

「董国宰さい相しよう　沮そ宮きゆう」

　と、そこには記されている。

　あらためて、伯龍は書簡の内容に目を通す。

「先日は、我が国の公子玄宝が貴国に多大な迷めい惑わくをおかけしたこと、ここに深くお詫わび申し上げます。貴国も公子のことを宴うたげでもてなしてくれたと聞き及およんでおりますが、我が国もこのたび内輪の小規模な宴を開かい催さいし、そこに凰姫殿でん下かと朱しゆ英えい宰相閣下をご招待することで、詫わびとしたいと思っております。つきましては、占うらないでも佳よき日と出ました六日後に宴を開催する所存。よきお返事をいただけると信じてお待ち申し上げております」

　これまでの黎奉からの書簡とはまったく違う。これは、宰相から、つまり国としての正式な宴の招待状である。

（──これは……、断れない。しかも、青国との同盟締てい結けつ日と日程がかぶっている。董国に極ごく秘ひで同盟を進めているだけに、そのことを理由に断ることもできない）

　何しろ、花国は先の戦で董国には負けたばかり。さらに、紅蘭が黎奉の後宮に入ることも拒こばみ続けているのだ。

　これで、宴への正式な招待まで断ったとなれば、また戦を仕し掛かけられたとしても文句は言えないだろう。

　あと一日でも早く青国との同盟調印が進められていれば、後こう顧この憂いなく董国に向かうこともできたはずだが、それはいまさら言っても仕方のないことである。

　今度はいったい何を企たくらんでいるのか。董国の意図は読めないが、国としての正式な申し出を断るわけにはいかない。

（姫ひめ様のところに伺うかがわねば）

　伯龍は、この件を至急、紅蘭へと伝えるため、執務室をあとにした。
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　宴の前日に華安城を発たった紅蘭たちは、董国に近い国境の邑で一いつ泊ぱくした翌日、国境を越こえた。

　紅蘭と伯龍の乗る馬車の前後に尚桜たち侍じ女じよが乗る馬車が連なる。先頭は、大将軍の季雲が率いた。禁軍の兵が三十人ほど隊列を作り、紅蘭の乗る馬車の前後左右を護衛していた。

　花国の領土内では、

（もう少し法の改革について考えたいから）

　と、持参してきた竹簡──花国の古記録の写しに目を通していた紅蘭も、董国に入ると、初めて訪おとずれる国を見ようと、馬車から表へと目を移した。

「随ずい分ぶんと立派な砦とりでを作っているのね」

　国境には、花国と董国とを遮さえぎる石いし垣がきが東西に延びているが、その一部を増築し、堅けん固ごな砦へと作り直しているところのようだ。何百人という民たみたちが、監かん督とくの指示のもと忙いそがしげに立ち働き、煉れん瓦がを運んだり積み上げたりしている。

「伯龍は知っていた？」

　紅蘭は隣となりで馬車に揺ゆられる伯龍に視線を向ける。

　宰相として正式に他国を訪問するということで、今日の伯龍は結ゆい上げた髪かみの上に小さな冠かんむりを戴いただき、黒の袍ほうを羽織った正装を纏まとっている。

　先日の見合いの宴の折にも目にした正装だが、馬車という狭せまい閉じられた空間の中であらためて間近にするとやけに緊きん張ちようするものだ、と紅蘭は思う。気を抜ぬくと、この鼓こ動どうを伯龍に気付かれてしまいそうだ。

　紅蘭も、同じく外交用の豪ごう奢しやな紅の深衣を身に纏い、結い上げた髪をたくさんの簪かんざしで彩いろどってはいるのだが、伯龍は素知らぬ涼すずしい顔でいつもと変わらぬ落ち着いた声こわ音ねのまま答えた。

「ええ、報告は受けていましたし、もちろん警けい戒かいは強めていました。ただ、花国との国境側の砦の建設は、董国としても力を入れているわけではないようです。北には、異民族対策としてさらに強固な砦や石垣を築いているとのことですから」

　董国は、華大陸の北ほく端たんに位置し、それより北には狩しゆ猟りようを生業なりわいとする別の民族が暮らしている。董国が、たびたび南へと侵しん攻こうしてくるのは、北から騎き馬ば民族に攻め込まれるためだとも聞くが、紅蘭が生まれてから、いや父の花文王の時代から、異民族との戦いくさの話は聞いたことがなかった。

　これだけの数の労働者を、北を中心に各国境に配備しているのだとしたら、農村には若い男性の労働者が足りなくなっているのではないだろうか。

　それゆえ、生産力が落ちて、他国を侵略する必要が出てくるのではないか、と紅蘭は思う。

　董国に入ると、急に視界から緑が減った。それは、田畑が減ったせいでもあるし、街かい道どう沿いの灌かん木ぼくも少なくなったせいである。

　代わりに目に映るのは、黄土色の地面ばかりだ。

　紅蘭が、亡なき父に手を引かれ、伯龍と並んで、何度も眺ながめて来た江こう華がが、黄色く濁にごった水を湛たたえているのは、いま眺めているこの黄土の土ど砂しやをたっぷりと含ふくんでいるからである。

　逆に言うなら、この土地の土砂がそれだけ江華へと流れ込んでしまっているということだ。

　──この黄色い土が、見慣れたあの江華になるのだ。

　紅蘭は、複雑な思いで、初めて見る董国の地を眺めた。

　春には強風が吹ふいて、畑に撒まいた堆たい肥ひと種ごと、この地の土砂を江華へと飛ばし、夏には豪雨が降って、作物ごと黄色い土砂を江華へと押し流す。民たちは、この黄土の平原を、恨うらみを込めて「三さん逃とうの地」と呼ぶ。逃にげる三つは、「土」「堆肥」「種」だ。

　黄土の平原は、花国の領土にまで続いているが、花国における被ひ害がいはそこまでひどくはない。それは、女媧の時代から繰くり返し豪雨と水害への対策が講じられてきたからであり、また農業を常に進歩させてきたからでもある。

　城や家屋、砦などの建物を建築するには、木材が必要不可欠であるが、木材を伐ばつ採さいした後はすみやかに植樹を行うというのも長年花国が試みてきたことだ。それは江華を氾はん濫らんさせないための知ち恵えであったが、結果的に花国内が黄土の砂さ漠ばくと化すことを防いでくれた。

　城じよう壁へきや砦に使われる煉瓦は、黄土の粘ねん土どを使った日干し煉瓦で作られるが、その強度を増すため、粘土に檉ぎよ柳りゆうの枝を混ぜて固めることが多い。

（ここまで国中で砦を建設しているということは、董国内ではおそらくかなり多くの木が伐採されているに違ちがいないわ。また、黄土の平原の砂漠化が進むかもしれない）

　吹き荒あれる風が、黄こう砂さを容よう赦しやなく吹き付ける。覆おおいのない馬車だったら、砂さ塵じんが顔に当たってさぞかし痛いことだろうと紅蘭は思う。

　花国より北に位置するためか、屋根と覆いのある馬車の中でも、指がかじかんできた。

　紅蘭は、指と指をこすり合わせて、少しでも暖を取ろうとする。

　伯龍の大きな両手が、紅蘭の指先をそっと包んだ。

「こうしていれば、人ひと肌はだで多少は温かいかもしれません」

　伯龍は、それだけ素っ気なく言うと、照れくさいのか視線を背そむけ、わざとらしく馬車の外の景色を眺める振ふりをしている。

　政まつりごとに関しては、あんなに頭が回る人なのに、こういうことになるとまるで子どものようだ、と紅蘭は思わず吹き出しそうになる。

　それでも、指先だけでなく、心のどこかがほんのりと温められたような気がした。

　天文台の視察に共に行くことはできなかったけれど、いま初めて遠出を共にしているのだ。

　そう考えると、董国の招待も悪くはないと思えてくるのだった。
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　董国の首都、咸かん宗そうが近くなると、その道みち幅はばは五十歩ほどに広がった。鎚つちで固めたように地面はなだらかになり、馬車の揺れがほとんどなくなった。

　道の両側には、葉も青々と茂しげった松が植えられている。

　王都の造りは花国と同じく、城壁の中には民の居住区である邑まちがあり、さらにその中央に王族が住まい執しつ政せいを行う宮城が聳そびえていた。

　華安城との違いがあるとすれば、紅蘭たち一行が通されたところは少なくとも、どの宮も廊ろうも、時間と手間を掛けて完かん璧ぺきに磨みがき上げられていること、そして、数多くの宮女たちとすれ違ったということだろうか。

　もちろん、先の見合いの宴うたげの際の花国がそうであったように、他国からの客を招くために、見えるところだけを急ぎ磨き上げたという可能性も考えられる。しかし、体てい裁さいを整えるためだけに、あれだけ多くの宮女を働かせているわけではないだろう。

　砦の建設現場と同じだ、と紅蘭は思う。

　いくら農のう閑かん期きとはいえ、農村ではないところに民が大勢集められ、働かされている。これでは、食しよく糧りようが不足し他国を侵略せざるを得なくなるのも当たり前だ。

　人の気配と衣きぬ擦ずれの音が、そんな紅蘭の思考を遮った。

「これはこれは、花国の姫ひめ君ぎみでいらっしゃいますか。お逢あいしとうございました、私、董国で宰さい相しようを務めております、姓せいは沮、名は宮、字あざなは士し台だいと申します」

　広間へと入って来たその人ひと影かげは、流りゆう麗れいな挨あい拶さつを述べると、紅蘭の前で舞まいを披ひ露ろうするかのように優ゆう雅がな動作で跪ひざまずき拱きよう手しゆした。

　紅蘭も慌あわてて、拱手し応こたえる。

「このたびはお招きに与あずかりまして、大変光栄にございます。花国の公主、凰姫、字を紅蘭と申します。どうか、紅蘭とお呼びくださいませ」

「ありがたき幸せに存じます、どうか私のことも士台とお呼びください。ああ、噂うわさには聞いておりましたが、噂に違たがわぬ美しい姫様でいらっしゃる。これでは、鳳ほう凰おうの卵を抱いだく姫君ではなくとも、誰だれもが手中に収めたいと欲ほつするでしょうな」

　花国の王族は女め神がみ・女媧の子孫であるという建国神話。その一節に「女王の裔すえは鳳凰の卵を抱き　その隣に立ちし者こそ華の地を統すべる王とならん」とあることから、「花国の王族の女性は〝鳳凰の卵を抱く姫〟、その姫を手に入れた者こそが華の大地すべて、天下を統一する王となる」という伝説が、華の大地には喧けん伝でんされている。

　見合いの宴を開いた際にもそうだったが、やはり紅蘭という一人の女性よりも、この伝説に魅み力りよくを感じて紅蘭のもとに集まってくる男性たちは、まだまだ多い。

　この董国の宰相も、そんな馬ば鹿かげた夢を信じる一人なのだろうか。紅蘭は、さりげなく目の前の男性を観察した。

　柔やわらかな笑えみを浮うかべる口元には、うっすらと口くち髭ひげを生やしている。年の頃ころは、伯龍よりも年上、三十歳ほどに見えるが、それにしてはきちんと生えそろっていないようだ。

　上背はそれほどない瘦そう身しんだが、けして貧相には見えない。

　涼しげな艶つやを帯びた瞳ひとみは、一見、たおやかで柔にゆう和わそうに見えるが、その実、何となく人を食ったような印象も与あたえる。

「朱宰相殿どのも、ようやく初めてお目にかかることができて、大変嬉うれしく存じます。そういえば、この美しい姫君とご婚こん約やくなされたとか。なんとも羨うらやましい限りです。姫様には、是ぜ非ひとも我が国の後宮にいらしていただきたかったのですが。残念ながら、おめでとうございますと申し上げねばなりませんね」

　士台は、祝いの言葉を述べながら視線を紅蘭から伯龍へと移動させた。

「ありがとう存じます。どうか、私のことは伯龍と字でお呼びくださいませ。姫様を後宮にと何度もお誘さそいくださいましたこと、大変嬉しく恐きよう縮しゆくに存じます。何しろ我が国は質素倹けん約やくを旨むねとするゆえ、後宮に出仕する道具の準備もままなりませんで、貴国のご希望に応えることができず大変失礼いたしました」

　伯龍は、士台の祝辞に恐縮した態度を見せながらも、その眼まな差ざしに宿る光は強い。

「私のことも士台とお呼びください。姫様が聡そう明めいでいらっしゃることだけでなく、伯龍殿がお若いながらも大変優ゆう秀しゆうな宰相であることも、近きん隣りん諸国では有名なこと。特に、前さきの花文王が崩ほう御ぎよされた後、若き家臣たちをまとめ上げた手しゆ腕わんは見事であったと伺うかがっております」

「過ぎたる噂にございます。宰相の職務に恥はじぬようできる限りのことをしただけですから」

　花文王を喪うしなったのも、伯龍が残された若い家臣たちをまとめねばならなかったのも、董国の侵略によるものであるが、そんなことはまったく気にしないというように慇いん懃ぎんな態度で返答していた。

　既すでに、挨拶の段階で、宰相同士の舌ぜつ戦せんが始まっているかのようだ。

　そこに、紅蘭が問いを挟はさむ。

「私のことはどなたかから聞いていらっしゃるのですか？」

「ええ、甥おいの玄宝から聞いております。私は、玄宝の母后の弟にあたるのですよ。玄宝が、先の宴より帰って来てから、紅蘭様のことをいろいろと伺いました。とても聡明で、美しい姫君でいらっしゃると」

　何となくどこかで見たことがあると思った作り笑顔は、玄宝のそれに似ているのだ、と紅蘭の考えが至ったとき。

「董国王后、沮そ后こう。太子、董昭。第二公子、董とう進しん。出しゆつ御ぎよ」

　太たい鼓この音に続いて、王族たちが広間へ入って来ることを告げる声がする。

　そうだ、ここには見合いの宴で花国の伍ご会かいを味方につけ、あの騒さわぎを起こした張本人である、玄宝がいるのだ。

　紅蘭も伯龍も、恭うやうやしく拱手の姿勢を取りながら、密ひそかに警けい戒かいを強めた。

「先日は大変なご迷めい惑わくをおかけして申し訳ございませんでした。このたびは、いらしていただき大変嬉しく存じます」

　紅蘭の目の前まで来た玄宝は、優雅に一礼した後、相変わらず詩を詠えいずるような澄すんだ声で素す直なおに詫わびの言葉を述べた。

　上げた面おもてには、何も包み隠かくしてなどいないといった、まっすぐな笑みが浮かんでいる。先の宴で見せたような、その裏で何かを企たくらんでいるような表情ではなかった。

　この人物が、丁てい国こくの大たい夫ふと偽いつわり見合いの宴に参加し、自分は儀国の公子であるとの噂を伍会を通じて流した後、自らの私兵を花国へと侵しん攻こうさせ、紅蘭ともども花国を手に入れようとしたあの玄宝なのか。

　まさか。とても同一人物とは思えない。

　目の前の玄宝は、牙きばを抜ぬかれた獣けものだ。獰どう猛もうな虎とらが大人しい飼かい猫ねこになってしまったようだ。

「あら、まあ、あなたが息子むすこを袖そでにした姫君ね。息子はお気に召めさなかったかしら？」

　若々しく艶を含ふくんだ声が発せられると、玄宝の肩かたに心なしか力が入ったように見える。

「はじめまして、お目にかかれて光栄に存じます、沮后陛下。私の方こそ、玄宝殿でん下かには似合わぬ粗そ忽こつ者ものでございますから、身を引かせていただきました」

　紅蘭は、礼をしながら着き飾かざった后きさきへ素早く目を走らせる。

　──この方が、玄宝が太子になれぬせいで、「国こく母もになれぬのはおまえのせいだ」と玄宝を責める母后か。

「まあ、言ってくれること、ほほほ。確かに、あなたが婚約者に選んだという宰相殿は、うちの息子よりもできがよさそうですけれどね」

　結ゆい上げた髪かみは、幾いく本ほんもの黄金こがね色いろをした簪かんざしで彩いろどられ、后が笑うと大きな音を立てた。

　玄宝は后から顔を背そむけた状態で、そっと首をすくめる。

　おそらく、彼女がいる限り、玄宝は野生の獣にはなれない。牙を抜かれた飼い猫になってしまうに違ちがいない。

「いえ、玄宝殿は我が国でとても素晴らしい舞まいを披露してくださいました。我が国の公主は、このような殿方では自分が釣つり合わないと身を引き、私ごときを選ばれたのではないかと存じます」

　玄宝の様子が前回会ったときとあまりに違うことに、そしてその原因のひとつがこの母后にあることに伯龍も気付いたのだろう。伯龍はさりげなく、自らを貶おとしめ玄宝を褒ほめるような発言をした。

　玄宝がこれ以上、いたたまれない気持ちにならないようにという配はい慮りよに違いない。

　玄宝が花国でしでかしたことは、たとえどんな理由があったとしてもなかったことにすることはできない。しかし、この調子でおそらく子どもの頃から毎日のように母から呪じゆ詛そを浴びせられたかと思うと、同情したような態度を取ってしまう伯龍の気持ちもわからなくはなかった。

「姉上、それぐらいにして差し上げませんか」

「あら、そうね。初めてだというのに、失礼したわ。ゆっくりと楽しんでいらしてね、紅蘭殿。それでは、私はこれで失礼するわ。国王陛下が病で臥ふせっているためごめんなさいね」

　そう言って、母后は紅で染め上げた唇くちびるの端はしを上げ、一礼する。

　董とう国こく王おうが病だというのは初耳で、そんなときに宴うたげなど開いて大だい丈じよう夫ぶなのだろうかといささか心配になったものの、后の退出する背中を見て紅蘭がほっとしたのも事実である。

「紅蘭殿、こたびはそなたたちの来訪、心より感謝する。体調を崩くずした父王に代わって礼を申したい。そして、個人的にも初めてゆっくり紅蘭殿と話ができること、大変楽しみにしていた」

　黎奉の挨拶に、ようやく紅蘭はゆったりと息を吸えるような気持ちがした。

「国王陛下がご病気とは、知らずに大変失礼いたしました。大丈夫なのですか？」

「うむ、年のせいもあるだろうが、ここ最近、何が原因かわからぬが床とこから起きられぬことが多いようなのだ。薬くす師しによれば大したことはないとのことゆえ、どうか心ゆくまで宴をお楽しみいただきたい。それと、紅蘭殿──。こたびも私の後宮への誘いを断られたことは大変遺い憾かんに感じている。しかし、いまはそなたとこうして相あい見まみえることができたことでよしとしよう」

「こたびも……？」

　以前から再三、後宮への誘いを受けていたと聞いてはいるが、伯龍が黎奉を含む公衆の面前で求婚してくれたことで、その誘いも収まっていたものと思っていた紅蘭は首を傾かしげた。

　その隣となりで、伯龍は強い眼差しを黎奉へと向ける。もし目の前に壁かべがあったなら射い貫ぬいてしまいそうな、牽けん制せいの意思を込めた視線が黎奉に投げかけられていたのだが、そんな伯龍と黎奉による視線の攻こう防ぼう戦せんが行われていることなど紅蘭には知るよしもなかった。







　一同で乾かん杯ぱいをした後は、各自に設しつらえられた膳ぜんの前へと移動した。

「これは、コムギの蒸むし物ね！」

　膳に視線を移した紅蘭は、喜びのあまり思わず声を上げる。

　膳には、コムギの粉を蒸したと思われる白くふっくらとした塊かたまりがいくつか皿に盛られ、その横に肉の煮に物ものが添そえられていた。

「先の宴で姫ひめ様が考案された新しい料理と伺いました。玄宝がたいそう気に入って、我が国でもコムギとやらを手に入れ、作らせてみたのです。そうしたら、なんとも美味おいしいではないですか。私もすっかり、姫様の料理の虜とりことなりました。あ、いえ、実際に姫様の料理が再現できているかどうかは、わからないのですが。どうぞ、お召し上がりの上、ご批評いただけましたら幸いです」

　見た目だけで言うなら、以前、紅蘭が用意したコムギの蒸し物を充じゆう分ぶん再現できていると言える。それどころか、董国の料理には、さらにもう一歩の進化が見られる。紅蘭が考案した蒸し物に一ひと工く夫ふうこらしてあった。

　一度平たく伸のばした生き地じを二つ折りにしてから蒸したのであろうか。一見、半月状のそれは、割れ目に指を添えて広げると簡単に満月のように広がり、間に肉を挟みやすい形状になっている。肉を挟み、さっそく口に持っていこうとした紅蘭を、隣に座した伯龍が目で制す。

「おやおや、これは我が国で用意させていただいたものよりも、美味しそうでございますね。先の宴以降、コムギの料理は我が国でもいろいろ試行錯さく誤ごを繰くり返しているのですが、これは負けてしまうかもしれませぬ」

　おそらく、自分が先に毒味をするから待てということだろう。確かに、董国の目もく論ろみはまだまったくわからないのだ。用心するに越こしたことはない。

　伯龍は、コムギの蒸し物に手早く肉を挟むと、口に頰ほお張ばり咀そ嚼しやくした。

「うむ、これは美味うまい。やはりふっくらもちもちとしてなんとも美味でございますな。これは、玄宝殿どのが伝えられた料理を再現されたのですか」

「はい」

　先ほどから饒じよう舌ぜつに語る士台とは対照的に、玄宝はただ一言だけ頷うなずく。

　見合いの宴のとき、その後の紅蘭との会談のときとは、まるで別人だった。

　伯龍は、もう一度、コムギの蒸し物を口にしながら紅蘭にも「大丈夫」と目で合図する。これで、紅蘭もようやくご馳ち走そうにありつくことができた。

「それと、これは私が考えてみたものなのだが」

　黎奉の言葉を合図に、器うつわを持った宮女たちが次々と広間に入って来た。

「まあ、これは何かしら」

　目の前の膳に置かれた新しい器の中を、紅蘭は興味深げに覗のぞき込む。それは一見、羹あつもののようにも見えたが、汁しるの中には肉と一いつ緒しよに細長く薄うす茶ちや色いろの何かが浮うかんでいる。

「これは、エンバクという穀物を炒いってから挽ひいた粉を蒸した料理。コムギのように粘ねばりがないゆえ、成形するのに苦労してこのように細長い形にするのが精せい一いつ杯ぱいだったと料理人からは聞いておる。しかし、エンバクはコムギよりも瘦やせた大地でも生育しやすいそうなのだ」

　黎奉の説明を聞いた紅蘭は、思わず「まあ！」と声を上げた。

　黎奉は、董国で唯ゆい一いつ、紅蘭の手がける農業暦れきに興味を持ってくれた人物であるが、新しい穀物を積極的に取り入れるところまで考え方が似ているようだ。

　花国では、飢き饉きんの被ひ害がいを減らすため、常時、複数の穀物を同時に栽さい培ばいすることを推すい奨しようしている。その品種をさらに増やしていこうと、紅蘭は馴な染じみの商人に頼たのんで、遠国から常に新しい穀物を手に入れる努力をしていた。そんな紅蘭でも、エンバクとは初めて知る穀物である。

「エンバクとは初めて耳にいたしますね」

　今度もまず、伯龍が一番に箸はしを取る。

　伯龍の箸に掬すくわれたエンバクから湯気が立った。

「ふむ、これはコムギとはまた違って、この穀物の味がかなりしっかりと残るのですね。食べたという感覚、満腹感はこのエンバクの方が勝まさるのではないですか」

　エンバクを使った料理を口にした伯龍の満足そうな評価を聞いて、紅蘭も箸で口に運ぶ。

　コムギがそれ自体、特に何の主張もなく、肉や魚の添え物として優ゆう秀しゆうな脇わき役やくだとしたら、このエンバクは少し苦みのようなしっかりとした味がある。炒って粉にしたものを蒸したとのことだが、それだけ加工してあってもコムギより歯ごたえがあった。

「これで瘦せた土地や寒冷地で栽培しやすい品種なのだとしたら、とてもよい穀物ですね。民たみたちの主食にぴったりじゃないかしら」

「私もそう考えている」

　黎奉は笑え顔がおで応じる。

「これは、どこの地域で食べられている穀物なのでしょう」

「西さい域いきでも特に寒い地方で食べられている穀物らしい。実は、我が国の北方の異民族たちも食べているという。西域では、ただ粥かゆのようにして食べているとも聞くが、紅蘭殿のコムギの話を聞き、我が国ならではの料理にできないかと思案したのだ。これからも、さらに味の工夫をしていきたいと思っておるところよ」

「それはいいですね、私も何かよい考えが浮かんだらお伝えしてもよろしいですか？」

「ああ、もちろんだとも。エンバクの料理を考案できたのも、紅蘭殿のコムギ料理があったゆえ。これからも是ぜ非ひご教授願いたい」

　黎奉の大おお柄がらな鍛きたえ上げられた体たい軀くは、いかにも武人といった趣おもむきで、料理について語るのは不似合いにも思える。先に初めて対面したときは甲かつ冑ちゆう姿ということもあり、より武人としての印象が強かった。しかし、紅蘭の言葉に優やさしげな笑みを浮かべている目の前の黎奉は、その言葉こそ尊大にも聞こえるが、戦場で立ち働く姿が逆に想像できないほどだった。

「私は何もしておりませんわ。むしろ、玄宝殿にしても私のコムギ料理を憶おぼえていてくださって嬉うれしかったですし、黎奉殿がこのような料理で迎むかえてくださるとは本当に嬉しく存じます」

「紅蘭殿にそう言っていただけるとは、苦労した料理人もさぞや喜ぶであろうな」

　この人の本質は武とは違ちがうところにあるのかもしれない、と、農業暦のやりとりをしてみて、紅蘭は思ったものだが、いまそれは確信に変わりつつある。

　北は寒冷地であるということを、知識としては紅蘭もわかっていた。董国を実際に訪おとずれ、その気温の差を紅蘭はいま肌はだで感じていた。おそらく、董国は花国以上に飢饉の心配をしながら農業を行わねばならないだろう。すぐに飢饉になる、だから他ほかから奪うばえばいいというのが、董国の王の考え方だったところを、この太子は紅蘭と同じやり方で解決できないかと模も索さくしているに違いない。

　やはり、話の合いそうな方だわ、と紅蘭はあらためて感じたのだった。

　黎奉は、この宴うたげの場を利用して、ただ純じゆん粋すいに紅蘭たちをもてなそうとしてくれているように思える。玄宝には、相変わらず覇は気きがなく、何かを企たくらんでいるようには見えない。

　伯龍から、宴の招待状を見せられたとき、当然、何か裏があると紅蘭は考えた。伯龍も同じ考えだ。

　しかし、いまのところ本当に紅蘭が喜ぶことを考えたごく普ふ通つうの歓かん待たいが繰り広げられている。

　いったいこの宴は、誰だれがどんな思おも惑わくで催もよおしたのだろう。

　あるいは、何か企みがあって催した人物は、病で臥ふせっている国王なのか。途と中ちゆうで退出した后きさきという可能性もある。まだ、警けい戒かいを解くべきではない。

　紅蘭には、いまだ董国の真意がわからなかった。
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　紅蘭たちの腹も膨ふくれた頃ころ、広間の隅すみに二人の男性が入って来た。一人は、仙せん人にんのような風ふう体ていの老人で、もう一人は中年の俠きよう客かくのような鋭するどい目つきをした男である。

「ここからは儒じゆ家かと法家の先生方の遊ゆう説ぜいを酒の肴さかなに楽しんでいただこうと思っております」

　士台の紹しよう介かいに、二人の男が中央に進み出る。

「面おも白しろい趣しゆ向こうですね。私たちから、質問してもよろしいのですか」

「もちろんです、紅蘭殿。あなた方に喜んでいただくために、先生方においでいただいたのですから、どうぞ心ゆくまでご歓談ください」

　このご時勢、諸子百家と呼ばれる学者や思想家たちが、巷こう間かんに溢あふれていた。

　小国が乱立する現在、各国は他国を制圧するため、あるいは隣りん国ごくに制圧されないために、独自の政策や改革案を常に求めている。華の大陸を一統するためには他国より抜ぬきん出た策を持つ指導者を必要とするし、そういった国から身を守るためにも防ぼう御ぎよの策を持つ学者を必要としていた。そんな各国の要よう請せいに応こたえるように、思想家たちは自ら諸国を渡わたり歩いている。自らの策や思想が受け入れられねば、またよその国に売り込みに行く。そうして、大陸中を行脚あんぎやしているのだ。

　花文王の時代、彼らは花国にも大勢訪れていたようであるが、紅蘭はまだ成人していなかったということもあり、直接話すことが叶かなわなかった。

　董国は、この中原において覇を唱えんとする先せん鋒ぽうである。常日頃から、思想家たちが数多あまた訪れているに違いない。おそらく、花国の比ではないだろう。

　国が落ち着いたら是非とも彼らを招しよう聘へいしたいと考えていた紅蘭にとって、誰が考えてくれたのかわからぬが嬉しいもてなしだった。

　しかも、啓徳と出会い、ちょうど新しい法制度を取り入れたいと考えていたこの時期に、直接、学者に質問できるとは。偶ぐう然ぜんとは思えない、天が改革を進めよと後押ししてくれているようだと紅蘭は胸躍おどらせた。

　そして、伯龍もまた、紅蘭の隣となりで興味深そうに瞳ひとみを輝かがやかせていた。







「それでは、先生方に質問させていただきます。私は間もなく王位を継つぐ予定なのですが、民のための国を作りたいと思っています。そのために必要なことを教えていただけますか」

　紅蘭の問いに、まず目つきの鋭い四十がらみの男が口を開く。

「法家の韓かん会かいと申します。本当に国、そして民のためを思うのなら、法を整備し刑けい罰ばつで厳しく取り締しまることですな」

「刑罰で厳しく……ですって？　それは、情状酌しやく量りようのようなものは用いないというのかしら」

　紅蘭の脳のう裏りには、啓徳たち賊ぞくのことが浮かんだ。

「たとえば、盗ぬすみを働くというのは、必ずしも盗ぬす人びとだけが悪いとは言えないかもしれません。彼らが罪を犯おかした理由を作ってしまったのは、政まつりごとを行った側にもあると思うのですが、そういった場合も、どんな者にも等しく罪を適用させるべきだとおっしゃるのでしょうか」

「政を行った側にあるとはどういうことですかな」

「政によって、その者たちが働くこともできず、食しよく糧りようを得るためには盗むしかない状じよう況きようを作ってしまうこともあるでしょう。働く場を作らなかった国に責任はないのでしょうか」

　黎奉は紅蘭の言に、「なるほど」といった表情を浮かべる。

　しかし、韓会は首を左右に振ふった。

「ふむ、そういった例外を認めてしまっては法が乱れていくばかりでしょうな。法が乱れることはすなわち風紀が乱れること。さすれば、真っ当に暮らしている民が一番、損をすることになります。ただ、真っ正直に生きているだけで賊に殺されてしまう恐おそれがあるのですからな」

「紅蘭殿どのがご質問のところ失礼いたします。これは、国を預かる宰さい相しようとして大変興味深い議題。では、韓先生は、厳格な法と刑罰を取り入れた方が、国は整い、民も喜ぶ国家となると考えていらっしゃるということでよろしいでしょうか。そして、国は発展する、と」

　士台の質問に、韓会は大きく頷うなずきながらさらに持論をまくしたてた。

「もちろん、そういうことでございます。厳しい刑罰を暴政だと誹そしる輩やからも世の中には多うございますが、罪を犯せば必ず罰を与えられるということを皆みなが理解すれば犯罪者は減り国は平和になるのです。国内が安定すれば兵も強くなりますし、さらに領土を増やすこともできましょうから、それはまた民たみの幸せとして還かん元げんさせることもできましょう」

　それまで黙だまって聞いていた伯龍が、口を挟はさむ。

「いや、それではおそらく我が国の公主が質問した民のための国にはならぬような気がいたします」

「それはどうしてですかな、伯龍殿。法がきちんと整えられ、罪を犯した者が必ず取り締まられる国であれば、子どもも老いた者も皆が安心して暮らせる世となりませんか。国の誰もが、みだりに殺されることのない世は、民のための世にはなりませんか」

　伯龍は反はん駁ばくするが、士台は韓会の意見に同調する。

「ええ、それはそれで良き世のようにも思えますが、さらに『領土を増やす』ということが幸せに繫つながるかどうか、疑問に感じたのでございます。領土が増えるということは、他の国から奪うということになりませぬか。物や金を他から盗まぬように厳しく法で取り締まると同時に、土地に関しては他の国から奪うというのは、何やらおかしい気がいたしまして」

　遊説に訪れた思想家たちではなく、花国と董国の宰相同士の舌ぜつ戦せんという体を示し始めていた。

　紅蘭が考えていた民のための国とは、無論、伯龍の指し摘てきした通りである。しかし、ここで安易に伯龍に賛成だと声を上げてよいものかどうか紅蘭は迷っていた。

　何しろ、いまは「領土を増やすこと」を実じつ践せんし続けている国の王宮にいるのである。その政策を推おし進めているのが、宰相なのか、ここにはいない国王なのかはわからない。しかし、伯龍と同意見だと示すことは、いまの董国のあり方を非難することにもなる。

　おそらく伯龍のことだから、何も考えず闇やみ雲くもに相手を批判するなどしないだろう。刺し激げきすることで、もし相手が何か企んでいるなら尻尾しつぽを出すだろうと、そう思ってわざと鎌かまを掛かけているのかもしれない。ならば、自分はいまは黙っていた方がよいのではないか。相手がどう出るかわからない、どう転ぶかわからないいまは、伯龍に任せて黙っていようと紅蘭は口を噤つぐむことにした。

　ところが、思わぬところから声が聞こえてきた。

「ふぉっふぉっふぉっ、相変わらず韓先生は法だ法だと、人というものをまったく信用しておらんのぅ」

　声の主は、先ほどからずっと皆の話の聞き役に徹てつしていた老人だった。

「毛もう先生のように、徳だ仁だと理想だけでは、国は立ちゆかなくなりますゆえ」

「そうじゃろうか。失礼、わしは毛仁じんと申す儒家じゃ。確かに、韓先生の勧すすめた政策で最近のこの国は随ずい分ぶんと強大になった。しかし、そこまで利ばかり追い求めんでも少しばかり優やさしさを持って民のことを考えるだけで、きっとこのお姫ひめ様が求めているような国になれるはずじゃ」

「私の求めているような国ですか？」

「ああ、そうとも。おそらく、お姫様の考えている民の幸せは、韓先生の考えている幸せとはちょっと違ちがうじゃろう。裕ゆう福ふくなだけが幸せではないと、お姫様は思っていらっしゃるのではないかな」

「はい、そうです」

「ふむ、やはりのぅ。そういえば、わしはこの国に来る途中、随分とたくさんの労働者たちが夫ぶ役えきに集められているのを見かけた。何事も時が大事じゃと、わしは思うておるが、お姫様はどう考えるかな」

　時、と聞いて紅蘭は考える。もしかして、紅蘭も来る道中で考えていた、農のう閑かん期きと農のう繁はん期きのことを問いかけているのだろうか。

「もしかして、毛先生は農繁期のことを心配していらっしゃるのですか？　いまは田畑での仕事の少ない農閑期ですが、このまま農繁期まで民たちを農村に帰さずにいたら、来年、農業に従事できる民の数が減り、その結果として、穀物の収しゆう穫かく量が減るのではないかと。実は、私もそのことを案じておりました」

　紅蘭の言葉に、黎奉も士台も「ほう」と感かん嘆たんの声を上げる。

　玄宝も顔を上げ、紅蘭の顔を驚おどろいたように見つめていた。

「何とも聡そう明めいなお姫様でいらっしゃる。その通りじゃよ」

「時と言うからには、木材も同じでしょうか。伐ばつ採さいする時機を見定めねばならない、と」

「そうじゃ。いまのように乱伐するのではなく、伐きるべき時期に伐ることが肝かん要よう。魚も、川からすべての魚を釣つり上げてしまわなければ、自然に増えて、我われ々われ人間が食べるに困ることはない。家か畜ちくは孕はらんでいる時は殺さず生かし、これもまた食べ尽つくしてしまわぬよう、増やしていくよう注意することが必要じゃ。木も、魚や家畜と同じじゃ。すべて伐採してしまっては、禿はげ山になってしまう。そうやって、何事も時を間違えなければ、木も魚も家畜も増えていくのじゃから、よその国の土地を求めずとも民が飢うえることはない」

　紅蘭は、毛仁の言葉に、うんうんと頷いた。

「おっしゃる通りですわ、毛先生」

「ふう、まったく。玄宝から聞いてはおりましたが、本当に聡明な方でいらっしゃる。毛先生、この姫様のような主君を戴いただくことができず、国内は充じゆう分ぶん満ち足りているのに、まだ他の物を欲ほつするような君主に仕えた者はどうすればよいのでしょうか？　伯龍殿、このようなお方を君主として仕えることができるとは、まことに羨うらやましい限りですな」

　士台は、何やら含ふくむところがあるような口調で、伯龍に目をやった。
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　論客たちとの議論を心ゆくまで楽しんだ紅蘭たちが用意された客室に入った頃ころには、既すでに夜も更ふけていた。

「特に、今日は怪あやしい動きはなかったわね。本当に玄宝殿どのの件で、お詫わびをしたいだけだったのではないかと信じてしまいそうなぐらい、ごく当たり前の酒しゆ宴えんだったわ」
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　伯龍も、頷く。

「あの玄宝殿がいるということで、季雲には警けい戒かいを怠おこたらないように言い置いたのですが。それに関しては今日のところは杞き憂ゆうだったようですね。董国の王宮に身を置いた玄宝殿は、まるで別人です」

　玄宝に関しては、伯龍も紅蘭と同じ印象を受けていたようだ。

「警戒を続けるとしたら、玄宝殿以上に、途と中ちゆう、退出してしまった后きさき。それに、病だと言って現れなかった国王が、本当に体調不良なのかどうかも気にかかるところですね」

「そうね。黎奉殿のことまでも疑いたくはないけれど、国王の体調不良が実は国ぐるみの噓うそという可能性もあるものね。それと、士台の発言で気になったのだけれど、董国が他国への侵しん略りやくを続けるのは、国王の一存でしかなくて、家臣たちは納なつ得とくしていないのかしら」

　紅蘭は、士台が「国内は充分満ち足りているのに、まだ他の物を欲するような君主」と董国王を評していたことを思い出していた。

　いくら客人である紅蘭にお世辞を言うためとはいえ、あのように自国の君主を貶おとしめるような発言を軽はずみにするような人物には思えなかったのだ。国王はその場にいなかったとはいえ、人ひと払ばらいをしていたわけではなく大勢の耳がある場だ。給きゆう仕じのために宮人たちも多数控ひかえている中であのような言葉を口にしたら、どこから噂うわさになるかわからない。そして、士台がそんなことすらわからない人物とは、到とう底てい思えなかった。

　だとしたら、それを公おおやけにしても問題ないほど、既に士台の味方がこの董国内に存在しているということ。

「確かに、あれは宰さい相しようという立場を考えると、本来ならかなり不用意な発言ですね。そして、そのような失言をされる方とは、私にも思えません。それを、他国の我々を前に堂々と発言されるとは……そこにどういった思おも惑わくが隠かくされているのか」

　紅蘭の推理に伯龍も頷うなずき、首を捻ひねる。

「とはいえ、黎奉殿にしても士台殿にしても、ただ他国から奪うばうことしか考えない董国王よりは、まともな政まつりごとをしたいと思っているのではないかと感じたわ。それを知ることができたのだから、董国まで来てよかったと思うわ。それに、儒じゆ家かや法家の先生方のお話を伺うかがえたのも収穫ね。彼らは、董国内で私し塾じゆくを開いているそうだけれど、我が国にもああいった思想家の先生方に学校を開いてもらえないかしら。ゆくゆくはああいった先生方に推挙してもらった人物を、貴族でなくとも役人として取り立てられるような制度が作れたらいいわね」

　伯龍はどう思うと意見を聞こうとしたそのとき、話を遮さえぎるように部屋の外から紅蘭たちに声が掛かけられた。

「夜分に失礼いたします、公主様。董昭太子より、公主様に伝言がございます」

「どうぞ、入っていいわ」

　返事を合図に、一人の宮人が客室に滑すべり込むと、紅蘭の前で跪ひざまずき、そのまま奏上する。

「『明日こそは本当の我が国をお目に掛けたい。朝、お迎むかえに上がるので、共に出かけていただけるだろうか』とのことです」

「わかりました、と伝えてちょうだい」

　宮人は、拱きよう手しゆすると素す早ばやく紅蘭たちの前を辞した。

「これは、ここで勝手な推測で話を進めるよりも、明日になればもう少し詳くわしい話が太子殿でん下かから直接伺えそうですね」

「そうね、気になるところを明日、黎奉殿に尋たずねてみましょう」

「とはいえ、今夜、何が起きるかわかりません。寝ね込こみを襲おそわれたり、寝ているところを攫さらわれたりする可能性もあるわけですから……尚桜、今夜は警戒を怠らないように、姫ひめ様のすぐ傍そばに詰つめるようにしてください」

　婚こん約やくしていると言っても、夫ふう婦ふではない伯龍と紅蘭の寝しん室しつは当然、別に用意されている。伯龍が自ら紅蘭を警護するわけにはいかないから、ここは信しん頼らいのおける尚桜に任せることとなる。

　伯龍の命に、傍に控えていた尚桜は、「かしこまりました、お任せ下さい」と頷いた。
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　明くる朝、紅蘭たちは約束通り迎えに来た黎奉と馬車に同乗し、王都・咸宗の城じよう壁へきを越こえた。

　城壁を越えてすぐの田畑にはまだちらほらと人の影かげが見えたが、咸宗から距きよ離りが離はなれれば離れるほど、人の姿がまばらとなる。

　昨日、咸宗に入る際にも目にした光景だ。「本当の我が国をお目に掛ける」と黎奉は伝言したが、これがある意味、本当の董国の姿であると言えよう。

　馬車がどこに向かっているのか、まだ黎奉は語らない。

　四頭立ての大型の馬車には、紅蘭と黎奉、伯龍が同乗し、その周囲を季雲麾き下かの花国禁軍の護衛兵と、董国禁軍の護衛兵たちが騎き馬ばで固めている。騎馬兵に交じって、玄宝の姿もほの見えた。

「玄宝殿も馬車に同乗されればよいのに」

　紅蘭の言に、黎奉は首を振ふる。

「玄宝は玄宝で、貴国に迷めい惑わくをかけた一件以来、少しずつ反省をしているのだ。今日も、自分から同乗しないと言い出した。それに、かつての玄宝なら、このような国内視察など意味がない、と言って付いて来ようとはしなかったであろう。これでも玄宝なりに進歩を見せているということよ」

「そういえば……やはり、董国内では農業に力を入れるよりも、他国と戦いくさをした方が効率的との意見の方が強いのでしょうか」

　ついそう聞いてしまったのは、玄宝の一件と聞いて、多数の兵で花国を蹂じゆう躙りんされそうになったことを思い出したからである。

　口にしてから、いささか直接的に過ぎる質問だったかと紅蘭は後こう悔かいしたが、黎奉は嫌いやな顔ひとつ見せず、首しゆ肯こうした。

「うむ、そうだな。以前、紅蘭殿からいただいた農業暦れき……、あれも朝議でいくらその有用性を説明しても残念ながら理解できる者が我が国では少なく、その節は紅蘭殿をお待たせしてしまい大変失礼した。そして、せっかく譲ゆずっていただいたというのに、それを活いかそうにも田畑には人がろくにいないという始末。お恥はずかしい限りよ」

「昨日、宰相の士台殿は『国内は充じゆう分ぶん満ち足りているのに、まだ他ほかの物を欲ほつするような君主に仕えた者』とおっしゃっていましたね。もしかして、士台殿も黎奉殿のお味方……、他国への侵略については、抵てい抗こうを感じていらっしゃるのでしょうか」

　今度の問いには、黎奉はなかなか答えない。複雑な表情を浮うかべていたが、少しずつ語り始めた。

「我が国の王宮は、現在、大きく三つの派は閥ばつに分かれている。まずひとつは、国王と宦かん官がんの一派。これは、紅蘭殿も伯龍殿もご存じのように、積極的に他国を侵略し、自国の領土を増やしていきたいと考え富国強兵の政策を採っている。国王は、耳みみ触ざわりのよいことばかり進言する宦官たちを長らく重用してきた。そして、権力を得た者らに賄賂わいろを贈おくる者たちもおる。宦官たちは、賄賂を贈った者のことを素晴らしい働きをする者として王に推挙し、賄賂を贈らぬ真ま面じ目めな者は使えぬ役人だと王に讒ざん言げんした。結果、現在、国王と宦官派に属する者は、すべて国王の言いなりとなる者たちばかりとなってしまった」

「それに対抗しているのが、黎奉殿と士台殿ということかしら？」

「私は、対抗できているかどうかもわからぬ小さな派閥ではあるが、国王に痛いことを言う存在ではあるであろうな」

「では、士台殿はどういう立場なのですか？」

　これまで黙だまって聞いていた伯龍が、問いかける。

「実は、私から見ても最近の士台はよくわからぬのだ。士台は、王后の外がい戚せきゆえ、王后、玄宝と共にやはりひとつの派閥として力を持っている。また、優ゆう秀しゆうな人物ゆえ、国を大きくし兵を強くすることで国王の望みに応こたえ、その結果として宰相の位にまで上りつめた」

「何か、以前と変わられたのですか？」

「いや、宰相位に上りつめ権力を持ったにもかかわらず、逆に変わらぬことが不思議と言おうか。こんなことを考えておるのは、国中で私ぐらいのものだろうがな」

　黎奉の言は、どうにも要領を得ない。紅蘭は、さらに質問を重ねた。

「どういうことですか？」

「昨日の発言でもおわかりだろうが、士台はこのまま国王の要望に応え続けていては、どこかで国が転てん覆ぷくしてしまうことをわかっているように思う。しかし、国王が喜ぶことだけを考え、相変わらず夫ぶ役えきばかりを増やしておる……」

　黎奉は、車窓から荒あれ果てた田畑に目をやった。

「士台殿どのの発言力があれば、夫役を止やめよと意見することもできるはずなのに、ということですか？」

　黎奉の言わんとしていることを、伯龍が言葉に変えた。

「紅蘭殿と伯龍殿のように、君主と宰相が同じ方向を向いているのなら、宰相が力を持ってもこれまでと何も変わることはないであろう。ただ、国王の助けになるよう尽じん力りよくするだけだ。伯龍殿、もし紅蘭殿が誤った舵かじ取とりをされたとしたら、そなた、どうされる？」

「そうですね、もし私がそれに気付けたとしたならば……姫様のことも大事ですが、やはり国と民たみが一番の大事ですから、この位をたとえ失ったとしてもよい方向に国が向かっていくよう進言するでしょう」

「伯龍殿ならそう答えると思っていた。しかし、我が国の場合は違ちがう。士台には国王より遥はるか遠くまで見えているはずなのだが国王を諫いさめることをせぬのだ」

「ということは、この夫役も士台殿が進んで行っていることなのですか」

　黎奉は、伯龍の問いに頷きながら、国の現状を語り続けた。

「士台は、『国王陛下は初代ゆえ、まずは権けん威いをゆるぎないものにし、国民や諸外国にそれを伝えましょう』と言い、宮人を増やし宮きゆう殿でんを増築する。『これだけ国土が増えたら逆に攻せめ込まれる恐おそれもありましょう』と、他国との国境に砦とりでを増築し、異民族対策に長城を築く。無能ではないのに、国を弱体化させる無益な政まつりごとばかり最近は行うのだ。昨日の発言からは、本心では国のためと思っておらぬが、国王の求めに応じていやいや行っているようにも思える。しかし、そこまで国王の機き嫌げんを取って、既すでに位人臣極きわめた士台に何の利があるのか、わからぬのだ」

「お父上のことを悪く言うようで、失礼ですが……」

　伯龍はいったん言いよどみながら、促うながす黎奉に、その言葉の先を口にした。

「そこまでして機嫌を取らねば、宰さい相しようとはいえ、罷ひ免めんされる恐れがあるという可能性はございませぬか」

「確かに。士台の姉は后きさきの位にあるとはいえ玄宝は太子ではないし、宰相の位とて盤ばん石じやくではないとも考えられる。ただ、父が寝込んでいる件、これが……」

　今度は、黎奉の方が言いかけた口をいったん噤つぐむ。周囲を見回してから──、と言っても馬車の中の話し声を、周囲の騎馬兵が聞き取れるはずもないのだが、再び言葉を紡つむいだ。

「実は、沮后殿に毒を盛られているのではないかとの噂うわさがあるのだ」

「毒……を？」

　紅蘭は驚おどろきのあまり声を上げそうになったが、慌あわてて自らの袖そでで口を塞ふさいだ。

「うむ、父はどうも長きにわたって毒を盛られ続けているようだと、そんな話を聞いておる。だとしたら、一番身近にいて寝しん食しよくを共にされることが多い后が疑わしいという話なのだが。一方で国王を亡なき者にしようとし、一方で国王の顔色を窺うかがうような内政を行うでは、どうにも行動に矛む盾じゆんがあるのではないかと」

「士台殿と王后陛下がたとえ姉弟きようだいであっても、必ずしもお味方同士であるとは限らないのかもしれませぬ。かつては志を同じくしたかもしれませんが、王后陛下はさらなる権力……たとえば……」

　再び言いにくそうに口を噤んだ伯龍を見て、黎奉は自ら伯龍の言いたかったことを口にする。

「たとえば、后は国王を弑しいし奉たてまつり、我が子、玄宝を国王に就つけ、弟すら排はい除じよしようと考えた……といったことか」

　伯龍は、いささか決まり悪そうに頷うなずいた。

「うむ、確かにな。そういったことも考えられるかもしれん。国王と宦官派の動きが予想しやすいのに比べ、王后・宰相派については頭の切れる者たちだけに、予測がつかぬのよ。正直、玄宝が花国に行ってあのようなことをしでかすとは思ってもみぬことであった……」

「それは、黎奉殿が平和を求めていらっしゃる方だから、彼らの行動が思いも寄らぬものなのではないですか？」

　紅蘭の言葉に、黎奉は嬉うれしそうに目を細めた。

「紅蘭殿にそのように評していただけるとは、有り難がたき幸せ。──さて、と、そろそろ目的の場所に着いたようだな」

　黎奉がそう言うと同時に、馬車も動きを止めた。
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　馬車の外には、小さな郷さとの風景が広がっている。

　紅蘭は、その鄙ひなびた風景に華安城に近い井南の郷を思い出した。

「ようこそいらっしゃいました。はじめまして、花国の公主殿でん下か」

　郷人たちが集まって紅蘭に叩こう頭とうする。

　井南の郷と大きく違うのは、並んでいる郷人たちが老人ばかりだということだ。女性は何人か見かけるが、男となると、見事に老人か子どもしかいない。これでは、子どもを増やすことも大変だろう。そして、子どもが増えないとなると、労働力が頭打ちになってしまう。

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつはいらないわ」

　紅蘭は、いつも井南の郷を訪おとずれるときのように気さくに応じた。郷人たちは驚いたように顔を上げる。

「これは驚きました。太子様と同じようなお方が他ほかにもいらっしゃるとは」

　そう声を上げた老人を、黎奉は紅蘭に紹しよう介かいした。

「この郷を束ねる里正である、徐じよ亮りよう。私の母、徐じよ夫ふ人じんの父親で、私の外祖父に当たる」

「まあ、そうなのね、はじめまして。よろしくお願いします」

「これはなんとも、人ひと柄がらのよさそうな公主様じゃないですか、太子様。いつ後宮にいらしてくださるのです？」

「残念ながら振ふられてしまったのだ。いまも何度も誘さそいをかけてはいるのだが……」

　黎奉は、祖父の言葉に決まり悪そうに頭を搔かく。

「そんなことよりも……残念ながら、これが我が国の現状である。農業暦れきを譲ゆずってもらったにもかかわらず、郷には老人ばかりで耕せる畑は少ない。若者は皆みな、どこかの砦か長城の夫役に取られてしまっている。人手が足りぬため荒れていく畑でも育てられないかとエンバクを播まいてみたのだ」

　黎奉の言葉に、民たちが荷車を押して来た。そこには、脱だつ穀こくする前の籾もみの付いたエンバクが布ぬの袋ぶくろに入れて載のせられていた。

「この郷の民たちと一いつ緒しよに昨日のエンバクを栽さい培ばいしたのですね」

「うむ。なにしろ、あのような惨さん状じようの畑が多いものでな……」

　黎奉が指し示す畑には、雑草が生おい茂しげって土も見えない。確かに、あれでは雑草を刈かり取るだけで一仕事だろう。

　紅蘭は、畑まで近寄ると、裾すそを軽くたくし上げしゃがみ込んだ。伯龍も、すぐそばに従い、隣となりで同じようにしゃがみ込む。

「やはり、この礼らい服ふくで畑に来るのは向かないわね」

　笑いながら、紅蘭は土を手に取った。

　紅蘭の予想通り、放置されていた畑の土は硬かたく、ミミズも見当たらない。この土では、雨が降ったとしても保水することができず、すぐに干ひ上あがってしまうだろう。雑草を刈り取り、土を柔やわらかくするために何度も耕してから肥料を加える必要があるが、この郷にそれだけの仕事をこなす人手があるようには見えない。

「エンバクは瘦やせた土地でも育つと聞き、雑草を刈り取っただけの荒れた畑に播いてみたのだ」

　黎奉の言葉に、紅蘭は今度は荷車に近付く。袋の中に手を伸のばし、エンバクの籾を手に取った。

「まあ、耕さずに生育したのですか」

「うむ」

　手の中の籾は、コムギをかなり細長く大きくした感じである。

「これはどこから入手されたのですか？」

　紅蘭の隣で、エンバクの籾を手の平で転がしていた伯龍が、黎奉に問いかける。

「実は、北方の長城に夫ぶ役えきで行っていた者が、北方で食べられている珍めずらしい穀物を見つけたと言って、その穂ほを郷まで送ってきたのだ。私は徐亮からそれを聞いて、籾を少し分けてもらい、王宮で植物に詳くわしい者に調べさせてみた。すると、北方の異民族が食べているエンバクという穀物で、寒さに強く瘦せた耕地でも育て易やすい品種だとわかった、と、こういう経けい緯いよ。とはいえ、いくら瘦せた土地で育てることが可能といえど、ここまで農村に人が少なくなってはな」

　溜ため息いきを吐つく黎奉を見つめながら、紅蘭は考えていた。

　農村には人がいない。

　一方で、働きたくても働く場のない者がいる。

「いるわ……」

「ん？」

　紅蘭の独り言のような呟つぶやきに、黎奉がどういうことかという眼まな差ざしを向ける。

「花国には、働きたくても働く場のない流る民みんや、賊ぞく……義賊たちがいるのです。啓徳は、花国だけではなく董国も縄なわ張ばりにしているようなことを言っていたし……。おそらく、董国内にも同じような立場や考えの民たみたちが探せばいるはずだわ」

　紅蘭は、先日再会した啓徳たち義賊の存在、そして、彼らは働ける場さえあれば盗ぬすみなどせず真っ当に働きたいと思っていることを黎奉に伝えた。

「彼らをいきなり王宮のような場で採用しようとしても難しいわ……でも、働き手のまったくいない郷だったら？　それでも、元の郷人たちからは距きよ離りを置いた方がいいのかしら。いっそ、啓徳たちのような者だけが耕せる場を作ってしまっては……、もうずっとほったらかしにされているような田畑があったら、それを耕した者の田とする、と定めてしまったらどうなのかしら。そうよ、そうすれば誰だれも困らないし、寝ねかしていた畑から租そ税ぜいを得られるわけで、国だってたいした手間もなく潤うるおうじゃない！」

　紅蘭の独り言を聞いていた伯龍は何も言わず、ただ笑えみを浮うかべながら見守り、頷いていた。

　このような紅蘭を初めて目まの当たりにした黎奉は、驚おどろいたように目を瞠みはって紅蘭を見つめている。

「紅蘭殿どのは、何ともすごいお人だな。なぜ、そのようなことを思いつけるのだ。これは、ますます我が後宮に迎むかえたくなった。私の隣で、その才知を我が国のため存分にふるってほしい」

　黎奉の言葉はどれひとつとして紅蘭の耳には届いていなかったが、伯龍だけはしっかりと聞いていたようで、静かに黎奉を睨にらみつけていた。

　黎奉は、伯龍の牽けん制せいに気付かぬふりをしながら、紅蘭へ語り続ける。

「しかし……、我が国の賊も、流民も、花国と同じように考えてくれていたらいいのだがな。実は、我が国では、ここ最近、あちこちの邑まちに国を批判する落書がなされておるのよ」

「落書？」

　黎奉の言に、紅蘭もようやく考えをいったん止め、会話へと戻もどって来る。

「そういえば、この郷でも……どこかの納な屋やに書かれていたはずだ」

「ああ、あそこの、栗くりの木の隣の納屋ですよ」

　郷人の一人が、指をさす。

「まだ、落書は残っているのかしら」

「はい、何しろ人手が足りませんから、落書もそのままです」

　郷人の答えを聞いて、紅蘭は頷うなずくより先に、納屋へと歩を進めた。







『君は無能なり

ただ徒いたずらに贅ぜいを尽つくし

夜、燭しよくを秉とりて花はな園ぞのに遊ぶ

君子すでに堕だ落らくせん

今まさに我われら立つべし

自らのためこの手でこの地を耕さん』

　納屋の外がい壁へきには、墨すみもまだ黒々と、落書がそのまま残されていた。

「どの落書も同じ内容だ。王の堕落と無能をあげつらい、代わりに自分たちが立つべきだと言う。王都から離はなれた邑では、小さな乱も既すでに起き始めている」

　紅蘭は、落書を前に呆ぼう然ぜんとしていた。

「今まさに我ら立つべし」。これは、革命を意図したものではないのか。

　確かに、天の神の意図とはずれたことを君主が行えば。君主が天命を失えば。

　革命を起こされても仕方がない。

　それが、天の理ことわりなのだ。

　董国王は、自らが下げ剋こく上じようを起こし、立った王である。

　つまり、天命を失った王をその手で滅ほろぼし、王となったのだ。王として立てたということは、いまは無能とされる董国王も、そのときには天の意に適かなっていたことの証あかしである。

　それでも、──その生しよう涯がいを閉じる前に、このように天命が尽きることもあるのだ。王の志が変われば、王は天命を失い、新たに天命を得た者に滅ぼされるしかない。本当に天命が失われたのかどうかは、革命が成功するか否いなかでわかることだ。

　幼い頃ころより父から教えられわかってはいたことである。しかし、天命の尽きようとする王権を初めて目の当たりにした紅蘭は、同じく王位を継つぐ者として、背筋が寒くなるのを感じていた。自分は、天の意に適うことができるのか、と。
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　咸宗の城壁が道の先に姿を現したとき、馬車が突とつ然ぜん、不自然に動きを止めた。

「どうした？」

　黎奉が、周囲を固める禁軍の兵たちに問う。

　伯龍が、城壁の外がい郭かくに立つ砦とりでのひとつを指さし、声を上げた。

「あれは……砦から煙けむりが上がっているのではないですか？」

　民家から上がる煮に炊たきの煙とは違ちがう。明らかに、何かもっと大きな物が燃えているに違いない黒こく煙えんが立ち昇のぼっている。

「私が見て参ります」

　玄宝は、そう言うなり馬に鞭むちを当てた。

　すぐに戻って来た玄宝は、五十人ほどの禁軍の騎き馬ば兵を引き連れている。

「咸宗の砦のひとつが、賊に襲おそわれました。例の、落書を掲かかげた賊徒たち……各地で乱を起こしている賊徒たちによるもののようです」

「なんと……」

　玄宝の報告を受けた黎奉は、いったん声を上げて唇くちびるを嚙かみしめた。しかし、黙だまったまま何か思案していたように見えたのもほんの数すう瞬しゆんのこと。すぐに我を取り戻したかと思うと毅き然ぜんとした態度で采さい配はいを取り始めた。

「わかった、私は砦の鎮ちん圧あつに向かおう。禁軍の兵たちは付いて参れ。紅蘭殿どのたちはいったん離り宮きゆうに避ひ難なんをお願いする」

「そう思いまして、新たな護衛のための兵を連れて参りました。兄上の馬もここに」

　玄宝はその隣となりに、乗り手のいない馬を連れている。

「玄宝、ありがたい。それでは、紅蘭殿……」

　言いかけた黎奉を、伯龍が遮さえぎった。

「どうか、我が国の大将軍、季雲をお連れ下さい。これでも多少なりとも役に立つはずです」

「それはありがたい。ご助勢いただけるか」

「はっ」

　季雲は、馬上のまま黎奉に拱きよう手しゆした。

「それでは、紅蘭殿、伯龍殿」

　馬上の人となり、紅蘭たちを振ふり返る黎奉に、紅蘭も声を掛かける。

「はい、どうかご武運を」

　頷いた黎奉は、玄宝、季雲、禁軍兵を率いて、城壁に向け駆かけ抜ぬけて行った。
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　執しつ務む室の中央に広げられた華大陸全体が見み渡わたせる地図。

　腕うで組ぐみをした黎奉は、顔を歪ゆがめながらその地図を見下ろしていた。

　地図の中心に、王都・咸宗。董国の版図の中、国境沿いの三つの城に赤字で×が記されていた。

　まずひとつは、北。異民族からの襲しゆう撃げきを遮る長城から一番近くに据すえられた北ほく野や。そして、東南。青国との国境近くの審しん昌しよう。さらに、西南。花国との国境沿いの臨陽。

　昨日、咸宗にて狼煙のろしを上げた叛はん徒とたちは、同時に国境沿いの城三つを手中に入れた。咸宗の砦襲しゆう撃げきに目を奪うばわれている間に、三城はいともたやすく叛徒たちの手に落ちた。

　本来、城しろ攻ぜめには城門を壊こわし城じよう壁へきを越こえるための攻こう城じよう兵器を要する。しかし、叛徒たちはこれらを使用しなかった。もとより、民たみたちの不満は董国全土に広がってはいたが、王都から離れれば離れるほど、その勢いは増す。国境に近い邑まちでは、その邑ゆう民みんのほとんどが叛徒たちと思いを同じくしていた。城の内ない郭かくの中も、いつしか叛徒たちで溢あふれていたということだ。どの城も、戦わずして内から門を開いた。

　黎奉は、そう報告を受けている。

「失礼いたします」

　一礼をして部屋へと入って来た士台は、憂うれいを帯びた声で窮きゆう状じようを嘆なげいた。

「ああ、まったく困りましたな」

「うむ」

　そう返事をしながらも、黎奉の心の内には、叛徒たちへの激しい怒いかりは湧わいてこない。

　王族であるなら、ここで机に拳こぶしを打ち付け、怒りを露あらわにせねばいけないところかもしれない。しかし、日頃から民たちの苦しみを目まの当たりにしている黎奉にとって、この顚てん末まつはさもありなんといったところだった。

　論客として招いた儒じゆ家かの毛仁が指し摘てきしていたように、時というものを疎おろそかにすれば民たちの暮らしは立ちゆかなくなる。ここ最近の度を越した夫ぶ役えきでは、農のう繁はん期きですら田畑に帰ることが叶かなわなかった民たちも多い。これでは納めるべき租そ税ぜいどころか、自分たちが食べるものすら収しゆう穫かくすることができなかっただろう。冬を目の前にして、怒りが爆ばく発はつしても仕方がないと言える。

「このようなことになってしまい、宴うたげを続行することは不可能。本来ならば、紅蘭殿には帰国いただくのが筋かと存じますが、花国に通じる道の途と上じように臨りん陽よう城じようがございます。賊徒に襲われる恐おそれもありますかと」

「ああ、これでは帰っていただく方が危険であろうな。乱が鎮圧されるまでの間は、離宮で待機いただくことになろう」

　黎奉は、紅蘭と再会することを密ひそかに楽しみにしていた。

　再会と言っても、以前、初めて会ったときはただ挨あい拶さつをしただけに等しいわけだから、きちんと対話をするのは今回が初めてとなる。

　農業と治水をその政まつりごとの中心に据え、まず民たちが飢うえずに幸せに暮らせることを信条とした君主になろうとしていることは、先の書簡のやりとりでわかっていた。今回、実際に会話をしてみて、それが民たちの人気を集めるためだけの詭き弁べんでも何でもなく、誠まことに自らがなすべき大義と信じて疑わずその道を進んでいる姿にあらためて好感を抱いだいた。

　昨日、深衣の裾すそが泥どろで汚よごれるのも構わず畑の土に触ふれる紅蘭を見て、黎奉は驚おどろきを隠かくせなかった。このような女性と会うのは、生まれて初めてのことだったのだ。女性とは、王宮の奥深くで着き飾かざり、楽器を弾ひき、男の気を引くことだけが楽しみな生き物だと、そう思っていた黎奉にとっては。

　そして、まるでその身体からだの一部のように自然に彼女を支える伯龍の姿に、羨うらやましさとねたましさを感じた。

「その才知を我が国のため存分にふるってほしい」とは言ったが、それは果たして本当に国のためなのか、自分のためなのか。ただ、このような女性に隣にいて欲しいと心から願ったことは確かだ。

「しかし、公主とはいえ、花国にとってはたった一人の王族。君主に等しき身。それを、叛乱が原因とはいえ、我が国に留め置くことは、花国もよくは思わぬのではないか」

　紅蘭に、できれば長く董国にとどまって欲しいと黎奉は願いはしたが、このような形での長なが逗とう留りゆうを願ったわけではなかった。

「そうですね、公主様に宰さい相しよう殿、大将軍殿だけが我が国に滞たい在ざいし続けるのはいかにも不自然ですし、我われらが無理やり董国に留め置いていると疑ってかかる輩やからもおりましょう。我が国のやり方に、反感を持つ者もいるやもしれませぬ。ですから、こうしたらいかがでしょう。花国にも、叛乱軍の鎮圧のため、援えん軍ぐんを出してもらうのです」

「援軍を？」

「はい。そして、臨陽の鎮圧に向かっていただく。そうすれば、〝宴の後、不自然に我が国に留め置かれる人ひと質じちのごとき公主〟ではなく、〝隣りん国ごくの危機に自ら遠えん征せい軍を率いて助勢に来た勇気溢れる公主〟となりましょう。臨陽はもともと花国の領土、咸宗から兵を出すより、華か安あんからの方がよほど近いですし」

「それはそうだが……」

「そして、青国との国境に近い審昌には、青国に援軍を出してもらうように運べばよろしいのではないか、と。日ひ頃ごろから、我が国が青国、花国の国境を脅おびやかしていたのが、こたびは功を奏すかもしれませぬ。我が国が国境沿いに大軍を派は遣けんするぐらいなら、自らの軍を割さいた方がましである、と、彼らはそう考えるかもしれませぬぞ」

　士台の言に、黎奉は舌を巻いた。黎奉も頭の働きがけして悪い方ではない。自分でもそう思ってはいたが、このような策を昨日の今日で出せる自信はなかった。

「そうすれば、我らは軍を三方に分ぶん割かつして出す必要がなくなります。もちろん、軍を率いて国境を越えさせるわけですから、青国、花国だけを鎮ちん圧あつへ当たらせるは危険です。我が軍からも精せい鋭えいを派遣し監かん視しする必要はありましょうが、我が国だけで当たるよりも多くの兵で鎮圧に当たることができます。いかがですかな？」

「万が一にも、我が国に牙きばをむくことはなかろうか」

「我が国と共に戦わせるのであれば、それはなかろうかと存じます。青国は、法家も手本に挙げたがる統制の取れた法治国家。もしそのような不届き者がいれば、青国軍内の規律で厳しく罰ばつせられるでしょう。一方の花国、紅蘭殿はあのお優やさしさ。自分たちから戦いくさを仕し掛かけるようなことは主義に反するとお考えではないでしょうか」

「うむ……そうであるな」

　常に民に寄って考える紅蘭が果たして民による叛乱の鎮圧に援軍を出してくれるかどうか。黎奉にはわからなかったが、いまのところ士台の案に代わるものは思い浮うかばない。同意するしかなかった。

「それと、こちらがこのたび賊ぞく徒とたちから送られて来ました声明文となります」

　黎奉は士台から受け取った竹簡を、地図の上に手早く広げた。

『君は無能なり

ただ徒いたずらに贅ぜいを尽つくし

夜、燭しよくを秉とりて花はな園ぞのに遊ぶ

君子すでに堕だ落らくせん

今まさに我ら立つべし

自らのためこの手でこの地を耕さん』

　見慣れた一文。例の落書と同じ文言が掲かかげられた後、さらに今回の乱に関する一文と、首しゆ謀ぼう者しやと思おぼしき人物の署名が付されていた。

『董国の君主、暴政暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くし

いままさにその天命尽きんとす

我ら、君主に代わりてこの地に立たん

ただ一人の君主は不要なり

我ら一人ひとりが等しく君主とならん

維い新しん党とう　賈真』

　その最後の一文を、士台の羽う扇せんが指し示す。

「この賈真という男。調べさせたところによると、元花国の貴族であるようです。青国はともかく、花国は援軍を出さざるを得ないでしょう」
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「まさか……啓徳が叛乱軍の首謀者だなんて……、そんなことあるはずがないわ！」

　黎奉から、急の書簡を受け取った紅蘭は、我が目を疑った。

　書簡のひとつは、董国から花国に援軍を頼たのむもの。もうひとつは、叛乱軍の首謀者から送られた声明文の写しだというのだが、そこに啓徳の姓せい名めいが記されていたのである。

　啓徳の本ほん懐かいを叶えるため、世の仕組みまで変えたいと考えていた紅蘭だ。同姓同名の別人であると信じたかった。

　しかし、黎奉の書簡には、「首謀者とされるのは臨陽辺りを根城とする義賊。元花国の貴族だと言う」と書かれている。

　書簡を捧ささげ持つ指が震ふるえる。

　紅蘭の様子に、伯龍が心配そうな表情を浮かべて歩み寄った。

「どうかされたのですか？」

「この間、話した……偶ぐう然ぜん、再会した幼なじみの啓徳が。今回の乱の首謀者だと言うの。真っ当に働きたいというから、世の中を変える約束をしたのに。自ら乱を起こして、無理やり世の中を変えようとするだなんて……、私のことを信じて待ってはくれなかったのかしら……」

「失礼、拝見してもよろしいですか」

　紅蘭から書簡を授さずかった伯龍は、素す早ばやくそれに目を走らせる。

「ふむ、その啓徳とやらが、最後に署名している叛乱軍の首領ですか。もしかすると姫ひめ様と再会する前から、董国と通じていたのかもしれません」

「まさか、そんなことが！」

　伯龍の言葉に、紅蘭は思わず語気を荒あららげる。

「姫様も、一昨日おとといの夜は董国の策略に警けい戒かいされていたはずです。一昨日の時点では、董国は何も仕掛けてはこなかった。異変が起きたのは、昨日からです。もちろん、叛乱は董国が起こしたわけではありません。しかし、我々が宴うたげに招待されてすぐに王都の砦とりでを襲しゆう撃げき、そして我々が帰る途上の臨陽を占せん拠きよ。あまりにもできすぎてはいませんか？　これが偶然とは、私にはとても思えませぬ。だいたい姫様が、その啓徳なる男に再会してすぐ、董国からの書簡が届いたのです。最初から、その男が董国と通じていたと考えてもおかしくはないでしょう」

「伯龍は、啓徳のことを知らないから、そのようなことが言えるのよ！」

　感情のまま反はん駁ばくした紅蘭に、伯龍は少し寂さびしそうな表情を浮かべた。

「そうですね、私は、姫様が幼い頃から花国にいたわけではありませんので……姫様や尚桜、季雲たちと違ちがってその賊徒に会ったことがありません」

「……ごめんなさい……、確かにいまの私は、啓徳に裏切られたという動どう揺ようで、我を失っているかもしれないわ。でも会えば、伯龍も啓徳が真まことを言っているとわかってくれると思ったの」

「会ったことのない私ですから、その男の言に惑まどわされることなく、真実を見み透すかすことができているという可能性もございますが。結局、その男がどうして賊になったのかという経けい緯いは、ご存じではないのでしょう？　本当に義賊であるかどうかも」

　啓徳は仔し細さいを語らなかったから、紅蘭がわかっている経緯は花国の公的な記録に書かれていたことのみ。臨陽が董国によって攻せめ落とされ、そこで啓徳の父が殺されたという事実だけである。確かに、その後どのようにして賊となったのかという経緯までは知らない。いや、現在のこともだ。いま、どのように義賊として動いているのか、仲間や手下が何人いるのか、啓徳のことをおよそ何も知らないのだ。啓徳の言葉を信じるばかりだった自分は、迂う闊かつだったと言えるだろう。

「啓徳に、どんなことがあって賊になったのか、詳くわしくはわからないわ。それでも、働きたいと言った啓徳の目が噓うそを吐ついていたとは思いたくないの……信じたいのよ。子どもの頃の啓徳はそんな人ではなかったはず……と」

「ただ普ふ通つうに生きている者であっても、大人になれば『子どもの頃とはまるで人が変わったようだ』と言われることがよくあります。ましてや、その者は賊に成りはてたのでしょう？　子どもの頃、どんなに正直者だったとしても、その性しよう根ねを保ったまま成長できているかどうか、定さだかではございますまい。心根が変わってしまうぐらいの経験をその者がしてきたという覚かく悟ごはしておくべきでしょう」

「そんな……」

「このようなことを申したくはありません。いまから申すのは、あくまでも一いつ般ぱん的なことではございますが、賊というのは言葉巧たくみに善良な民たみを惑わし、宝の在り処かを聞き出すこともございます。噓を吐くのは、賊にとっては他愛たわいもないことなのですよ。姫様がご存じでいらっしゃるのは、あくまでも幸せな大たい夫ふの子であった頃の啓徳殿どのでしょう。その後、どのような辛つらい目に遭あわれたかわかりませぬ。そして、生きて行くために子どもの頃の啓徳殿とは変わられてしまった可能性もあるのです」

「まさか、そんな……！」

　そんなことはない、と思わず反論しようとした紅蘭は、伯龍もまた、子どもの頃から慣れ親しんだ城を董国に焼かれ、郷里を離はなれざるを得ないという境きよう遇ぐうに置かれていたことを思い出した。花国に来たばかりの伯龍は、いまのように笑えみを浮かべることなどなかったし、まるで魂たましいのない人形のようだった。人として生きていくことを支える花国と花文王が存在してすら、まるで抜ぬけ殻がらのようになってしまったのだ。

　紅蘭は、子どもの頃ころの伯龍を知らない。魂の抜け殻のようだった伯龍といまの伯龍しか知らないのだ。伯龍が笑顔を見せるようになって、紅蘭は「元の伯龍に戻もどったに違いない」と思っていたが、そうとも限らない。伯龍とて、董国に国を滅ほろぼされるという経験によって、子どもの頃の人格を失ってしまった可能性がある。立ち直ったいまの伯龍は、また新たな人格であるとも考えられるではないか。

　ましてや伯龍のように支えもなく、子ども一人生きていくとなれば、人格が大きく変わってしまっても仕方がないというものだろう。

　戦せん禍かを経験した伯龍の言葉は、紅蘭には想像もつかない説得力を持っている。

　それでも、啓徳のことを信じたいというのは、勝手で虫の良すぎる願いなのだろうか。

「先日、再会されたときにも本心は語っていなかったのでしょう。しかし、彼の言をきっかけとして、姫様は誰だれでも働ける新しい花国の法を模も索さくされ始めたわけです。本当に働き口を探している流る民みんたちには、よい機会が作られることと思いますし、官かん吏り登用の幅はばが広がるであろうこともよいことだと思いますから、あながち騙だまされたというわけでもないでしょう。ここは頭を切り替かえて、この危機を乗り越こえられてはいかがですか」

　伯龍は紅蘭を責めるでもなく、ただ啓徳のことは忘れて職務を全まつとうせよと言ってくれている。それは非常にありがたいことだし、伯龍なりの気き遣づかいなのだと紅蘭にも理解できた。それでも、紅蘭の心のどこかに、啓徳に騙されたとは思いたくない気持ちが熾おき火びのように燻くすぶっている。

「私は、援えん軍ぐんを出さなければいけないのかしら」

「ええ、董国の国境の内で、董国の要求を突つっぱねることは危険かと存じます。しかも、叛はん徒との首領は元花国の貴族、我われらが援軍を出すが道理と誹そしられても仕方がないとも言えます」

「でも、啓徳の言っていることがたとえ噓だったとしても……その蜂ほう起きに従っている者の中には、董国で暮らしていくことが本当に辛くて、どうにもできなくて立ち上がった民もいるかもしれないわよね。いえ、きっといるわ。昨日、黎奉殿どののお母様の郷さとに連れて行ってもらってよくわかったわ。民たちは、きっと予想以上に苦しんでいる。そこに、私たちは刃やいばを向けねばならないと言うの？」

　こんな我が儘ままを、伯龍にぶつけても仕方がないということは、紅蘭自身にもわかっている。それでも、昂たかぶる気持ちを抑おさえることができなかった。

「ええ、姫様のお気持ちはよくわかります。これが花国の領土の内で起きたことであれば、賛同もいたしましょう。しかし、ここは董国の離り宮きゆう。いまの姫様は、董国によって質として捕とらわれているも同じなのです。昨日、黎奉殿が姫様と意見を異にされたらという質問をされましたが……、あのときの私の答えはほんの少し見み栄えをはっておりました」

「どういうこと？」

　問いかける紅蘭に、伯龍がその身を一歩近づける。秀でた眉まゆ、高い鼻び梁りようの下の熱を帯びた澄すんだ瞳ひとみが、ただまっすぐ紅蘭を見下ろしていた。

「私は、姫様のお命の安全を第一に考えております。姫様の御おん身みの安全のため、どうか援軍だけはお呼びくださいませ。要求を聞かぬ我が国に対し、董国が何をしてくるのか、予想もつきません。姫様がもしここで儚はかなくなられたら……私は耐たえられないでしょう」

「しかし……」

　伯龍が「お命の安全を第一」と言うのは、ただの家臣としての言ではないと、鈍どん感かんな紅蘭にもわかる。日常の中でなら、何より嬉うれしい言葉であったろう。しかし、援軍を呼び力のもとに従わせること以外に選ぶ道はないのだろうか。そう考え始めると、すぐに首しゆ肯こうすることができずにいた。

「結局、軍事力で叛乱を鎮ちん圧あつするということは、民の声を無理やり封ふうじるということよね……？　それ以外に道はないの？　私にはやはり、啓徳のことを信じてみたいという気持ちがあるの。ここで花国まで援軍を出したら、啓徳はいったいどう思うかしらって……」

「先ほどから『啓徳が、啓徳が』と、どうやら、姫様は私の言よりも啓徳の言の方が大事らしいですね。そして、私は啓徳ほどあなたに理解も信しん頼らいもされていないようだ。私は恥はずかしながら、民よりも何よりも、姫様……実はあなたのことが何より大事だと、申しましたのに」

　伯龍は、いつにも増して大きな溜ため息いきを吐いた。

　紅蘭を見下ろす瞳からは、先ほどの熱が失われている。

「私は、士台殿に呼ばれておりますため、咸かん宗そう城じようにいったん行って参ります。その間に、どうか董国の言う通り、援軍の準備を」
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　そう言って、伯龍は一歩下がりながら家臣としての礼を取るように、大げさに拱きよう手しゆした。

　さすがに我が儘が過ぎて、伯龍に呆あきれられてしまったかもしれない。

　紅蘭は、自分の言葉の浅はかさを悔くやんだが、口から零こぼれてしまった言葉を吞のみ込んでなかったことにすることはできなかった。
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　扉とびらが閉まる音を後ろで聞いた紅蘭は、しばらく職務に打ち込むことで伯龍のことを頭から追いやることにした。

　このままただぼうっとしていると、ああ言えばよかった、こうすればよかったと、いまさら考えても仕方のないことを繰くり返し考えてしまうだけだ。後で、冷静さを取り戻すことができたら、伯龍にはきちんと謝ればいい。

　伯龍のことよりも、いまは職務。

　そう気持ちを切り替えようとするのだが、紅蘭の頭に浮うかんでくるのは伯龍のことばかりだ。先ほどの伯龍の大きな溜息が、耳について離れない。

　目を閉じると、伯龍の苛いら立だちを含ふくんだ悲しげな表情が脳のう裏りに浮かんでは消えた。

　あの告白以来、お互たがいに職務を優先させるあまり、結局、以前と変わらない毎日ばかり過ごして来て、やっと伯龍があなたの命が大事と言ってくれたのに、それなのに、あんなふうに怒おこらせてさらに距きよ離りを広げてしまうだなんて。

　仲良くしたいと思っているのに、なぜわざわざ相手を怒らせるようなことばかり言ってしまうのか。自分でもよくわからなかった。

「尚桜だけ傍そばに。他ほかの者たちは、しばらく休んでくれていて構わないわ」

　なんとか気持ちを切り替えないと。そう思った紅蘭は、人ひと払ばらいすると尚桜に硯すずりと木簡を用意させた。

　硯の墨ぼく池ちに水をなみなみと満たし、墨すみをゆっくりと動かしていく。墨の動きに合わせるように、少しずつ気持ちが伯龍との言い争いから、こたびの乱へと切り替わっていった。

　紅蘭個人としては、まだ伯龍の言葉に納なつ得とくがいったとは言えず、積極的に援軍を出す気持ちにはなっていない。

　しかし、ここでもし援軍を出さない紅蘭に、董国が何か無体なことをしてきたとしたら。

　そして、万が一にも紅蘭の命が失われるようなことにでもなったら。

　紅蘭が最後の王族である花国は、消しよう滅めつしてしまうこととなるだろう。中には、伯龍を旗印に董国に挑いどみかかる者もいるかもしれないが、程なく蹂じゆう躙りんされてしまうはずだ。そして、国を失った者の末路は、啓徳たちとたいして変わらない道を辿たどることであろう。

　この小さな、紅蘭という命は、花国に生きる何百万という民たみたちの命を背負っているのだ。伯龍に大事だと言われなくとも、それは紅蘭自身も重々理解していた。

　民たちに刃を向けたくないというのは、紅蘭の信条であるが、民たちに刃を向けるか、それを選ばなかったがためにそれよりも数多くの民たちの命を奪うばうかとの二択たくとなったら。選ぶべき選せん択たく肢しは自おのずと決まってくる。

　落ち着いて考えれば、紅蘭にもわかっていたことだ。それでも、伯龍にいろいろと言い返したくなってしまったのは、甘えだろうか。それとも、啓徳を信じる自分を愚おろかだと考えている伯龍へのささやかなる反はん抗こうであろうか。

　筆を置き、疲つかれた目め頭がしらを揉もむ。

　ふと、目の端はしに人ひと影かげが動いた。窓に、見知らぬ人の気配がする。

　紅蘭の傍に控ひかえていた尚桜が音もなく立ち上がり、懐ふところから匕ひ首しゆを取り出した。紅蘭に近付く男に向かって、尚桜の爪つま先さきが素す早ばやく蹴けり上げられる。呻うめく男の手から、短たん剣けんが滑すべり落ちた。

「何者ですか？」

　誰すい何かする紅蘭に近付きながら、もう一人の男が答える。

「何者かと問われて、答える輩やからがいるかってんだよ」

　紅蘭を抱かかえようとした手を、尚桜の手刀が封じた。

「答えてくれたら……そうね、場合によっては、黙だまって付いていくかもしれないわ」

「そんな馬ば鹿かな話があるもんか。聞いたことがねぇ」

　男は尚桜に打たれた右手を庇かばいながら、またも紅蘭に摑つかみかかろうとする。

「馬鹿な話？　言ってみるのはただよ。それで私がおとなしく捕つかまるなら、あなたたちも仕事が楽になるのではなくて？」

　二人の男は、顔を見合わせた後、自らの正体をあっさりと打ち明けた。

「──維新党だ」

　維新党。啓徳の署名の前に書かれていた名である。

　では、この男たちに捕まれば、啓徳のもとに行くことができるのであろうか。

「尚桜、もう応戦しなくてもよいわ」

「姫ひめ様、何を!?」

「ただ、あなたたちにお願いがあるの。首領の、啓徳と話がしたいわ。啓徳のところに必ず連れて行ってちょうだい」
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「こ、紅蘭殿どのが何者かに連れ去られ、行方ゆくえ不明でいらっしゃいます」

　咸宗城から戻もどった伯龍は、侍じ者しやの報告を聞いて我が耳を疑った。

　そして、心の中で自らを激しく詰なじった。

　ここは、董国の手の平の上。それなのに、離り宮きゆうと咸宗城とは半刻ほどの距離だからと、気が緩ゆるみきっていたとしか思えない。手て練だれの尚桜が傍に付いているからとはいえ、なぜ紅蘭を一人にしてしまったのか。

　いや、啓徳のことばかり案じる紅蘭の言に激しい怒いかりを覚えたのは事実。それによって、冷静な判断ができなくなっていたのもまた事実。

　これでは宰さい相しようも失格だし、紅蘭の伴はん侶りよとしても失格だろう。

「誰だれに連れ去られたのだ、目もく撃げきした者はいないのか。だいたい、警備の者たちは何をしている。董国の警備兵も詰つめていただろう」

　紅蘭が連れ去られた後ろ姿を目撃したという花国から連れて来た侍女が、伯龍の前で跪ひざまずいた。

「申し訳ございません。先ほど、紅蘭様は勅ちよく書しよを作成されるため人払いされたのでございます」

「勅書を？」

　では、紅蘭はあの場では援えん軍ぐんを出すことに肯がえんぜぬと拒きよ否ひしたものの、国王代理として軍を動かす勅書を用意しようとしたということか。思案する伯龍に、侍女は木簡を掲かかげた。

「はい、姫様の机の上にこちらがございました」

　広げれば、確かに紅蘭の署名と印いん璽じのある援軍を董国に送る勅書であった。

「そのお人払いをされた間に、賊ぞくが忍しのび込んでいた模様で……ただ……」

「ただ？」

「不思議なことに悲鳴ひとつ上げられず……」

「気絶させられていたのか？」

「いえ、わかりませぬ。不ふ審しんな物音に、警備の兵が動いたときには、もう紅蘭様が連れ出されようとする、その後ろ姿が遥はるか遠くに見えただけで、間に合わなかったのです……いえ、これは言い訳に過ぎませぬ、まこと申し訳もございませぬ」

　悲鳴ひとつ上げず──紅蘭だけなら、まだ当て身で気絶させられていたとすれば納得がいく。しかし、尚桜はどうしたのか。

「尚桜は？」

「共に連れ去られたようにございます」

　これは、わざと連れ去られたのかもしれぬ、と伯龍は推察した。尚桜であれば、ある程度は応戦するのが普ふ通つうである。ここまで声も物音もしないというのは、尋じん常じようではない。

「それで、後ろ姿はどのような格好だった？」

「覆ふく面めんをした男たち二人でございました。顔はよくわかりませぬが、見たところ身のこなしは兵という感じではないものの、機き敏びんではあった、と」

　今後の戦略について軍議があると伯龍と季雲を咸宗城に呼び寄せた間の襲しゆう撃げき。董国がこの誘ゆう拐かいに一枚嚙かんでいることは間ま違ちがいないだろう。そして、紅蘭が自ら抵てい抗こうもせずに攫さらわれたとするなら、蜂ほう起きした維新党の一味による誘拐で、それをわかった上で連れ去られたと考えるべきだ。離宮とはいえ、禁軍も配備された王族の住まいである。董国の者が手引きしなければ、賊ごときが忍び込むのは難しい場所であるから、おそらく董国内、それも王宮に出入りできる者の中に内応者がいる。

　紅蘭、尚桜が自ら攫われたとするなら、相手は危害を加える気がないと考えたいところだが、安心はできない。

　紅蘭は、幼なじみがやむにやまれず蜂起したと考え、かなり同情して脇わきが甘くなっているようだが、賊は賊と警けい戒かいしておくべきだろう。

「季雲、いまどれぐらいの兵を姫様の捜そう索さくに割さける？」

「俺たちなら、自分の身は自分で守れる。とりあえず、半分ぐらいここに残してさえおけば、体てい裁さいは整えられるんじゃないのかい？　できるだけの兵をお姫さん捜索に割きたいってのが、本音だろうに」

　季雲が伯龍の心の内を見み透すかしたような返答をする。

「確かに。任せてもよいか」

「もちろん。戦いくさの前の準備運動がてら、兵たちには働いておいてもらいますよ。俺も、お姫さんを攫われていささか悔くやしいものでね」

　飄ひよう々ひようとした口ぶりだが、それでも仕事はきちんとこなす男だ。伯龍は、「頼たのんだ」と季雲に命を下した。

（次は、この勅書をすぐさま早馬で国に届け、早さつ急きゆうに援軍を董国に寄よ越こす必要がある。それと、子翠にもここまでの顚てん末まつを伝えておこう。悔しいが、彼ならば私と同じく姫様第一と考えるであろう。きっと援軍を率いて董国までやって来てくれるに違いない。誰が本当の敵かいまだわからぬこの事態、味方は一人でも多い方がいい）

　伯龍はいつの間にか、拳こぶしを強く握にぎりしめている。

　紅蘭の命が一番大切だと言いながら、なぜ賊にこうも易やす々やすと攫わせてしまったのか。紅蘭の性格を考えれば予想がついたことなのに、なぜもっと警戒しておかなかったのだろう。伯龍は、やり場のない激しい悔かい恨こんに、胸を焼かれるような思いを感じていた。

　本当なら、叛はん乱らんを治めることなど二の次で、紅蘭を助けるため一人敵てき陣じんに切り込んでいきたい。しかし、紅蘭不在のいま、花国を代表するのは宰相である自分しかいない。

　紅蘭救出の作戦を展開しつつ、叛乱軍とも対たい峙じせねばならないのだ。
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　馬車の中、紅蘭と尚桜は後ろ手に縛しばり上げられていた。

　自ら啓徳のところへ連れて行ってと言ったため、猿さる轡ぐつわは免めん除じよされた紅蘭たちだが、さすがに逃にげられては困るとの判断か、手足は縄なわできつく縛られている。

「姫様、苦しくはございませんか？」

　尚桜が、紅蘭を気き遣づかう。

「大だい丈じよう夫ぶよ。それよりも付き合わせてごめんなさい」

「いえ、そんなことはかまいませんが。どうして、わざわざ捕まるような真似まねをされたのです？」

　窓から忍び込んで来た敵に対し、応戦しようと即そく座ざに飛びかかった尚桜を、紅蘭は止めた。仔し細さいを知らない尚桜は、さぞかしこの顚末を不思議に思っていることだろう。

「董国で蜂起した維新党の首領が、啓徳だということになっているの」

「えっ、あの啓徳が!?」

　紅蘭の言葉に、尚桜は思わず声を上げる。

「おい、女、うるせぇぞ！」

　御ぎよ者しやをしていた男が、振ふり返りながら尚桜を怒ど鳴なった。尚桜は、首をすくめる。

「ね、信じられないでしょう」

「ええ……」

「何か、裏があるはずだわ。だから、直接乗り込んで、啓徳と話をしてみたかったの。そして、できれば他ほかの賊たちの話も聞きたいと思ったのよ」

　伯龍が、紅蘭の命が何よりも大事だと言ってくれたことは、正直嬉うれしかった。

　あの言葉は、告白以来、宰相としての態度を貫つらぬき、個人としての感情を表に出さなかった伯龍が、久しぶりに見せてくれた愛情なのだと信じたい。

　普通の姫ひめ君ぎみであれば、その伯龍の言葉に喜び、伯龍の言うことを黙だまって聞いて、援軍を呼び寄せ、ただおとなしくしていたことだろう。

　それなのに、なぜあそこまで啓徳の肩かたを持つようなことばかり言って、伯龍を怒おこらせてしまったのか。さらに、このようにわざと捕つかまるような真似までしてしまった。もう後あと戻もどりできないところまで来てしまっている。

　紅蘭とて、心の奥底では、このような勝手な行動ばかりして伯龍に嫌きらわれてしまうかもしれないという恐おそれは、常に抱いだいている。

「やれやれ、まったく姫様は」という小言ではもう済まないかもしれない、今度こそ本当に呆あきれられてしまうかもしれないという恐きよう怖ふは常に抱いているのだ。現に先ほどの伯龍は、かなり怒ってはいなかったか。

　それでも、女性としての感情は捨て置いてでも、ここで蜂起した民たみたちと接せつ触しよくしなければならないと紅蘭は考えた。彼らの話を聞かずに事を済ませてしまうことは、自身の主義に反すると感じたのだ。

　今後どんな新しい政策を取り入れるにしても、ここで啓徳の意見を聞いておきたい。

　これが花国を陥おとしいれるための何かの策で裏があるとしたら、そのことで真相に近づけることになろうし、本当に民による蜂起なのだとしても、それこそ彼らの声を聞くことはけして無む駄だにはならないはずだ。

　それは、民たちが革命を起こさねばならぬほど、困り切って上げている声だということなのだから。
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　紅蘭が連れ去られてから四日が経過した。

　董国では、紅蘭誘拐と同日の夕刻には、叛乱軍討とう伐ばつの軍が集められていた。討伐軍は、王都・咸宗から二十里ほどの原野に帷い幄あくを広げ、本陣と定めた。

　董国王が病に臥ふしているいま、形の上では太子である黎奉が討伐軍の盟主ということになっているが、実質は董国の宰さい相しようである士台が王に代わって討伐軍十万の兵を取りまとめている。

　叛乱軍は、占せん拠きよした北の北ほく野や城じよう、西の臨陽城、東の審しん昌しよう城じようを足がかりとして、中央の咸宗を目指していると考えられる。討伐軍が参集した翌日には、北、西、東の三城に向けて、各方面軍が派は遣けんされた。北野方面には、士台麾き下かの軍、玄宝麾下の軍を中心にいわゆる宰相派の将軍たちが向かった。戦せん端たんを開いた北野の戦線では、既すでに宰相派の討伐軍が大きな戦果を上げ始めたと言う。北野城はじめ三城を奪だつ取しゆしたといっても、戦で落とした城ではない。常つね日ひ頃ごろから練兵を積み重ねている正規軍に比べれば、叛乱軍は烏う合ごうの衆であったと軍議では報告された。

　一方で、はかばかしい戦果を上げられずにいるのが、臨陽城鎮ちん圧あつに当たった花国軍と黎奉麾下の軍、審昌城鎮圧に当たった青国軍である。

「我が花国軍に兵ひよう糧ろうがいまだ届いておらぬと、伝令が矢のような催さい促そくを繰くり返しているのです。これでは、兵の士気が下がるばかりか、飢うえてしまいます。いまはまだ小こ競ぜり合いしか起きていないから、何とかなってはおりますが、これでは時間の問題かと」

「青国軍も同じく、いまだ兵糧を受け取ってはおりません。伯龍殿どのの言う通りです。本格的な戦せん闘とうとなったときに、このままでは兵が力を出すことができません」

　兵糧が届かぬと報告を始めて三日。

　毎日のように士台に書簡を送って催促を続けたが、はかばかしい回答と対応が得られぬため、伯龍と仁叔が自ら本陣に戻り直じき訴そを行うことにした。しかし、士台から納なつ得とくのいく返答は得られない。

「兵糧につきましては、王都・咸宗を守る国王軍に一任しております。昨日も一昨日も報告を受け、陳ちん情じようを書簡にて報告申し上げたばかり。何かの手違いでしょう。いましばらく待ってはくれませぬか」

　煮にえ切らない士台の言に、首を振りながら伯龍たちは、幕の外へと退出した。

　さすがに食べ物がまったくないでは、戦うどころではないと、花国も青国もそれぞれ自国から食しよく糧りようを送らざるを得ない状じよう況きように陥おちいっていた。しかも、どちらの軍にも董国の軍勢が組み込まれている。花国の軍には、黎奉麾下の軍。青国の軍には、国王麾下の軍の一部。自分たちだけ腹を膨ふくらませ、董国の軍を飢えさせるわけにはいかぬから、それらの軍の兵糧までも、花国と青国が賄まかなわねばならなかった。

　花国では、臨陽に近い国境沿いの邑まちから、取り急ぎ食糧を送らせてはいるものの、これが長く続けば確実に国庫を圧あつ迫ぱくする。

　伯龍も紅蘭同様、義ぎ賊ぞくだという啓徳が自らの意で今回の叛乱を起こしたとは思っていないが、それは紅蘭とは違ちがって啓徳を信じているがゆえではなく、この叛乱によって董国が利を得ることがあるのではないかと考えるゆえである。

　この兵糧の件もそうだ。

　このまま、董国軍がのらりくらりと兵糧のことなど知らぬ存ぜぬという態度をとり続けていれば、花国も青国も自国の蓄たくわえから兵糧を送らなければならない。董国としては、叛乱も抑おさえられ、隣りん国ごくの国力も削けずることができ、一石二鳥なのである。

（この叛乱、ただの叛乱ではない。何かがおかしい……）

　伯龍の疑念は、既に確信へと変わろうとしていた。




[image: ]




　その日の夜遅おそく、江国から援えん軍ぐんとして子翠が一万の兵を連れて着ちやく陣じんした。

「お久しぶりにございます、子翠殿」

「遠いところ、わざわざご足労感謝する、子翠殿」

　迎むかえに出た伯龍と仁叔に子翠が駆かけ寄る。

「ああ、江国は遠いもので、すっかり着陣が遅くなってしまった……皆みなより三日遅おくれかな」

　再会の挨あい拶さつを返しながら、子翠は伯龍を前にすると、突とつ然ぜん、腰こしの刀を鞘さやから抜ぬいた。上段の構えから、そのまま伯龍にまっすぐ刀を振り下ろそうとする。

「何をなさるか、子翠殿」

　あわやというところで、仁叔の抜いた刀が子翠の攻こう撃げきを受け止めた。

「止めないでくれるか、仁叔殿」

　それでも、子翠は刀を鞘に収めようとはしない。

「俺は、怒ってるんですよ、伯龍殿。おたくなら紅蘭殿を任せられると、俺は素す直なおに身を引いたというのに。紅蘭殿といまだご結けつ婚こんされていないばかりか、いまや紅蘭殿の行方ゆくえもわからぬと言う」

「行方は、いま季雲の手の者たちに探させています。姫ひめ様のことだから、大方、維新党の懐ふところに潜もぐり込んだのだとは思います……。もちろん、姫様の捜そう索さくに全力を注ぎたいところですが、あいにくいまは討伐軍としても動かねばならず……」

「だから、どうして維新党の懐になぞ。なぜ、みすみすそのような危ないことをさせるのですか！　おたくが、紅蘭殿の手た綱づなをしっかりと握にぎってさえおられれば、このような事態にはなっていなかったはず……いえ、あの紅蘭殿がおとなしく宮きゆう殿でんの奥深くにかしこまっていらっしゃるとは俺も思いませんよ。でも、でも、伯龍殿なら何とかできたはずではないか、伯龍殿なら危険な目には遭あわせないでいてくれるのではないか、と。そう思ったから、俺は……っ！」

　子翠の刀が空を斬きった。

　伯龍が一歩退き、その鼻先を反り返った剣けん先さきが掠かすめる。

（子翠殿が怒るのも仕方がない。確かに……あのときの自分は、姫様との些さ細さいな行き違いから我われを失っていた。あのとき、もっと冷静に自分が対処できていれば）

　子翠の刀を躱かわす伯龍の脳のう裏りに、何度も繰り返し考えた後こう悔かいが再び浮ふ上じようした。

「子翠殿、ええ、私もあのときの……みすみす誘ゆう拐かいさせてしまったときの自分を斬りたい思いでいっぱいです」

　頭を下げようとした伯龍の、その鼻先をまたも子翠の刀が襲おそった。

「ああ、このままじゃ、本当に伯龍殿を斬ってしまいそうだ。と言っても、着陣していきなり味方の命を奪うばうっていうのも寝ね覚ざめが悪い」
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　子翠は、鍔つばを鳴らしながら刀を鞘に収める。

　と、すぐさま斜ななめ後ろに立つ副官の槍やりを、子翠は前を向いたまま奪った。槍の穂ほ先さきを自らの側に向け、その逆側の槍そう杆かんの先で伯龍の胴どうを突つき上げた。槍杆が、伯龍の鎧よろいに深々と沈しずむ。

「ぐっ」

　一声呻うめくと、伯龍は膝ひざを突いた。

「伯龍殿！」

　仁叔が、伯龍に手を貸そうと駆け寄った。

「謝りませんよ。これぐらいは許してもらえませんかね。では、俺は董国の宰さい相しよう殿のもとに着陣の挨拶に行って来ますよ」

　槍を部下に返しながら、子翠は士台の帷い幄あくへと歩を進めた。







「士台殿と対面してみてどうであった、子翠殿？」

　酒しゆ瓶びんを片手に、伯龍の陣幕へと入って来た子翠に、仁叔は尋たずねた。

「食えないお人だというのが第一印象といったところだね。伯龍殿同様、頭のよさそうな御ご仁じんだなとは思う。しかし、やはり玄宝殿の叔父おじ君。何というか、何を考えているのか見せない底知れなさがあるお方だ」

　言いながら、伯龍の横に腰を下ろした子翠は、先ほど激しくやりあったことなど夢ゆめ幻まぼろしであったかのように、伯龍の杯さかずきに酒を満たした。続けて、仁叔の杯、自らの杯に酒を注ぐと、「乾かん杯ぱい」と言って、杯を乾ほす。

「それにしても、兵ひよう糧ろうが届かないとはね。花国軍、青国軍に兵糧が届かないことで得をするのはいったい誰だれだい？」

「まず、損をするのは、我ら花国、そして青国であるのは間違いないでしょう。何しろ、いまのところ、兵糧を負担しているのは、我々の国なのですから」

　伯龍も、先ほどのことは気にしないといった態度で、子翠の注いだ酒を乾す。

「では、国境を接する花国、青国の国力を削そぐことが、董国の狙ねらいかな？」

　子翠の問いに、仁叔が首を捻ひねった。

「それだけのために、このように手の込んだ回りくどいことをするであろうか。国力を削ぐだけが目的なら、いままで通り普ふ通つうに戦いくさを仕し掛かければよいのではないかと思うが」

「でも、戦をするには兵糧も兵も必要ではないか」

「それは当たり前でしょう、子翠殿」

「当たり前だが、現にいま、花国と青国の国境沿いでは、おたくらの国の兵糧で董国は戦をするというあり得ないことをしているんでしょうに」

「あ……」

　確かに、してやられたという顔を仁叔は見せる。

「だから、北野城に展開している戦線は、完全なはったりかもしれない。おたくらの誰も、北野戦線を見てはいないのでしょう？　ならば、その維新党と董国軍とで口裏合わせて、戦をしてるってことにしときゃあいい。北野城に布陣している軍が、玄宝軍、士台軍が中心だっていうのも怪あやしいねぇ」

「しかし、玄宝殿どのはあの一件以来、反省しているようだと黎奉殿が……」

　反はん駁ばくしようとする伯龍の言葉を、子翠が遮さえぎった。

「甘いね、素直過ぎるね、伯龍殿は。その黎奉殿もいままんまと騙だまされているから、兵糧を送ってもらえないのと違ちがうかい？」

「あ……」

　確かに、黎奉と玄宝が完全に和解し、董国が一枚岩であるならば、このようなことが起きるはずがない。この乱が起きる直前に、黎奉は宴うたげに関して何が企たくらまれているのか何もわかっていないようだったが、それは黎奉の与あずかり知らぬところで、陰いん謀ぼうが計画されていたからではなかったのか。

　董国が、黎奉の後宮に紅蘭を望んでいたこと。黎奉が、再三、自らの後宮に紅蘭を寄よ越こすようにと望んでいたこと。これをもって、董国の権力は黎奉が掌しよう握あくしていると考えるのは危険である。黎奉自らが語っていたように、董国の派は閥ばつは三つに分かれている。対外的には、太子という身分を持つ黎奉が、王位に一番近いように見える。しかし、そのようなものは一いつ瞬しゆんでひっくり返せるものであることは、董国の歴史が物語っている。何しろ、一いつ介かいの家臣でしかなかった現董国王が下げ剋こく上じようによってこの国を奪だつ取しゆせしめたのだから。

　もし、紅蘭を招いた者が黎奉ではなく、その者が、紅蘭を手に入れることで伝説のように華大陸の天下を治めることができると信じているのだとしたら。たとえば、最初は不自然でないように太子であり年ねん齢れいもふさわしい黎奉の後宮に紅蘭を迎むかえておく。後に、その者が董国内での権力を盤ばん石じやくとしたなら、そこで自らの後宮に紅蘭の住まいをすげ替かえればよいだけである。

　少なくとも黎奉は、そういった伝説や策略とは別のところで、紅蘭に惹ひかれ、自らの後宮に迎えたいと考えていたように伯龍には思えた。彼なら、このような回りくどい真似まねはせず、これまでと変わらずただ書簡を送ってくるより他ほかのことはしなかっただろうとも思う。だからこそ、その素す直なおで純じゆん粋すいな気持ちに、より警けい戒かいした方がよいと考えたのだ。

　だとしたら、今回の策略を張り巡めぐらし、紅蘭を董国に招き入れた人物はいったい誰なのか。

「董国王は、毒を盛られている可能性が高いのですよね？」

　仁叔が、あらためて確かく認にんするように伯龍に問う。

「黎奉はそう言っていました」

「董国は、国王・宦かん官がん派に、太子黎奉派、それに宰相・王后派の三派閥ですね？」

　伯龍は頷うなずく。

「だとしたら、いま分が悪いのは、毒を盛られている国王・宦官派。そして、兵糧を止められてたいした活かつ躍やくもできずにいる黎奉派……」

　仁叔が、話を整理する。

「これは子翠殿が推理するように、我が国と青国の国力を削ぐことだけを目的とした戦ではないかもしれませんね」

　伯龍の言葉に、その意図を察した仁叔、子翠も青ざめた。

「そうだね……いま、快かい進しん撃げきを続けているのは、どこの軍だと言ったっけ？」

「玄宝殿の軍と、士台殿の軍です」

　伯龍は即そく座ざに答える。あらためて考えるまでもない。宰相・王后派の独り勝ちとも言える展開なのである。

「玄宝殿は、過日、花国を侵しん略りやくしたとき、自らが王になると、そう言っていたのですよね？」

　そう伯龍に問う仁叔は、そのとき援えん軍ぐんを率いて花国を助けに来てくれた救世主である。

「この戦で、黎奉殿はまったく活躍できず、玄宝殿が大いに活躍を見せれば、太子の位も手にすることができるのではないですか？」

「いや、それだけじゃない、国王が毒を盛られて命が危あやういとなれば……」

　仁叔、子翠の推理に、伯龍が後を継ついだ。

「国王がこのまま毒で命を落とし、玄宝殿が即位。士台殿は外がい戚せきとして、宰相としての位は盤石。……ということですか。確かに」

　そういえば黎奉は、士台が国力を削ぐ内政ばかり行うことが理解できないと言っていた。しかし、士台は意図して、そのような内政を行っているのかもしれないのだ。確かに、宮きゆう殿でんや砦とりでの無む駄だな増築は、国力を削ぐ。そして、そのような政まつりごとを行う王は、無能な王だと誹そしりを受けないだろうか。そのように無能な王より新たによりよい王が立って欲しいという世論を作るお膳ぜん立だてを士台は行っていたのかもしれないのだ。そして、いま叛はん乱らんを治めるのに太子よりも大活躍している公子というのは、無能な王を押しのけて王位に就つくのにふさわしい。何しろ無能な王は、兵糧すら満足に送ることができないのだ。もしかすると、兵糧を送ってもらえない息子むすこ、つまりは黎奉から恨うらまれる可能性すらある。そういった筋書きを演出しているのかもしれない。

　敵は、こちらが考えている以上に、巧こう妙みように策を講じている可能性がある、と伯龍は思案する。

「先ほど、子翠殿は北野戦線は完全なはったりかもしれないとおっしゃいましたが」

「ああ、言ったね。俺は普ふ段だんから、兆江の河か賊ぞくたちと戦ってる。賊のやり口ってぇのには、慣れてるんでね。素直な伯龍殿のようには騙されないよ」

「玄宝殿、士台殿が快進撃を繰くり広げる戦が行われていると口裏を合わせているだけで戦自体が行われていない……、つまり宰相・王后派は何も失っていない可能性があるわけですよね。そう言われてみれば、臨陽の賊徒たちの動きもおかしいやもしれません。王都を目指して進撃するでもなく、日々、小こ競ぜり合いに等しい攻こう撃げきを我が軍に仕掛けてくるのみ。もちろん、我われらの方も大規模な攻撃を仕掛けられないということもありますが、ただ時を稼かせいでいるだけのような……。やはり、この戦、いささかおかしい。私は、明日にはまた臨陽の陣じんに戻もどります。そして、黎奉殿に、急ぎこの推理を献けん策さくして参ります」

　伯龍の言葉を受け、そうした方がいいとばかりに仁叔と子翠は頷いた。







　翌日、黎奉に昨夜の推理を献策した伯龍が自らの帷い幄あくに戻ると、季雲が待っていた。

「お姫ひめさんの居場所、わかりましたよ。さて、どうやって潜もぐり込み奪だつ還かんするか、考えましょうや」
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　さて、時は紅蘭が囚とらわれの身となったところまで巻き戻る。

　どこかの城へと連れて行かれた紅蘭は、後ろ手に縛しばられたまま、その城の広間に転がされた。

　長時間、縛られたまま馬車に揺ゆられ、さらに寒い中冷たい床ゆかの上に転がされ、紅蘭の体力はかなり消しよう耗もうしてはいたが、

「約束は守ってちょうだい。早く、首領の啓徳をここに連れて来てよ」

　と、賊徒たちに命じる意気はまだ残していた。

　程ほどなくして広間に姿を見せた啓徳は、紅蘭の姿をその目にするなり、紅蘭を捕ほ縛ばくした賊徒を怒ど鳴なり散らす。

「おまえが、このお方をここに連れて来たのか！　何をやってるんだ！」

「へ？」

「ほどけ。縄なわをほどいて差し上げろ！　っていうか、なんでこのお方を捕つかまえるなんてことを……紅蘭殿は、我々のことを考え、我々が働けるよう世の中を変えてくださると約束してくれたお人なんだ！」

「す、すみません、俺たちは、ただいつものあのお人に言われて……」

　首領の剣けん幕まくに、賊徒は飛び上がるように紅蘭のところまで走り寄ると、言い訳をしながらも急いでその縄をほどいた。

「知らなかったとはいえこのようなことをして申し訳なかった」

　啓徳は、恐きよう縮しゆくしたように跪ひざまずき、紅蘭の前に平へい伏ふくした。

　伯龍は、賊なんてものは平気で噓うそを吐つくと言っていたけれど、この土下座が演技だとはとても思えなかった。

「頭を上げてちょうだい。いったい、何がどうなっているの？　いまあなたが言った通り、私はあなたたちが働ける場を作るためにいろいろと動き始めていたの。それなのに、このような乱を起こすだなんて……。啓徳がいったい何をしたいのか、どこを目指しているのかわからなくて、とても驚おどろいているの。何のために叛乱を起こしたのか、それをあなたの口から直接説明して欲しくて私はわざと捕まったのよ」

　紅蘭は、聞きたかったことを一気にまくしたてたが、啓徳は首をすくめ両手を広げる。

「俺にも何がどうなってるのか、わかんねぇよ」

「は？　啓徳にもわからないって……それは、どういうことなの？　だって、首しゆ謀ぼう者しやとして、あなたの名前が署名されていたわよ！」

「でも、本当なんだ、いくら董国に父母を殺されたからって、叛乱まで起こし王位を乗っ取ろうだなんて、考えたこともねぇ。俺が起こそうと思って、始めたわけじゃないんだ。気付いたら、勝手に、叛乱の首謀者として祭り上げられてただけなんだよ」

　啓徳は、身み振ぶり手振りをまじえながら、紅蘭の前で必死に俺じゃないと言い訳をする。

　伯龍なら、この必死の弁明も信じるなと言うのだろうか。紅蘭は、啓徳の言うことを信じたいと思っていた。







「ここだとだだっ広くて身体からだが冷えるだろう、場所を変えよう」

　啓徳はそう言って、紅蘭と尚桜を別の小さな房へやへと連れて行った。おそらく、この城に勤めていた者が使用していた房なのだろう。簡素な寝しん台だいがひとつ、房の隅すみには机と椅い子すが置かれている。

　手下たちに料理を運ばせた啓徳は、紅蘭たちに食事をすすめた。豚ぶたと野菜が煮に込こまれた羹あつものに、黍きびを蒸むしたものだ。紅蘭は特に空腹だったわけではないが、尚桜が箸はしを付けられるよう、羹を一ひと匙さじ掬すくうと口に運んだ。

「それで、さっきの話の続きだけれど。乱の首謀者じゃないとは、どういうことなの？　この城だって、啓徳たちが戦って奪うばったものなのでしょう？」

「いや、戦ってなどいないさ」

「戦わないで城が手に入るわけないじゃない……っていうか、ここはいったいどこなの？」

「臨陽だよ。俺が住んでた頃ころは、もっと簡素な造りの屋や敷しきだったんだが。董国が手に入れてから、濠ほりも外がい壁へきも補強して、随ずい分ぶんと立派な城に作り直したらしい」

　そう言って、啓徳も蒸した黍に箸を伸のばした。

　何でもないことのように飄ひよう々ひようと語ってはいるが、かつて父母の命を奪われた場所だ。何でもないわけがない。もともと自分の住んでいた臨陽だから、董国の手から取り返したということだろうか。

「臨陽を、取り返したかったの？」

「いや、臨陽に入ったのもたまたまだ」

「たまたまってどういうことなの？　たまたまで城を乗っ取ることができるわけないじゃない」

「本当に俺だって、訳がわからないんだ。しばらく前から、董国の人物が俺たちに接せつ触しよくしてきた。これは確かだ。うちの手下に接触してきて、『言う通りにしてくれたら、事が成った暁あかつきには、董国でそれなりの職を与あたえる』と約束してくれたそうだ。そして、俺はたまたま字が書けるもんだから……、董国内に王の政を憂うれえる落書を書くようにと言われたんだ。もちろん、そのときには俺の名前が表に出るだなんて説明は受けちゃいねぇ。ただ金品は渡わたしてくれたから、ちょっとした臨時収入の仕事と思って書いてたってだけだ」

　紅蘭は、黎奉の母の郷さとで見た落書を思い出す。

「じゃあ、あれは……あの『君は無能なり』で始まるあの文章は、啓徳が考えて書いたものなの？」

「ああ、王を批判した文を適当に作ってあちこちの壁かべに書いて回った。もちろん全部俺が書いて回ったわけじゃない。多少なりとも字が書けるヤツらに手伝ってもらった。書写の仕事みたいなもんだと思ってやってたら、次の仕事だ、また手伝ってくれと言われた。今度は指定した城に手勢を連れて入れという指示だ。それが、ここ、臨陽さ」

「では、戦って奪ったわけではないの……？」

「もちろん。俺たちは、誰だれ一人として殺しちゃいねぇ。入ってみたら、この城はもぬけの殻からさ」

「でも、少し前から董国内では、民たみたちによる叛はん乱らんが起きていたと聞いたわ……、実際に咸宗の砦とりでだって襲おそったんでしょう？」

「だから、それも演技だ。金子を貰もらって、暴れてるふりしてるだけだ。こっちも本気で兵たちを襲わねぇし、向こうだって上に言い含ふくめられてるのか、本気で攻撃なんてしてこない。要は、国中に『叛乱が起きているらしい』って噂うわさが広まればいいんだろうさ」

「民たちはどうしたの？　ここの外がい郭かくの邑まちには、もともと住んでいた民たちがいるでしょう？」

「戦ってないんだから、民だってもちろん無傷さ。民たちは何も訳がわからないまま、この城の邑に置いてきぼりになってる。宮城に住んでいた城主たちだけが去り、邑の方はそのままだ。そして、翌日になったら、俺は維新党とかいう叛乱軍の首領に祭り上げられてた。俺たちははめられたんだ。他ほかにも俺たち同様、使われた義ぎ賊ぞくたちが北野城と審昌城に入った。ただ、あの檄げき文ぶんを考えたのは俺だから、俺一人が首謀者ってことになってるだけだ」

　国中に溢あふれていた王と政まつりごとを誹そしる落書。それに続いて城が落とされたと聞けば、誰もがその者たちによる叛乱だと信じる。まさか、その城が無血開城されていたなど、思いも寄らぬことだ。そのようなことをして、董国の側に利など何もないと普ふ通つうは考えるからだ。

「何のために、董国はそんなことをしたのかしら。啓徳の部下たちに、今回の話を持ってきたのは、いったい董国の誰なの？」

「俺もすっかり騙だまされちまったから、これも本当かどうかはわからねぇが。手下に話を持ちかけたのは、董国の宰さい相しよう様だって話だ」

「董国の宰相！」

　紅蘭は思わず大きな声を上げる。

「沮宰相様は、現在の王の政を嘆なげいていらっしゃる、その王を斃たおし民が住みよい世を作るために、おまえたちの力を貸して欲しいと仰おおせだ、と。こう、宰相様の代理ってヤツは言ったらしい。俺の手下はすっかりその言葉を信じちまって……まあ、俺も本当だったらいいなと思って、その話に乗っかってみたのよ」

　紅蘭は、宴うたげの夜のことを思い出す。董国の宰相、士台は、他国への侵しん略りやくを続ける王の所行を嘆いていた。では、あれは本心から出た愚ぐ痴ちだったというのか。そして、既すでに革命の準備を行っていた、と。

「しかし、これから先も血が流れずに済むとは限らないわ。現に、宰相殿どのは我われ々われ花国に、今回の叛乱を討とう伐ばつする援えん軍ぐんを要求しているのよ。ということは、宰相の士台殿もいずれ討伐に乗り出すということでしょう？　戦いくさになるわ。そして、啓徳は革命の首謀者ってことで、捕まってしまうわよ！」

「宰相様は、我々を攻せめるふりをなさるそうだ」

「攻めるふり？」

「ああ。宰相様の軍は、異民族の住む地に近い北野城の討伐に出る算段になっていると言うが、北野城を攻めるふりだけして、実際には戦を行わない、と。北野城に入った義賊たちには、そう知らせが来たそうだ。表向きは、宰相様たちの軍がこの乱を収束させるのに大だい活かつ躍やくしたと見せ、乱が収束した後、王に代わって宰相様が権力を掌しよう握あくする。そして、俺たちのための世の中を作ってくださるという筋書きなんだそうだ。宰相様の軍がいない、臨陽の方までその話が伝わってるかどうかは、いささか不安なんだが」

　紅蘭は、啓徳の話を聞きながら士台の顔を思い浮うかべていた。

　もし啓徳の言うように、士台が民にとって住みよい世を作ろうとしているのだとしたら。世の理ことわりを大きく変えてでも、民のための世を作りたいと考える紅蘭とは、目指す道は同じということなのだろうか。

　確かに、いまの董国王は暗君だ。これだけの策を思いつく知力を持つ士台が、民のための政を行った方が、董国の民にとっては幸せなことかもしれない。そうすれば無む駄だな夫ぶ役えきも減ることだろう。

　王を斃してもまさか宰相が王位に就つくわけではないだろうから、おそらく太子の黎奉が即そく位いすると思われる。荒あれ果てた田畑を嘆く黎奉なら、董国を民のための国として立て直してくれるかもしれない、と紅蘭は考えていた。

「叛乱に関しては、すべてはったりでしかない。でも、檄文に書いたこと全部が噓うそっぱちってわけじゃねぇ。俺には、叛乱を起こすつもりはなかったが、この話に乗りたいと思った手下たちの気持ちも、痛いほどわかるよ」

　思案を続ける紅蘭に、啓徳は言う。

「この前会ったときには話さなかったけど、俺の昔話を語ってもいいか。まあ、たいして面おも白しろい話でもないが……」

　杯さかずきに手て酌じやくで酒を注ぎながら、啓徳はぽつりぽつりと身の上話を語り始めた。
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　あれは、啓徳──阿虎がもうすぐ七歳になるという年のことだった。

　阿雛から貰った大切なお守りの玉を握にぎりしめて床とこに横になっていた阿虎のもとに、乳母うばが叫さけびながら駆かけ寄って来る。

「坊ぼつちゃま、早くお逃にげくださいませ！」

　臨陽の邑が燃えていた。

　邑の城壁の外側をぐるりと囲む田畑のあちこちからもたくさんの火の手が上がり、蒼そう天てんを夕焼け空のように赤く染めていた。焰ほのおは巨きよ大だいな生き物のように揺ゆらめきながら、次々と収しゆう穫かくされたばかりの稲いねを吞のみ込んでいった。

　賈家が領地として賜たまわっている臨陽は、花国の中でも最北東にあった。董国と花国との国境沿いに位置する臨陽の邑は、これまでもたびたび董国に蹂じゆう躙りんされた。

　花国の領地を少しでも切り取っておきたい董国にとって、臨陽の邑は格好の地である。董国の兵たちは、たびたび訪おとずれると臨陽の田畑を焼き払はらい、男たちの命を奪うばい、女たちを連れ去った。生き残った民たちも、田が焼けてしまっては租そ税ぜいを納めることができない。土地を追われ、どこかへと去って行った。

　租税を納められないのは、大たい夫ふである賈家にとっても同じことだった。花国の王は、平和を尊び、寛かん大だいで慈じ悲ひ深ぶかい。そのため、阿虎の父はその任を解かれずにいたが、他国であれば貴族の末席に連なっていることはできなかったろう。

　それでも、たび重なる董国の襲しゆう撃げきは、臨陽の、邑としての力を確実に奪っていった。

　民の流出を防げない臨陽にとって、董国の侵入に耐たえ得るだけの自警の兵を調ととのえる余力は既になかった。そして、もとより軍備に国庫の予算をあまり割さかない花国に、董国に対たい抗こうし得る軍事力はなかった。もちろん、温情溢れた花国王とて臨陽を見捨てはしない。援軍を出したのだが、微び々びたる軍では焼け石に水だったのだ。

　その日、董国の軍は大した戦もせぬうちに、臨陽の城じよう壁へきを越こえた。







　ごうごうと燃えさかる館やかたの中。乳母の背に負われた阿虎は、最さい奥おうの正せい房ぼうに進んだ。時折、大きな音を立てながら梁はりが燃え落ちる。阿虎が広間に入ろうとしたとき、それより一歩早く、武具の音も騒そう々ぞうしく、董国の兵たちが広間へとなだれ込んで来た。先に広間にいた母が、目顔で乳母に訴うつたえた。

　乳母が阿虎の瞳ひとみを塞ふさぐ。おかげで、阿虎は目にしなくて済んだ。やって来た将の槍やりの先に掲かかげられていたよく見知った顔を。それは、阿虎の父の首だった。

　母の強い眼まな差ざしは、阿虎の背後の廊ろうへと向けられている。

　乳母は静かに頷うなずくと、きびすを返した。

「麗うるわしい奥方だな、今日から俺の妾めかけにできるかと思うと嬉うれしくて笑いが止まらないね」

「ではその笑い、止めて差し上げましょう、なぜなら私はあなたの妾になどなりませんから」

　母は、刃やいばを自らの首筋に当てたが、再び乳母の手の平で視界を遮さえぎられたため、その先の変わり果てた姿を阿虎は見ることがなかった。

　燃え落ちる館を後にして、くねくねと曲がる細い抜ぬけ道を、阿虎は走る乳母の背に揺られた。いつしか、二人は臨陽の邑の外へと抜け出ていた。

　しばらくは、乳母がどこからか食しよく糧りようを調達して来てくれていたが、いつの間にかその乳母もどこかへ行ってしまって、阿虎は一人になっていた。乳母も若い女性である。どこかで心ない者に拐かどわかされてしまったのかもしれない。大人になった阿虎はそう振ふり返る。

　阿虎は、一人、見知らぬ邑まちの中を腹をすかせたまま彷徨さまよっていた。

　裏通りで、残飯を頰ほお張ばる野の良ら犬いぬからおこぼれを頂ちよう戴だいしようとした。しかし、あばらの浮いた野良犬とて生きるために必死だ。阿虎は、嚙かみつかれ追い払われてしまった。野の良ら猫ねこならどうだと近寄ってみたが、阿虎の気配を察すると同時に、近寄らせることもせず餌えさを口にくわえたまま走り去ってしまう。

　このまま何も食べられず死ぬのだろうか。

　喉のども渇かわいた。足のまめはとうに潰つぶれている。もう一歩も歩くことができない。

　阿虎は、街かい道どうの端はしに力なくしゃがみ込んだ。

　小こ綺ぎ麗れいに身を調ととのえた大人たちは、阿虎のことを石ころか何かのように、見ない振りをして通り過ぎて行く。馬車も、止まることなく阿虎の脇わきを駆け抜けて行った。

　そんな阿虎に、声を掛かけ、飯を与あたえ、あばら屋へと連れて行ってくれた男は、たった一人。盗とう賊ぞく団の首領だった。

（昔、華安城で共に遊んだ貴族たちは、いまも寒さなど感じず、幸せに暮らしているのだろうな）

　賊が根城としているあばら屋の藁わらにくるまって、寒さに震ふるえながら阿虎は思った。他ほかにも何人かの子どもたちが、同じ寝ね藁わらにくるまっている。首筋まで寝藁に沈しずんでも、いままで屋や敷しきで身体からだを覆おおっていた絹の布ふ団とんのようにあたたかくはない。ちくちくと身体中を刺さした。手足や首筋、あちこちが痒かゆい。周囲の子どもたちも、自身の身体をボリボリと搔かきむしっている。

　汗あせと土つち埃ぼこりの混じった、すえた臭においが鼻をついた。自分の衣ころもから漂ただよって来る臭いである。知らぬうちに悔くやし涙なみだが阿虎の頰を伝った。

「俺だけ何でこんな思いをしなくちゃいけないんだよ」

　寝藁の中で呪じゆ詛そのような言葉を何度も呟つぶやいた。

　喉がいがらっぽい。こんこんと咳せきをする。

　しかし、ここで病になったとしても、いまは世話してくれる乳母もいないし、薬だって手に入らないだろう。病が意味するものは、おそらく死だ。

　阿虎は、阿雛がくれた玉をぎゅっと握りしめた。







「俺だけ何でこんな思いをしなくちゃいけないんだよ。あいつは、ほら、あの女はあんなに着き飾かざっているってのに」

　ある邑の市で、頭にも耳にも首にもやまほどの玉を飾り付けた女を見た阿虎は、そう呟いた。

「それはな、あの女の旦だん那なが、たくさんの賄賂わいろを受け取っているからさ。悔しいか、阿虎」

　首領が、言う。

「悔しい」

「じゃあ、あの女が腰こしにぶら下げている金目のもんを頂戴してこい。そしたら、それを貧しい民たみたちに山分けしてやろう」

　阿虎は頷くと、そっと女に忍しのび寄った。
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　何でもないことのように話す阿虎──啓徳の顔を、紅蘭はまっすぐ見返すことができなかった。

　尚桜も下を向いたまま黙だまっている。啓徳の体験したここまでの人生は、この国の貴族の誰だれの身にも起き得ることだ。たまたま、啓徳の父の領地が、董国との国境近くに位置していたから、被ひ害がい者しやは啓徳となったが、悲劇の主人公が尚桜になっても不思議はない。

　なのに、啓徳はけして紅蘭を責めない。

　話に出てきた着飾った女と自分、どこが違ちがうというのかと紅蘭は唇くちびるを嚙みしめた。

　臨陽の邑が、たいした抵てい抗こうもできず城壁を破られたのは、花国の王家に責任がある。「君は無能なり」と責められるのが花国であったとしても、何の反論もできはしない。

「ここまでの浮ふ沈ちんを味わったのは俺ぐらいかもしれねぇが。まぁ、手下たちは、それでも多かれ少なかれ、俺みたいな身の上だ。いや、親の顔なんざ知らないってヤツらのが多いし、子どもの頃ころから奴ぬ婢ひとしてこき使われてばかりのヤツらだから、俺はだいぶましな方かもしれねぇなぁ。ずっと王宮で幸せに暮らしていたお姫ひめ様にはわからないかもしれないが。宰さい相しよう様の口車に乗って、民のための世を見てみたいと思ったヤツら、紅蘭殿どのを攫さらってきちまったヤツらを責めないでやって欲しい」

「……ええ、もちろんよ」

　答える声が掠かすれている。誰が彼らを責められようか。

　これまで自分は、「世の中の誰もが幸せに暮らせる世」を目指して、政まつりごとを行いたいと思ってきた。民に寄り添そって政を行いたいと思ってきた。

　しかし、啓徳から聞かされた彼の過去、虐しいたげられた者たちの現実はあまりにも厳しい。

　それでも、自分にできることを目指し、やり遂とげなければならないのだ。

　もし、士台が自分と同じ考えを持っていて、いまの董国王を斃たおし、平和な中原へと導いてくれるのなら、花国はいまよりも内政に力を割くことができるだろうと思う。啓徳のような不幸を減らす努力もできるのではないかと思う。

「つまんない話をして引き留めて悪かったな。そろそろ誰かに送らせよう。紅蘭殿。また会えるだろうか」

「もちろんよ」

　紅蘭は、啓徳をまっすぐ見つめながら頷いた。次に会えるときまでに、私は私にできることをするわ、と心の中で呟きながら。

「おまえら。紅蘭殿を、元いらした場所まで送って行ってやってくれ」

　啓徳は、両手を叩たたき部下を呼ぶ。しかし、啓徳のもとに走り寄った部下は、首を左右に振って、啓徳の命を拒きよ否ひした。

「それはできないんです、お頭かしら」

　紅蘭は我が耳を疑う。何か聞き違えたのかと思ったぐらいだ。啓徳と、できないと言う部下を代わる代わる見比べた。

「は？　何でできねぇんだ？」

　啓徳もまた、理解できないというように、両手を左右に広げた。

「紅蘭様は、この臨陽城で捕とらえておけって。そう、宰相様から言いつけられてんですよ」

「おい、それ意味わかんねぇだろ。紅蘭殿をここに置いておいて、それがこの乱とどう関わってくるって言うんだよ。俺らに何か利があるって言うのか？」

「我々もわかんないんですよ。ただ、沮宰相殿に、そう言いつけられてる、としか……。ええと、紅蘭様、この城の城主が使ってた房へやを用意するんで、そこで休んでもらえませんかね」

　士台は、自分と同じ民のための世を目指す仲間ではなかったのか。自分は何か思い違いをしているのだろうか。紅蘭は、首を捻ひねる。

　この乱が、推測の通り民のための策略なのだとしたら、紅蘭は反対する気もない。それなのになぜ──、自分をわざわざ人ひと質じちとして捕らえておく必要があるのだろうか。

　気付いていない真相が、この乱にはまだ隠かくされているのではないだろうか。自分の想像を超こえる陰いん謀ぼうに巻き込まれているのかもしれない。

　もし、黎奉の治世にしたいだけであれば、ただ董国王がそのお命を落とされるだけでよいのではないか。董国王は毒を盛られているかもしれない、と黎奉は疑っていた。その企たくらみが成じよう就じゆすれば、黎奉はそのまま玉座に就つくことができるはずだ。このような乱をわざわざ起こすということは、その策を立てた者は、黎奉の即そく位い以外にも望むものがあるということだ。

　そうあらためて気付くと、背筋が震えた。策略を講じた者が望むものは何か──。

　士台に呼ばれ、咸宗城へ向かった伯龍はいまどうしているのか。自分の身より何より、伯龍の身があらためて案じられる。紅蘭は、腰に吊つるした璜こう──伯龍が持つ佩はい玉ぎよくと対ついを成す璜──を、力強く握にぎりしめた。







[image: 第四章　紅蘭、窮地にて策を講ず]
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　臨陽城に連れて来られたその夜。

　紅蘭は、目を閉じてもなかなか寝付くことができず、何度も寝返りを繰くり返していた。

　自分が何も知らずに父や母の膝ひざで甘えていたとき、啓徳は一人、生き抜ぬくことだけを考えていたのだ。

　どうしてあのとき、啓徳と母の彩鈴が城に来なくなった理由を父母に尋たずねなかったのだろう。ただ、城勤めを辞やめてしまったのかと思っていた。もちろん、あのときの紅蘭が何を聞いたとしても、啓徳を救う術すべはなかったかもしれない。

　それでも。

　知らないのは罪だ、と紅蘭は思う。

　少しばかり夢を見ることもできたかと思ったのもつかの間、鳥の声と朝日の眩まぶしさに紅蘭は重い目ま蓋ぶたを開いた。

　同じ房へやで寝ねかされていた尚桜も、まんじりともできなかったようだ。

「姫様、お目覚めでいらっしゃいますか」

　と、声を上げる。尚桜にしては、張りのない声だった。

　すぐに解放されると思いきや、訳もわからぬまま囚とらわれの身となってしまったこと。そして、それ以上に、啓徳がこれまで送って来た人生を聞かされたことが、尚桜に少なからぬ衝しよう撃げきを与あたえたのかもしれなかった。

　しばらくすると、派手な身なりをした年かさの女が水を張った盥たらいを持って房へと入って来た。

「これで顔を洗っておくれ。もう少ししたら、朝あさ餉げを持ってくるけども、城での生活のように贅ぜい沢たくなもんは期待しないでおくれよ」

　そう言って、退出しようとする女を紅蘭は呼び止める。

「待って」

「なんだい、あたしは忙いそがしいんだよ。城の侍じ女じよのように、あんたの世話をしてる暇ひまはないんだ。用事があるなら、自分でやっておくれ」

　冷たく言い放つ女に、尚桜が口を挟はさむ。

「私は侍女ですから、姫様のことは私がやりますので」

「ああ、そうかい。じゃあ、厨ちゆう房ぼうに膳ぜんを取りに行っておくれ。あんたの分も用意してあるよ」

「わかりました」

　尚桜は女に頷うなずき、紅蘭に「しばらくお待ちください」と言ってから、房を出て行った。女も出て行こうとするが、それを再び紅蘭が呼び止めた。

「待って」

「なんだい、お姫様の膳なら、あんたの侍女が取りに行っただろう」

「違ちがうの」

　迷めい惑わくそうな表情を浮うかべる女に、紅蘭は食い下がる。

「ほんの少しでいいの、あなたの話を聞かせてちょうだい」

「はあ？　あたしの話？」

「ええ、あなたはどうしてこの維新党の仲間になったの？　あなたは、これまでどんな人生を送っていたの？」

「そんなこと聞いて何が楽しいってんだい。あたしらの身の上を聞いて、憐あわれもうってのかい。それとも、笑おうってのかい。人の人生を暇つぶしに使うんじゃないよ。まったく金持ちの考えることは、あたしらには想像もつかないねぇ」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな声を出す女に、紅蘭はなおもしつこく食い下がる。

「気を悪くしたなら、ごめんなさい。別に、あなたの人生をおもしろ半分に聞こうとしているわけじゃないわ。私はもうすぐ王になるはずなのに普ふ通つうの人たちの暮らしについて何も知らないといまさらながらに気付いたの。民たみのための政を行いたいと思っていたのに、肝かん心じんのその生活を知らないなんて。それではだめよね。だから、王になる前に、民たちがどんな人生を送ってきたのか、どんなふうに生きたかったのか、聞いておきたいと思ったのよ」

「ふぅん、なら教えてあげる。あたしは、臨陽の邑まちに住む民の末っ子として生まれた。男だったら大人になるまで育ててやるつもりだったらしい。でも、あたしは女だった。租そ税ぜいが払はらえなくて困ってた冬に、女だからと妓ぎ楼ろうに売られた。あたしだって、お姫ひめ様に生まれたかったさ。あんたの本当の父親は、この父さんじゃなくて実は士大夫様だって言われるんじゃないかって。妓楼に来てる金持ちの客が、妾めかけとしてでも身み請うけしてくれるんじゃないかって。そんなくだらない夢を見てたことはあるさ。でも、どの夢も叶かなわなかった」

　女は途と中ちゆうから、紅蘭に摑つかみかからんばかりの勢いで声を荒あららげた。

「だから、年季が明けたあたしは、お客だった啓徳たちのもとを訪ねて仲間にしてもらった。それだけの話さ。お姫様には、つまらない話だろう」

　啓徳の話を聞いたときと同じだ。

　紅蘭は、何と答えていいかわからなかった。それでも、紅蘭は尋ねた。

「あなたは……どんな世の中だったらいいと思う？　どんな世の中なら、自分は幸せになれたと思うかしら？」

「そうだね、お姫様になりたいってのが無理なのはわかってるからさ。せめて、男のように女も自由に働けたらいいのにと思うよね。そうすれば、妓楼に売られたりはしなかったのかと思うときはあるよ」

　紅蘭は、唇くちびるを嚙かみしめながら、「ありがとう」と礼を言った。

　知らないことは罪だ。

　この城から当分出られないのなら、この城の中でできることをしよう。

　尚桜に「どうなさったんですか」と言われながらも、紅蘭は維新党の者たちに、これまでの人生を聞いて回った。







　紅蘭は、尚桜を供に、外がい郭かくを囲む城じよう壁へきへと向かった。城壁に上った紅蘭のもとに、維新党の男たちが慌あわてて走り寄って来る。

「おいおい、お姫様、危ねぇよ」

「何だ、おい、まさか城壁から飛び降りるつもりじゃねぇだろうなぁ」

「違うわ、私はただあなたたちの話を聞きたくて……」

　城壁に立つと、遥はるか地平線まで見晴るかすことができる。城壁から半里ほど東に、討とう伐ばつ軍が陣じんを構えているのが、紅蘭の目の端はしにも映った。一万、いや二万は集まっているだろうか。その中には、「花」と書かれた紅色の幡はん旗きも見える。

　臨陽はもともと花国の領土の一部だったのだから、王都・華安にも近い。昨日、したためた勅ちよく書しよに従って、華安からの援えん軍ぐんがもう辿たどり着いたのだ。

　あの下に、伯龍もいるのだろうか。

　なぜ素す直なおになれなかったのか。どうして伯龍の心配するようなことばかり自分はしてしまうのか。紅蘭の心の内に複雑な思いが去来するが、目の前の男の問いによって、この場へと引き戻もどされた。

「おい、俺たちの話ってどういうことだ？」

　紅蘭は、慌てて視線を目の前の男へと移した。

「私は間もなく、花国の王になるわ。そうしたら、王族や貴族だけではなく、どんな人でも暮らしやすい、住みよい世の中に変えて行きたいと思っているの。でも、肝心の普通の人たちの暮らしぶりを、私はこれまでよく知らなかったことに気付いたの。だから、民たちがどんな人生を送ってきたのか、どんなふうに生きたかったのか、聞いて回っているのよ」

「ふぅん、なるほどな。俺たちが暮らしやすくなるってんなら、願ってもねぇな。まぁ、いまはまだ動きもねぇ、暇だからよ。話してやらねぇこともねぇぜ」

　一人の男が口を開いた。

「俺は、生まれたときから奴ぬ婢ひだったんでな。何やっても一生こき使われるだけだったら、万が一捕つかまって殺されてもいいや、って思ったんだ。捕まったらそのときだ、いちかばちか逃にげてみるかって逃げてみることにしたのよ。で、うまく逃げることはできたんだけど、そしたら今度は働き口がねぇんだよ。逃げて来た奴婢なんて、誰だれも雇やとっちゃあくれねぇからな。賊ぞくになるしかねぇのよ」

「俺は、ここに来るまで何やってたかなんて憶おぼえてねぇや。物心ついたときからここにいるからなぁ。気付いたら、お頭かしらの世話んなってた。子どもん時に、前のお頭にでも拾ってもらったんだろうなぁ」

　二人目の男も、自分の身の上を話し始めたところで、城壁に上がって来た啓徳が、紅蘭に気付き驚おどろきの声を上げる。

「おい、おまえら、討伐軍は来たか？　様子はどんな感じだ……って、何でこんなとこにいるんだ、紅蘭殿どの？　こんなとこでいったい何してんだ？」

「皆みなの話を聞いているのよ。私、いままで民たちを救いたい、民たちが笑って暮らせる世を作りたいと言いながら、まだまだ知らないことが多すぎたわ。だから、皆の話を聞いていたの」

「相変わらずだな。子どもの時と全然変わらねぇ」

「そうかしら？」

「ああ。……はぁ、やっぱ来やがったなぁ」

　紅蘭に頷きながら、啓徳は目の上に手でかざしを作ると、半里ほど東の原野に構えた討伐軍の陣に目をやった。

「お姫様なんだから歌か舞ぶ音おん曲ぎよく、刺し繡しゆう、織物、書画に詩……そんなものだけできりゃあいいのにさ、何にでも首突つっ込みたがったよなぁ。練兵してる隊があるっていやぁ、覗のぞきに行ったり」

「そうだったかしら？　それは、尚桜が見たいと言ったのではなくて？」

「ああ、阿萌だったかもしれねぇ。阿萌もおよそ女らしからぬ物に興味を持ってたからなぁ」

　啓徳は、尚桜を幼名で呼びながら、昔のように話しかける。

「わ、私は、姫様のことを守りたいという気持ちが子どもの頃ころから強くて、そういったものに興味があったまで……」

「まぁ、いいや。おかげで阿萌は充じゆう分ぶん強くなったんだろ。あ、おまえら、この尚桜さんに手合わせしてもらっとくといいぞ。こう見えて、めちゃくちゃ強いからなぁ」

　啓徳は、尚桜を肘ひじで小こ突づく真似まねをして見せる。

　ふざける二人の姿を眺ながめていると、子どもの頃に時間が巻き戻ったようだ、と紅蘭は懐なつかしく思った。

「でも、普通のお姫様が、泥どろだらけになって畑仕事したり、港に行ったりしねぇと思うよ。邑の平民の子どもたちとも普通に遊んでたしなぁ」

「そうかしら？　父上には、民たちの暮らしを知ることは大事なことだから、と教わって育ったわよ。その割に何も知らなくて、いまになって後こう悔かいしているわ。もっと、城以外に住んでいる子どもたちと遊んでおけばよかったと思うぐらい」

「うん、いいと思う」

「そうでしょう？」

　紅蘭は、亡なき父を褒ほめられたと思って、笑え顔がおで胸を張った。

「ああ、そんな紅蘭殿、俺はいいと思うよ」

「……え？」

　啓徳が、紅蘭のもとに一歩近付く。

「普ふ通つうのお姫様じゃないから、いいなって俺は思う。傍そばにいて欲しいって思う。何の手て違ちがいかわかんねぇけど……。紅蘭殿は窮きゆう屈くつかもしれない、早く戻りたいって思ってるかもしれねぇ。だからこんなこと考えるのは不ふ謹きん慎しんかもしれないけど。いまこの瞬しゆん間かん、一いつ緒しよにいられて俺は嬉うれしいよ。変わってない紅蘭殿をこうやってまた見ることができて……俺は本当に嬉しい」

　啓徳の視線は、また遥か向こうの、討伐軍の陣へと向けられていた。

　見上げる紅蘭からは、手のひさしが作る影かげが邪じや魔まで、その表情をうかがうことができない。

（そんなこと言われても……、私は伯龍の婚こん約やく者なのに）

　紅蘭は、何と答えてよいものかわからず、同じように東の彼方かなたの陣を見つめるしかなかった。
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　城壁は、邑まちの二階建ての家の屋根より遥か上まで高さがあった。

　それでも、城壁の上の会話は、邑の人々の注目を集めたらしい。いつの間にか、邑に住む民たみたちが城壁の下に集まって来ていた。

　気付いた啓徳が、下の男に声を掛かける。

「邑に住むみんなを、ここに集めて来てくれないか」

　男は頷うなずき、邑の民家の方へと走って行った。

　その後ろ姿を見送って、啓徳は手下へと視線を移す。

「さてと、その間に。俺は確かめておきたいことがある。誰か、命知らずの者だけ俺に付いて来て欲しい」

　啓徳のもとに集まった男たちは、臨陽城に置き捨てられていた兵たちの鎧よろいを身につけ、廏きゆう舎しやの馬を拝借してその背にまたがると、啓徳を先頭に縦列を作って城門から飛び出して行った。







　城門を出ると、討伐軍の陣が構えられている東へ向かって、啓徳は馬を駆かった。

　地平線に居並ぶ兵たちの固まりを目指して、馬の腹を蹴ける。

　馬の速度が急速に増した。

　頰ほおに風が勢いよくぶつかる。

　討とう伐ばつ軍の陣じんが近付いて来た。どうやら、四角に兵を並べる方陣を展開しているようだ。

　ドンドンドン。

　陣から太たい鼓この音が鳴り響ひびいて来る。

「敵てき襲しゆう、敵襲！」

　討伐軍は、方陣は崩くずさず、前曲で守る歩兵たちが、一いつ斉せいに縦長の大きな盾たてをその身体からだの前に並べた。

「お頭、どういうことですか！」

「ヤツら、俺たちと戦わないんじゃなかったんですかい？」

　啓徳に続く男たちが、情けない声を上げる。

　盾じゆん兵ぺいの後ろでは、盾に身を隠かくすようにして弓きゆう兵へいたちが弓を構えた。皆、矢をつがえ、啓徳たちを狙ねらいすましている。

「やっぱりな……」

　啓徳は小声で呟つぶやく。こちらは、ほんの十数人。狙われれば、一瞬で全ぜん滅めつしてしまう。

「おまえら、折り返すぞ！　俺に続け！」

　啓徳は、大声を張り上げた。弓の射程範はん囲いのぎりぎり外側で、左へ手た綱づなを開く。馬は左側へと、大きく旋せん回かいした。方向転てん換かんした啓徳たちのすぐ後ろ、馬ば脚きやくが上げる土つち煙けむりに、矢が次々と突き刺ささった。

「あいつら、狙って来ましたよ！」

「何なんですか、お頭、攻こう撃げきしてこないんじゃなかったんですか！」

「だから、俺は命知らずの者だけ付いて来いって言ったんだ。北野城と違って、こっちには俺たちと戦わないっていう話が、隅すみ々ずみまで行き渡わたってない。そういうことよ」

　花国の軍も援えん軍ぐんとして出すと紅蘭から聞いて、こうなる恐おそれはあると思っていた。そのため、啓徳は自らを[image: 囮]おとりにして確かめに来たのだ。

　それにしても、隅々まで行き渡っていないばかりか、誰も攻撃を止めなかった。つまり、どの将も、攻撃しないようにとは命じられていないのかもしれない。

（だとしたら、これはちょっとやっかいだ……気をつけとかねぇと、本当に叛はん乱らん軍ってことにされちまいかねねぇ）

　啓徳は、舌打ちした。
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　啓徳が城に戻もどると、二百人ほどの民が、これから何が起きるのかという顔で城じよう壁へきの下に集まっていた。

「昨日まで何事もなく暮らしていたのに、突とつ然ぜんこんなことに巻き込んでしまってすまない」

　臨陽の民たちを前にした啓徳は、城壁の上からいきなり詫わびた。

　啓徳の殊しゆ勝しような態度に、民たちも安心したのだろう。啓徳へ、矢や継つぎ早に質問を投げかけ始めた。

「いったい何が起きてるんだ？」

「一昨日おとといの夜だか、城主様が急に出て行ってしまったみたいだが……」

「あ、あなた様は、……新しい大たい夫ふ様なんですか？」

　ざわめきが収まるのを待って、啓徳は再び口を開く。

「俺は新しい大夫ではないし董国の人間でもないが、仮に、この臨陽の城を預かっている。立場としては、皆みなと近い。董国の暴政を憂うれいている者だ」

　啓徳の言葉に、また民たちがどよめいた。「董国の人間じゃねぇのか」「大夫様はどうなってんだ」「こいつらが追い出してくれたんか」……様々な声が、群衆から切れ切れに聞こえて来る。

「もしかして、城壁に董国王の批判を書いてくれた人たちか？」

　一人の若者が、ひときわ大きな声を上げた。

　四百の期待に満ちた瞳ひとみが、啓徳を一斉に見つめる。自分たちが義ぎ賊ぞくとはいえ、盗とう賊ぞくだとわかったら、民たちはどのような顔をするのだろうと思いながらも、啓徳は仕方なく、ゆっくりと頷いた。

「俺たちの味方だ」「董国を追い出してくれたんだ」「ありがてぇ」……今度は、喜色を含ふくんだどよめきが、人々の間に広がった。

「俺たちは、ここを支配するつもりはない。だから、いまここ臨陽はどの国のもんでもない。あえて言うなら、おまえたち民のもんだ」

　啓徳の声に、民たちが「おぉーっ」と、拳こぶしを上げる。

「でも、それもつかの間のもんだと思う。さっき確かく認にんしたんだが、東に既すでに俺たちを追い出すための軍が布陣していた。俺たちがここを出て行けば、いずれ臨陽はまた董国のものか花国のものになるだろう」

「結局、何も変わらないのか」「また、いつもの生活に逆戻りか」……民たちは納なつ得とくできないという思いを口にする。

「それを阻そ止しするということは、ここで戦いくさを起こすということだ。俺は、ここで民たちに犠ぎ牲せいを強しいながら、籠ろう城じよう戦をするつもりはない。それでも、軍がやって来ているということは、いずれこの城まで攻せめて来るということかもしれない」

　現に先ほど、討伐軍は矢を射かけて来た。あの軍は、董国の宰さい相しようとは連れん携けいが取れていなくて、この城を普通に攻めて来るのかもしれない。

　啓徳の頭に、かつて董国に攻め落とされて燃えた臨陽の邑の姿がよぎった。

　もし、あの日。董国が臨陽に攻めて来なかったとしたら。いま、目の前にいる民たちは、自分の領民だったのだろうか、と啓徳は思う。

　いま集まった中には、顔を合わせたことのある民もいるだろう。すれ違ちがったことのある民もいるだろう。

　あの日、何もなければ。

　大夫と領民として、対たい峙じしていたのだろうか。

　しかし、もしそうではなかったとしても、ここが、どこの邑だったとしても。何の関係もなく巻き添ぞえとなったこの者たちの命を守らなければ、と啓徳は強く思う。

　もしここで、また邑が焼き払はらわれたら。民たちの命が失われたら。その上に、自分が望むような民にとって住みよい世ができあがったとしても、それはかつて董国がやったことと何も変わりがないではないか、と思う。

「でも……、たとえ軍がやって来ているとしても、俺は犠牲を出したくはない。そこで、臨陽の邑に住む皆にも、伍ごを作って、この危機に対応して欲しい」

「伍？」

　民たちが、それは何だと疑問の声を上げる。

　民たちのうち、何人かの中年や老人が「それなら知っておるよ、前に董国に攻められた時にも作ったことがある」と応じた。

「伍を知っている者たちを中心にまとまって欲しい。五人で一組の班を作る。これを伍と言う。そして、伍の中に、もし城を外の敵に売ろうとする者や怪あやしい動きをする者がいたら、すぐに宮城か城壁の俺たちまで報告しに来て欲しいんだ。自分以外の邑ゆう民みん全員を見張るのは大変だが、自分以外の四人を見張るだけなら、それほど難しくはないだろう。城を外の敵に売るということは、すなわち兵たちをこの邑の中に招き入れ、ここを戦場にするということだ。俺は、そんなことはしたくない」

　啓徳は、臨陽の大夫ではない。しかし、啓徳の中には、この臨陽を焼かせない、あのような悲劇は二度と起こさないという強い思いがある。この邑の民たみの命を犠牲にしてはいけないのだ。

「おうっ」

　臨陽の民たちにも、啓徳の思いは伝わったらしい。城壁の下から、頼たのもしい声が上がった。
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　その日から、啓徳は定期的に城壁の外に出ると、百ほどの手勢を引き連れて、討伐軍の陣に向かうようになった。戦いと言えるほどのものではない、小こ競ぜり合いを仕し掛かけることにしたのだ。

　もちろん、戦わずに済むのであれば、その方がいいに決まっている。しかし、不戦という取り決めが伝わっていない現状、ただ城の中に籠こもっているだけでは籠城と思われてしまう恐れがある。討とう伐ばつ軍は、城壁をこじ開ける手段を講じてくるかもしれない。そう思い、日に一度は遊撃を仕掛けたのだった。

（あの「花」の旗の下に、紅蘭殿どのの婚こん約やく者の宰さい相しよう殿がいるのだろうか）

　そうは言っても、啓徳に何ができるというわけでもない。

　いま、ここで紅蘭と過ごせていること自体が奇き跡せきなのだ。二人がここでつかの間、共に過ごせているのは、ほんのひととき、人生の道を一本間違って寄り道してしまったようなものだ。もう間もなく、紅蘭が正しい道に戻ってしまうことはわかっている。

　この後の喪そう失しつ感かんを想像すると、このように誤って邂かい逅こうしてしまうこと自体、なかった方がよかったのにとも思えてくる。

　啓徳は、腰こしにたくさんの鈴すずをぶら下げているが、鈴に交じって緑色の守り石をひとつ付けていた。

　子どもの頃ころ、紅蘭に貰もらったお守りだ。

　啓徳は、守り石を片手で強く握にぎりしめる。

　──いつかまた紅蘭に逢あえるかもしれない。いや、逢いたい。

　その思いだけが、啓徳が生きていく力となった。

　このお守りのように、紅蘭をずっとこの手の中に閉じこめておくことはできない。そんなことは、わかっている。

　──それでも。いま、この時だけ夢を見せてもらったっていいじゃねぇか。

　啓徳は、お守りから手を放すと、矢を構える。

（いや、でも。……結局は俺のものにならねぇんだ。それならば……早く、この戦もどきの状じよう況きようを終わらせてくれ）

　苛いら立だちをぶつけるように、啓徳は討伐軍に向けて、引き絞しぼった矢を放った。
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　紅蘭が、離り宮きゆうから連れ去られて五日が経たった。

　夜半過ぎ、こっそりと帷い幄あくから抜ぬけ出した季雲は、一人の男を供に付け、臨陽城の門を叩たたいた。門を任された者が、目をこすりながら迷めい惑わくそうな顔を季雲へと向ける。お仕着せの鎧よろいがおよそ似合っていない男だ。

「こんな夜中に、いったい何だ？」

「悪い、この時間にならないと、陣じんを抜け出せなかったものでな。お頭かしらに会わせてくれないか」

「おい、おめぇ、何ふざけたこと言ってるんだよ、もうお頭は寝ねちまったよ、明日、出直して来い」

「それはできない、何しろ軍紀を破って、陣を抜け出して来ちまったものでね」
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　すげなく門番に断られ、季雲は首をすくめる。

「そんなの俺の知ったこっちゃねぇよ、戻もどって謝って、明日、素す直なおに上司に怒おこられりゃいいだろうが」

「それはできない。うちの国の軍じゃ、俺が一番偉えらい大将軍なものでね。お頭を呼んで来てくれないか。季雲が来たと伝えてくれればわかる。俺、お頭の啓徳とは幼なじみだったんだ。もちろんそれだけじゃなく、落書を見て啓徳の考えに感かん銘めいを受けたってのもある。国を捨てて啓徳に味方したい、と考えている。啓徳に会わせてくれ。花国の軍事機密をお頭だけに内密にお話しする」

「だ、大将軍……様……だと！　し、しばし……、しばし、待て！」

　男は槍やりを取り落として、城門の奥へと走って行った。

「さぁてと、これでうまくいくといいんだが。なぁ、どうなることかねぇ」

　季雲は、隣となりに立つ供の男に呟つぶやいた。
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　季雲は、臨陽城の広間へと案内された。

　しばらくすると、慌あわてて飛び起きて来たという風ふ情ぜいで、夜着に袍ほうを引っかけるように羽織った啓徳が広間に現れた。

「これは……本当に季雲殿か！」

　部下から季雲が来たと告げられても、半信半疑だったらしい啓徳が、季雲の顔を見てようやく破顔した。

「夜分遅おそくに失礼する」

「いやいや、季雲殿ならいつでも歓かん迎げいする。こんな格好で申し訳ない。さっそくだが、単刀直入に聞く。花国の軍事機密を持って来てくれたとのことだが……本当に、こちらに降くだってくれるのか」

　季雲は、啓徳の問いを曖あい昧まいに濁にごす。

「その前に、こちらに姫ひめ様がいらしてるだろう？」

　今度は、啓徳の方が季雲の問いを躱かわす番だ。即そく答とうせずに、啓徳はただ首をすくめて見せた。

「悪いが、間者を使って調べさせてもらった。五日前、うちのお姫さんは、何者かに誘ゆう拐かいされたんだが……その馬車が入ったのが、この臨陽城だ」

「紅蘭殿を知らないと言ったら？」

「そんなはずはない。それに、姫様をここに連れて来てくれない限り、俺はおまえさんに軍事機密を話しゃしないが、それでもいいかい？」

「わかった、降参だ。じゃあ、もうしばらく待っていてくれ」

　啓徳は、手下に紅蘭を広間へと連れて来るように命じた。
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　寝入りばなを起こされた紅蘭は、先ほど脱ぬいだばかりの衣服に再び袖そでを通すと、急いで身み支じ度たくを調ととのえた。

　尚桜を連れて、足早に広間へと向かう。

「啓徳、季雲が来たというのは本当なの？」

　答えを待つのももどかしく、言いながら広間へと足を踏ふみ入れた。

　と同時に、甲かつ冑ちゆうを着た男が二人跪ひざまずく。一人は、丈たけの長い重じゆう厚こうな鉄の鎧を身につけているから、季雲であろう。もう一人は、革かわの鎧姿だから、季雲が連れて来た部下であろうか。何だかその頭の形に見覚えがあるようだと感じながら、紅蘭は二人に声を掛かけた。

「季雲、よく来てくれたわね。顔を上げてちょうだい。それと、季雲が連れて来た者も、面おもてを上げて」

「はっ」

　紅蘭の言葉に、二人は面を上げる。

　上体を起こした革鎧の兵士を見て、紅蘭は思わず心臓が止まるかと思った。

　一いつ介かいの兵士にしては白すぎる、白玉を彫ほって磨みがき上げたかのごとき肌はだ。西域の血が混じったかのような、高い鼻び梁りよう。切れ長の瞳ひとみ。

　このよく見慣れた、懐なつかしい顔は。

「は、は……」

　革鎧の兵士が、人差し指を立てて唇くちびるに当てる。

　片かた眉まゆをつり上げるようにして、強い眼まな差ざしで紅蘭を睨にらむ。一介の兵士にしては、堂に入った態度で。

　その唇は、声を出さずに「言・う・な」の形を繰くり返し示していた。

　しかし、紅蘭は抑おさえることができなかった。

「は、は、……伯龍！」

　思わず声を上げて、革鎧の兵士、否いな、伯龍のもとまで走り寄る。思わずその前に膝ひざを突ついた。

「伯龍、来てくれたのね」

「姫様……これでは、私たちの努力がまったくの無む駄だではありませんか」

　伯龍が、右手を額に当てると、やれやれというように溜ため息いきを吐つく。

　たった五日しか離はなれていなかったというのに、もっと長い期間、離ればなれだった気がするのは、言い争いをしたまま会えなくなってしまったせいだろうか。

　伯龍のことを信じてはいたし、伯龍ならこうやって忍しのび込んで来てくれるだろうと思ってはいたけれど。それでも、怒ったままでずっと置き去りにされてしまったらどうしよう、そのまま嫌きらわれてしまったらどうしよう、という不安な思いが脳のう裏りに何度も浮うかんでは消えた。

「ごめんなさい……でも、会えて嬉うれしくて……思わず……」

　伯龍の顔を見て安心したせいだろうか。紅蘭の胸に熱いものがこみ上げて来て、言葉は切れ切れになってしまった。
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「伯龍……ということは、そなた……、そなたが紅蘭殿どのの婚こん約やく者である宰さい相しよう殿か！」

　不自然な紅蘭の様子に、啓徳がようやく目の前に跪いた革かわ鎧よろいの兵士の正体に気付いた。

　ばれてしまっては仕方がない、というように伯龍は首を縦に振ふる。

「このような姿で申し訳ない。戦場では何度か斬きり結んだかと存じますが、花国宰相の朱英、字あざなは伯龍にございます」

　伯龍は、貧相な革鎧に似合わぬ、優ゆう雅がな動作で舞まうようにお辞じ儀ぎをする。

（この男が、紅蘭殿の婚約者か……）

　啓徳は、ここ数日の夢のような日々から、一気に現実に連れ戻されるような気がした。

　董国の宰相の腹案が読めぬまま、先の見えない戦いくさに無理やり突とつ入にゆうさせられることになった。この暗雲立ちこめた状じよう況きようの中、紅蘭の存在は啓徳にとって大きな心の支えになっていた。

　先日再会するまで、逢あうことなどとうに諦あきらめていた、でも心の底では諦めきれなかった大好きな幼なじみ。その紅蘭と、同じ城でこのように過ごすことができるだなどと誰だれが予想しただろうか。

　しかし、当たり前だが、その幸福な日々も長くは続かないということか。

　諦めたように啓徳は口を開いた。

「はじめまして、朱宰相殿、俺は賈真、字は啓徳と言う。俺も昔、花国の王宮には何度か出入りしていたんだが、あいにく朱英殿というお名前に聞き覚えがない。以前、お会いしたことがあっただろうか」

　挨あい拶さつをしながら、そういえばこの朱宰相という男、その出自について詳くわしいことを噂うわさでも聞いたことがないと思い出した啓徳は、ふとそのことを口にした。

「いえ、王宮にいらしたのが十年以上前のことでしたら、お会いしたことはないかと」

「十年……ちょうど、俺が王宮に行かなくなった頃ころか……」

「あの……伯龍は、花国の人間ではないの。啓徳がいた頃には、まだ王宮に来てはいなかったわ」

　紅蘭が、話に加わり補足する。

「そうだったのか。では、それまではどこに？」

「儀国にいたのよ」

　無む邪じや気きに答える紅蘭に、伯龍が何か言いたげな視線を送っている。

「儀国ということは、では、失礼ながら、お国がなくなり花国にいらしたのか」

「まあ、そういうことです」

　あまり触ふれて欲しくはなかったのか、伯龍は憮ぶ然ぜんとした態度で啓徳に答える。

　十年前ということは、儀国が董国に滅ほろぼされた頃になる。

　啓徳が、臨陽から焼け出され、賊ぞくの一味に加わり、あちこちを転々としていた頃のことだ。盗とう賊ぞく団の大人たちが、夜、酒を酌くみ交かわしながら話していたのを耳にした憶おぼえがある。

「とうとうあの儀国までが董国に滅ぼされたってよ」

「あの儀国がかい。あそこは、花国とは双ふた子ごみたいな国だ。花国同様、あんなに歴史のある古い国が、董国のような新参の国に滅ぼされちまうだなんて。いったいこれからどうなってくんだろう。世も末だね」

　そんなふうに大人たちは、董国の専横を嘆なげいていた。

　自分だって、董国に何もかも奪うばわれたのだ。大人たちの前でそう叫さけび出したかったが、啓徳は吞のみ込んだ。皆みな、自分と同様、何者かによって理り不ふ尽じんにすべてを失われたから、いまこの盗賊団にいる。奪った相手が董国とは限らないが、そんな過去を持つ者たちばかりだということが、その頃の啓徳にはわかっていたからだ。

　そして、いま目の前にいる男は啓徳と同じように、董国によって故郷を奪われたという。

　しかし、それなのに。

　この差は何だ。この歴然とした差は。

　かたや、一国の宰相。

　かたや、盗賊団の首領。

　かたや、紅蘭と相思相愛の婚約者。

　かたや、紅蘭に婚約者がいるとわかってはいるが諦めきれず片思い。

　同じように董国に蹂じゆう躙りんされながら、なぜこのような差がついてしまっているのだろう。

　理由は、想像がつく。おそらく、この男には花国に何らかの伝つ手てがあり、うまいこと亡命することができたのだ。その伝手を頼たよって、貴族の地位を失うことのないまま、花国の王宮に勤めることができたのである。

　幼い頃、どこかの市で見た夫が受け取った賄賂わいろで着き飾かざった女を思い出した。

　あのときも、どうしてそのような理不尽なことが、と、湧わき上がる怒いかりを抑えることができなかった。

　いま、運の良い紅蘭の婚約者を目の前にして、その女に対して感じた以上の、どうにもできない怒りと苛いら立だちを啓徳は感じていた。

　もちろん、目の前の男は何かの不正を犯おかしているわけではない。そこは、あの賄賂役人の妻とは大きく違ちがうところだ。だから恨うらんではいけないのだということは、啓徳にもわかっている。

　啓徳と目の前の男の明暗を分けたのは、ただほんの少しの運だけでしかない。

　何か狡ずるをして、この宰相という地位を、紅蘭の婚約者という地位を手に入れたわけではないのだから、本来は怒おこる筋合いではない。これは単なる私し怨えんに過ぎないのだ、ただの嫉しつ妬となのだ。

　啓徳も頭では理解している。

　それでも、目の前の男に対しての言葉が険を含ふくんだものになるのを、啓徳はどうしても止めることができなかった。

「俺なら愛する人をみすみす誘ゆう拐かいされるだなんてことはしない。けして、こんな危険な目に遭あわせはしないんだが、よくものこのこといまさら迎むかえになど来られたな」

　啓徳が急に伯龍を責めるようなことを言ったためか、紅蘭が焦あせったように啓徳に反はん駁ばくする。

「やめて、啓徳。伯龍を責めないでちょうだい。違うの、伯龍は悪くないのよ。私がわざと捕つかまるような真似まねをしたのだから。私が悪いのよ」

「女に庇かばってもらうか」

　啓徳は、鼻で笑う。抑えようとしても、溢あふれ出る自らの感情を抑えられなかった。

「どうしたの、啓徳。なぜ、急に伯龍のことを悪く言うの？」

　なぜも何も……。わかっている。ただ、嫉妬しているのだ。それだけだ。

　ほんの少しの偶ぐう然ぜんが重なれば、いま花国の宰相として、紅蘭の婚約者としてそこにいたのは自分だったかもしれないのだ。そして、盗賊に身を落としていたのは、紅蘭が必死に庇うこの男の方だったかもしれないのだ。だからこそ、余計に口くち惜おしい。

　なぜこのような不公平なことが、人の身には起きるのだろうか。

「俺だったら、大事な大事な紅蘭の手を、何があっても絶対に放しはしないはずだから。だから、だよ。それなのに、いまさら平気な顔して、のこのこやって来て。それと……季雲殿がこちらに投降したいというさっきの話も、噓うそだな。噓で俺たちを油断させて、紅蘭殿を連れ去ろうというのか。いまさら、紅蘭殿を迎えに来たとでもいうのか？」

　啓徳の言葉を受けた季雲は、どうしようかというように、伯龍に視線を向けて助けを求めた。

「ばれてしまっては仕方ありませんね。確かに、私たちは姫ひめ様をこの城から助け出すために忍しのび込んで参りました」

　怒りに任せた啓徳の言葉に動どう揺ようする様子も見せず、伯龍は冷静に答える。

（こちらの挑ちよう発はつに乗ってくれればまだいい。それなのに、何事もなかったかのように躱かわしやがって）

　その涼すずしい顔を見ていると、啓徳は余計に気分が悪くなってくる。そんな、啓徳の感情などお構いなしに、伯龍は忍び入った理由を正直に打ち明けた。

「ただし、我われ々われが軍事機密を持って来たというのは、噓ではございません。花国の軍事機密ではございませんが、討とう伐ばつ軍の内情をお伝えしに参ったのでございます」
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「ふうん、なるほどな。おもしろい、討伐軍の内情とやら、聞かせてもらおうじゃねぇか。たいした情報じゃなかったら、とっとと帰ってもらうぞ」

　啓徳は、伯龍に話を続けるよう促うながした。

（まったく、やっかいなことになっている。この男、紅蘭殿どのに対して幼なじみ以上の感情を持っているのか……）

　伯龍は、心の中だけで溜ため息いきを吐つく。

　目の前の男は、もう一人の自分なのだ。

　もしも、花文王が存在しなかったら、自分はこの男と同じ境きよう遇ぐうを辿たどっていたかもしれない、と伯龍は思う。国を失い、頼る者も持たない公子が生きて行くとしたら、盗賊としての道しかなかっただろう。

　この男の苦しみを伯龍もまた知っている。

　国を滅ぼした董国への恨み。父母を殺されたことへの怒り、そして何もできなかった自分への憤いきどおり。

　もし、傍そばに紅蘭という少女の存在がなかったとしたら。

　自分はいまもその暗くら闇やみの中であがいていたかもしれない、と伯龍は振ふり返る。

「これから一いつ緒しよにいろんなこと、やっていきましょうね」と言って、笑え顔がおを向け、この暗闇から引きずり出してくれた紅蘭という存在がなかったとしたら。それは、想像するだに恐おそろしい。

　この目の前の男は、自分と違って幼い頃ころに紅蘭と出会っていた。だからおそらく、どんなに苦しい状じよう況きように陥おちいったときでも、紅蘭のことを思い出して、暗闇の底まで落ちることがなかったのに違いない。

　この男にとっての紅蘭は、自分と同じくかけがえのない存在だ。

　だからこそ恐ろしいと、伯龍は激しく警けい戒かいする。

　私人としての感情だけで言うなら、こんなところからさっさと紅蘭を連れ去りたいところだ。しかし、いまは、まずこちらの話が先である。

　伯龍は、男の挑発に乗らないよう、意識して冷静さを保ちながら、話を続けた。

「はい、どうやら、討伐軍の主目的は、叛はん乱らん軍を討伐することにはないようでございます」

「討伐軍という名なのに、討伐することが主目的ではないとは、これまたおかしなことを言うな。では、いったい何が目的なんだ？」

「さあ、本当の目的は、我々、他国からの援えん軍ぐんには知らされてはいないのです。ただ、我が軍や青国の軍、さらに黎奉太子の軍にまで、討伐軍本ほん陣じんから兵ひよう糧ろうが送られて来ないため、そこから我々が推理した答えはございますが」

　伯龍は、口角をぐいと上げて、笑みを浮うかべて見せる。

「兵糧が送られて来ない……だと？　だから、おまえたちの軍は、あんな適当な攻こう撃げきしか仕し掛かけてこなかったのか？」

　もう一度、笑みを浮かべて伯龍は勝負を仕掛ける。

　案の定、兵糧のことは相手にとって想定外だったようだ。まさかここまで、討伐軍の内部が分ぶん裂れつしているとは思うまい。あと一押しで目の前の男は、士台との関係を口にするだろう。

「あなたたちこそ、毎日、小こ競ぜり合いしか仕掛けてこないではありませんか。いったい、董国の宰さい相しよう、士台殿からどう言い含められているのです？」

「董国の……宰相……。では、逆に聞くが、そなたたちはただ兵糧が送られて来ないだけで、特に攻撃をするなとは言われてはいない、というわけか」

「攻撃をするな、ですか……。やはり、そうなのですね」

　子翠たちと陣幕の中で巡めぐらせた推理は、やはり当たっていたのだ。董国軍、いや、士台と叛乱軍とは、完全に通じている。

「やはり、北野城で士台殿の軍、玄宝殿の軍が大だい活かつ躍やくしたというのは噓なのですね。北野城では、戦いくさなど行われてはいないのでしょう？　ここも、そうなるはずだった。そう士台殿から聞かされていた。それなのに、なぜか討伐軍は普ふ通つうに攻撃を仕掛けて来た……と、こういうわけですか」

「何だ、何を一人で勝手に納なつ得とくしているんだ」

　伯龍の目の前で、啓徳はわけがわからぬという表情を見せて憤ふん慨がいしている。

　伯龍には何となく、この筋書きが見えてきた。

　この臨陽城の戦線では、戦うなという指示は出されていない。出さない理由は何かと言えば、それは、花国軍、何より黎奉の軍を弱らせるためではないのか。

　兵糧が届かぬことは、花国の国庫を苦しめる。黎奉の兵たちは、花国の兵糧で日々の食事を賄まかなうわけだから、これもまた花国の兵糧庫に痛手を与あたえるばかりだ。

　ここまでなら、黎奉の軍には何も痛手はなかった。北野城と同じく、叛乱軍と口裏を合わせた上での不戦を貫つらぬく策を取るならば、苦しくなるのは花国だけのはずだった。

　なぜか、董国、いや士台は黎奉にも痛手を与えている。

　ここでは、小競り合いとはいえ実際に戦が起きている。そのため、北野城の戦線と異なり、黎奉の軍は通常の戦同様、兵が疲ひ弊へいすることになる。いま、死人が出ていないのは、伯龍たちがおかしいと気付いて、本気の攻撃をしていないからに他ほかならない。それでもこのまま、戦が長引けば死人も出よう。それなのに、黎奉の軍、ひいては黎奉が得ることができるのは「はかばかしい働きをしていない」という嬉うれしくもない評価だけである。一方で、士台と玄宝は、兵糧も兵も何ひとつ失うことなく、大活躍したという肯こう定てい的な評価だけを得ることができる。

　だから、そのためだけに、ここ臨陽城では不戦の取り決めがされていないのだ。

　逆に、伯龍たちがおかしいと気付かずに、臨陽城を本気で攻せめ落としにかかったとしたら、黎奉が活躍してしまう恐れもあった。そうなった場合には、兵糧を止めるだけでは済まなかったかもしれない。さらなる妨ぼう害がい策が講じられて、黎奉の活躍を封ふうじる手立てがなされたかもしれないのだ。

　そう考えると、伯龍たちが絶対に攻めないという保証はどこにもなかったわけだから、この目の前の男、啓徳は士台からしてみればいつ命を落としてもおかしくない、ただの捨て駒ごまだ。

　この討伐軍との戦乱の中で、この男が斬きられたり流れ矢に当たったりしたとしても、それは仕方がないことだ。なぜなら、叛乱を起こしたのは、この男なのだから。その首しゆ謀ぼう者しやが正義の名のもとに誅ちゆう伐ばつされることは、当たり前の結果でしかない。

　そして、賊ぞくたちの命という士台にとっては犠ぎ牲せいとも言えないぐらいの些さ末まつな犠牲だけで、隣りん国ごくの力を削そぎつつ玄宝は王位に近付き、自らの地位も盤ばん石じやくになるのだから、これ以上の策はない。士台が考えているのは、こんなところだろうか。──何とも恐ろしい策を立てる、と伯龍は背筋が震ふるえる思いだった。

　これを、目の前の男に伝えねばならないのか。あなたは、董国の宰相にいいように使われて、捨てられるだけの駒なのだ、と。そう、伝えねばならないのか。

　そして、それを紅蘭はどう受け止めるだろうか。

　男は、また怒いかりを露あらわにしたりしないだろうか。

　考えると、胃がきりきり痛むようだったが、伯龍はその先を口にするしかなかった。
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「なるほどな、やはり自分は捨て駒だったということか」

　伯龍の話を聞いた啓徳は、意い気き消しよう沈ちんした表情を浮かべはした。もちろん裏切られたと聞いて喜ぶ者はいない。しかし、ある程度、想定内だったようで、さほど取り乱すことはなかった。

　このようなこと、幼いときから繰くり返し味わっているのかもしれなかった。

　むしろ、先ほどの伯龍に対しての牙きばのむき方の方が、感情的だったぐらいだ。

「ここから先はどうなると予想しているんだ？」

「そうですね、このままずっと叛乱軍が臨陽城に立てこもったまま、というわけにはいかないでしょう。遅おそかれ早かれ、士台殿の軍、玄宝殿の軍の活躍により、乱が収束するという筋書きが演じられることとなるでしょう」

「そこで俺は、乱の首謀者として首を取られることになるのか」

　さすがに、啓徳も自分で口にしてみた言葉に衝しよう撃げきを受けたのか、肩かたを落とす。

「では──、その筋書きを変えるしかないわね」

　ここまで黙だまって話を聞いていた紅蘭が、何か思うところがあるというように口を開いた。

「姫ひめ様……」

「伯龍、こんな夜中に忍しのび込んでくるなんて、さっき啓徳も言っていたように、私のことを連れ帰るつもりだったのでしょう」

　紅蘭は、伯龍をじっと見み据すえる。もちろん、紅蘭には一刻も早く安全なところに避ひ難なんして欲しいというのが、伯龍の願いだ。個人的な啓徳という男への警戒や嫉しつ妬とを差し引いても、ここは戦場であり、危険なのだ。

　しかし、紅蘭がそれを望まないであろうことも、また、伯龍は百も承知だった。伯龍は、表情を変えずすました様子を貫いたが、答えを口にする前に、紅蘭は自ら続きを語り始めた。

「この城を出て私はいったいどこへ行けばよいと言うの？　そもそも士台殿どのの命で、私は誘ゆう拐かいされてここに閉じこめられているのよ。この城の周囲に、士台殿の目は必ずあるはずだわ。私がここからいなくなれば、すぐにそれは知れるはず。それに元いた離り宮きゆうに戻もどると言っても、あそこは董国の城なのだから、自おのずと伝わるわね。かと言って、董国に招待されたままの状態で勝手に花国に逃にげ帰ることもできない」

「それはそうですが……どこかに身を隠かくすという方法も」

「いえ、先ほども言ったように、この城を出た時点で、それは士台殿に伝わるわ。だから、私はずっとこの城にとどまっていたのよ。私がいなくなったら、啓徳たちが士台殿の言いつけを破ったということ。士台殿を裏切り、何か別の策を独自に模も索さくし始めていると、警けい戒かいされてしまうに違ちがいないわ。最悪、口封じのためすぐにこの城に攻めに来るかもしれない。だから、私はこの件が収束するまでこの城を出る気はないの」

「姫様、しかし……この城が戦場になるかもしれないのです。士台殿の軍が攻めて来るかもしれないのです」

　紅蘭は、伯龍の言に頭かぶりを振ふる。

「攻めて来ないように策を立てればいいじゃない」

「まったく簡単におっしゃいますね」

「ええ、伯龍のことを信じているから。こうやって危ないところを助けに来てくれる伯龍なら、それぐらい考えてくれると思うから」

　紅蘭は、にっこりと笑えみを浮かべた。

「それに、私もここ数日で少し考えてみたの」

「紅蘭殿は頼たのもしいな」

　啓徳が、紅蘭を眩まぶしい表情で見つめる。

「わかりました。姫様が助けたいと思うお人なら、私も外から策を立ててお助けしましょう」

　伯龍も、紅蘭に負けじと、そう答えるしかなかった。

「それで、姫様はどんなことをお考えになったのです？　姫様の考えをまずお聞かせください」

「わかったわ」

　紅蘭は、自分の考えた策をさっそく披ひ露ろうする。

「啓徳が前にやったようにして、新たな落書を国中に広めたらどうかと思うのよ。前の落書の内容では、啓徳が董国王を斃たおして、その後に啓徳たちが新たな国を作るかのように受け取れるわよね。でも、実際に董国王を斃そうとしているのは、士台殿でしょう。だから、まず啓徳たちは新しい落書で国を取る気がないことを宣言しないといけないわ。そして、実際に、董国王を斃した後に、政権を奪だつ取しゆするであろう者が他にいることがわかるような文にして……さらに、玄宝が王になるよりももっと適任がいること、現太子がそのまま王位に就つけば、民たみのための世となるであろうことを伝え、こんな乱に意味などまったくないということを国民に訴うつたえるのよ」

「なるほど」

「真実を国民たちに知らせるわけだな」

　伯龍と啓徳が同時に声を上げた。さらに季雲や尚桜も、紅蘭の案に頷うなずいた。

「ただ、これを短期間に董国中に広めるには維新党だけでは無理があるわ。だから、これを援えん軍ぐんに来ている我が国の兵たちを使って、極ごく秘ひ裏りに行って欲しいの。いえ、字が書けるなら、兵だけに限る必要はないわ、それこそ働きたいと思っている者がいて、その者が信用できるのであれば、金子を渡わたしてやらせてみたらいいと思うの。その働きぶりがよければ、それを記録しておいて、また何か人手が必要なことが今後出てきたときには、その者に頼めばいいじゃない。もちろん今回は、外国での作業になるから、花国から董国に国境を越こえて大量の民を寄よ越こすことはできないわ。花国でいまから雇やとい入れるとしても、ごく少数にはなるでしょうけれど、それでもこれを試ためしてみて損はないと思うのよ」

「なるほど、そりゃいいや」

　啓徳が大きな声を上げた。

「それこそ、いまは緊きん急きゆうの時だから、どんな職の者であろうと、どんな身分の者であろうと贅ぜい沢たくは言っていられないと思うのだけれど。どうかしら、伯龍？」

「さすがです、姫様。私が献けん策さくするまでもない。私は外から、この策が上手うまくいくように万ばん事じ取り計らいましょう」

　拱きよう手しゆする伯龍に、紅蘭は「後は任せたわよ」と頷いた。







（ここで引き留めなければ、伯龍はもう行ってしまう。強がっている場合じゃない、というのに……私ったらどうしていつもこうなのかしら）

　心の奥の奥ではそう思っているというのに、表面ではつい気き丈じような態度を取ってしまう。紅蘭は、甘えた言葉を発することができなかった。

　もう充じゆう分ぶんだと、このままここから連れて行って、どこかに隠して欲しいとなぜ言えないのか。どこにでもいる普ふ通つうの女性のように、離はなれているのは寂さびしかったとなぜ素す直なおに甘えられないのか。

　このままここで離れてしまったら、この戦乱が片付くまで逢あうことはできないというのに、なぜ自分はこのように強がってしまうのか。

（可愛かわいらしく甘えればいいだけだとわかってはいるわ。でも、それよりも……いまここで啓徳たちを無責任に放ほうってはおけない、と思ってしまうのだもの）

　そう思うと、一人の女性としての自分のことなど、紅蘭にとって二の次になってしまうのだ。

「姫様……」

　話は決着したはずなのに、まだ何か言い足りないような表情を伯龍は浮うかべている。

「何？」

「本当のことを言えば、私はやはり姫様のことをここから連れて共に帰りたいです。尚桜に姫様の身代わり役でもしてもらって、姫様は戦いくさが終わるまでどこかに隠れていらっしゃればいいのに……と、周りのことを考えない人でなしなことを本音では言ってしまいたいぐらいには、私はここから姫様のことを連れ出したく思っているのです。なぜなら、いまは戦っているふりをしているだけとはいえ、何が起こるかわからない戦乱の最中なのです。ここで手を放したら、生きて逢えるかどうか保証はないのですから」

　感情を表に出さない伯龍にしては珍めずらしく、いつになく激しい口調でまくしたてながら、紅蘭に手を伸のばす。紅蘭が想像していた以上の強い力で、伯龍の両手は紅蘭の手を握にぎりしめた。

　もしここで、手を握られたまま「さあ、何をやっているんですか、行きますよ」とでも言われてしまったなら、小さく頷いて従ってしまいそうだ。それぐらい、紅蘭の気持ちも奥底ではぐらぐらと揺ゆれていた。

　胸の奥の方がぎゅっと締しめ付けられるような感覚を覚える。

　身を切られるように感じた紅蘭は、伯龍に視線を合わせられなくて、思わず目を固く瞑つぶった。

　目が合ったなら、それこそ「連れて行って」と言いたくなってしまいそうだからだ。

「それでも、姫様は……ここに残るとおっしゃるのでしょう。仕方ないですから、外から姫様の助けになるよう精せい一いつ杯ぱい、私なりに助力させていただきます」

　まるで自分自身に言い聞かせるように語る伯龍に、紅蘭も唇くちびるを嚙かみしめながら頷いた。
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　翌日、董国内の討とう伐ばつ軍の布ふ陣じんに大きな変化が生じた。

　北野城の叛はん乱らん軍を、宰さい相しよう・士台の軍、玄宝の軍とが大いに活かつ躍やくし退け、北野城を奪だつ還かんしたというのである。

　これによって、宰相軍、玄宝軍は戦線を東南へと移動。審昌城攻こう略りやくの布陣を敷しいた。

　一方で、当初より審昌城攻略に当たっていた青国公子、仁叔が率いる軍は、臨陽城の戦線に移動となる。

　青国国境に近い審昌城から離され、花国国境付近まで行軍を強しいられることとなる移動を青国は拒こばんだが、受け入れられることはなかった。

　この董国内における各軍の大移動に乗じて、花国の軍から少数の兵たちが董国全土へと散った。このとき、花国内から、董国内に少数の旅行者が入国したとも言う。しかし、街かい道どうは大軍に埋うめ尽つくされ、花国の者が少数動いたことなど、誰だれも気には留めなかった。
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　そのさらに翌日のことである。

　王都・咸宗の城じよう壁へきにまたも、怪あやしげな落書が見つかった。

『我われらただ耕すことを欲ほつすのみ

君堕だ落らくせんといえど我ら立つべからず

末子もまた立つべからず

立つべき者は、すなわち太子なり

太子、陰ひそかに善を行いて

民のための政まつりごとをせんと欲す

太子こそ蓋けだし命を受くるの者なり』

　落書の前には、黒山の人だかり。

　人々は口々に、落書について意見を述べ、戦わせている。

　字の読めない者は、読める者に解説を頼たのんだ。

「おい、この前、維新党ってぇのが革命を起こしたとか何とか言ってなかったかい」

「そう聞いてたけどもなぁ、だからいま外国からも兵隊がたくさん来て、戦してんだろ」

　大きな荷物を背負った男が、それに答える。

「ああ、昨日、街道を通って来たけども、ものすごい数の兵隊が歩いてたわ」

「それなのに、『我ら立つべからず』ってどういうことだ？　維新党が政権を奪うばうってぇから、戦が始まったんだろ」

　字の読めない者が、読める者に問う。

「その『我ら立つべからず』ってのは、どういう意味なんですか」

「その前に『我らただ耕すことを欲すのみ』とあるから、これは前の落書を書いた犯人と一いつ緒しよ、維新党のヤツらが書いたものだと思うんだが……、『我ら』つまり維新党のヤツらは、『立つべからず』、つまり自分たちは政権を取ろうと思わないと言ってる」

「じゃあ、戦してる意味がないってことですかい」

「そういうことだなぁ、自分たちは革命起こす気がないってことだなぁ」

　解説をした男は、両手を広げる。

「末子ってのは、誰なんだ？」

「あれだろ、こないだも北野城落とすのに大活躍したとかいう、将軍様だろ。王様の末子だそうじゃないか」

「そうなのか、ええと、宰相様の甥おい御ご様か。皇后様の御み子この。それなのに、何で『立つべからず』なんだ？　太子様がいらっしゃるから、順序を守れってことかい？」

「いや、それだけじゃないだろ。太子様の方が王位にふさわしいってんだろ。何しろ、太子様は『命を受くる』──天命があるって言ってんだからさ」

「『陰に善を行う』ってのは、何だ？」

「何か徳のあることをこっそりやってくれてるってんだろ？　何してるかわかんねぇけどもさ、この『民たみのための政』っていうのが本当のことなんだとしたら、この太子様の方に王位は継ついでもらいたいな」

　そこにいた皆みなが、大きく頷うなずく。

「ああ、そうだな」

「税が軽くなるのが一番だ」

「いや何より、夫ぶ役えきが軽くなるんなら、俺は何だっていい」

「革命起こそうとしたヤツらが任せたいってんなら、太子様ってのは俺らのことを考えた政をしてくれるってことなんだろ」

「いや、そうじゃなきゃ困るだろ。俺たち、このままじゃもう冬を越こせねぇや」

「そうだな、本当にそうだ、とにかくこの戦が治まって、暮らしやすくなることが一番だ。それ以上の贅ぜい沢たくは、俺たち望まねぇ」

「そうだ、そうだ」

　落書が見つかったのは、咸宗の都の城壁だけではなかった。

　以前、落書が見つかったときと同様、董国内のあちこちの邑まちで、同時多発的に落書が発見されたのだ。

　どの落書の前でも、咸宗同様、人々が集まり、何やかやと意見を交こう換かんしあっていた。

　しかし、どこでも、結局は民のための政を行ってくれる人が王となるのが一番という結論に至るのであった。
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　審昌城攻略へと戦線を移動した宰相・士台の軍と、玄宝の軍とは、ここでもまた大いに活躍を見せ、五日と経たたぬうちに、城を陥かん落らくさせた。

　董国内では、これまで青国はいったい何をやっていたんだという世論が高まった。しかしその一方で、董国の民たちは、ここ数日の間で蝗いなごのごとく国内に広まった落書の話題について議論することに忙いそがしいようだった。

　宰相軍と玄宝軍は、いよいよ最後まで持ちこたえた臨陽城を攻略すべく、南西へと行軍した。
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　士台たちの軍が臨陽に着陣する前夜、黎奉の陣屋では、伯龍、仁叔、子翠が集まって、これまでのこと、今後の戦線について話し合っていた。この四人だけのおよそ私的な語り合いであり、黎奉ももちろん士台に報告するつもりはないようだ。軍議とは呼べないしろものである。

「いよいよ明日、士台、玄宝がこの臨陽に着ちやく陣じんする。審昌城を陥落させたとのことだが、こたびもまた審昌城の賊ぞくと士台たちは、手を結んでおる。戦いくさは行われなかったと間者から報告を受けている」

　黎奉が渋しぶい顔で、皆に報告した。

　仁叔は、審昌城に士台たちが来ると聞き、自らもここに残ると希望した。推理の通り、士台たちが賊たちと通じていてここでも戦わないつもりであるなら、当然それは許されないだろうと思いながらこの要望を出した仁叔であったが、案の定、それは受け入れられぬとの答えが返ってきた。青国軍は、臨陽の戦線へと移動することとなった。そのため、黎奉が審昌城近くに間者を潜ひそませたのである。

「ここまでまったく戦せん端たんを開かず、士台は臨陽に来るわけだが、臨陽には我々もいる。いったいこの戦どのように決着をつける心づもりか」

　黎奉は、三人の顔を見回しながら、意見を求めた。

「我々青国軍を移動させたということは審昌でも戦わないつもりであるとは予想していたが、やはり、といったところですね。さて、ここでも戦わずにすますつもりなのか」

「最後まで戦わない方が、被ひ害がいは何もなく終われるでしょうが、ここには俺たちがいますからね。ここまでのからくりを大々的に披ひ露ろうしてまで、不戦を貫つらぬくことに利があるかどうか」

「うむ。しかし、最初に伯龍殿どのから推理を伺うかがったときには、我が耳を疑ったものだが、まさか本当に戦をせずに大勝を吹ふい聴ちようしているとはな」

　黎奉が、仁叔、子翠の意見に頷き、首をすくめた。

「まったくの無血で、ここまで事を運んでいるのですから、見事と言う他ほかありません。この先も平和裏りに解決を目指してくださるとよいのですがね」

　伯龍が皮肉るような発言をする。

　確かに、士台の策は、何の犠ぎ牲せいも出さないという点では見事である。この後に目指すものが、私利私欲とは関係ない、平和な世を導き出すための策なのだとしたら、まことに素す晴ばらしい策だとも言えよう。

　しかし、以前にも皆で推理したように、もし董国王を斃たおすことだけが目的なのだとしたら、ここまで手の込んだことは必要ないはずである。ただ、毒殺が成功しさえすればいいのだ。

「ただ現董国王を斃すことだけが目的であれば、この戦自体が必要のないものです。恐おそれながら、士台殿にとって真の敵を蹴け落おとす戦いがここから始まるものと思われます」

　伯龍の言に、皆が黎奉へと視線を移した。

「とはいえ、士台殿がいきなり黎奉殿に刃やいばを向けるわけではないでしょう」

　伯龍の推理に、子翠が同意する。

「そりゃそうだろうな、そんな人物ならば、ここまでの策は立てて来ないだろうね」

「当面の敵は、やはり臨陽城にあり、ということでしょうか」

　仁叔の言葉に、伯龍は頷いて見せた。

「臨陽の賊たちに対して、今度は本当に戦端を開き、玄宝軍が活かつ躍やくしているという事実を作り出すこと。明日からは、この策の段階に入って来るのではないでしょうか。最終的にどこまで目指しているのかはわかりませんが」

「どこまで、というのは、維新党を滅ほろぼし、党首の首を取るところまで戦うかどうか、ということか？」

　黎奉の問いに、伯龍は頷いた。

「あの落書は、紅蘭殿のお考えなのであろう。あれを流る布ふさせることによって、ますます士台は、玄宝を活躍させざるを得なくなってしまったのではないかと思うのだが、臨陽城の紅蘭殿は危険ではないのか？」

　黎奉が、心底、心配しているという表情を浮うかべながら、伯龍に視線を向ける。

　臨陽城に忍しのび込んだ翌日、城から送られて来た落書の案を見た伯龍も、その目を疑った。確かに、維新党に叛はん意いがないことは盛り込まれているものの、これでは玄宝が王の器うつわではないと喧けん伝でんしているようなものだ。このことが民たちの間に広まれば、士台はそんなことはないと玄宝のいいところを見せるため活躍を演出してやらねばならなくなる。

「この落書によって、士台殿があまりに怪あやしい行動を取られたときには、追い詰つめればいい」

　というのが、落書案に続けて書かれていた紅蘭の策であったが、これは臨陽城が攻せめられる恐れもあると覚かく悟ごの上だろう。そういった可能性も見込んだ上での危険な策だった。

（まったくあなたという方は、いつもいつも自ら危険の矢やお面もてに立とうとするなんて……）

　伯龍は溜ため息いきを吐つくしかなかったが、尻尾しつぽを出さない士台を前に手詰まりであることもまた事実であった。逆に、策にまんまと乗り怪しげな動きをしてくれれば、捕ほ縛ばくできる可能性もある。

「確かに、危険ではございますが……これしか方法がない、と」

　伯龍の言に黎奉は仕方ないといった表情を浮かべながら頷いたが、子翠は納なつ得とくしないというように反論する。

「それはそうかもしれないがね、危険とわかっているなら、どうしてその落書の案と一いつ緒しよに紅蘭殿を城から救い出して来なかったんだい」

「私も心配でしたので、当然、説得はしましたが、ああなったときの姫ひめ様は本当に一歩も引かないのです。自分がいなくなれば、すぐに士台殿が異変に気付くはずだと言いまして……」

　伯龍とて、この前忍び入ったときに、本当は紅蘭を連れて戻もどりたかったし、その思いは精せい一いつ杯ぱい伝えたのだ。紅蘭の安全だけを考えるなら、無理やりにでも攫さらってどこかに隠かくしてしまうという手もあったし、私人としての思いだけで動いてよいものなら、すぐにでも城から救出して、自らの手で守り抜ぬきたかった。しかし、この件を無事に解決したいという紅蘭の思いを無下にしてまで、そうしてよいのかどうかという迷いが生じた。結果、紅蘭の策を受け入れざるを得ない自分がいたのだ。
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「確かに、士台は抜け目のない人物だ。臨陽城の周囲に間者を放っておるであろうから、紅蘭殿が城から姿を消せば、当然、警けい戒かいはするであろうな」

　伯龍の言い訳を、黎奉が助ける。

「ええ」

「これで我われ々われの目指すところは、士台の企たくらみを暴あばき、阻そ止ししながら、紅蘭殿を無事救出するということになったわけだな」

　黎奉が、今後の方針を取りまとめ、伯龍、仁叔、子翠が力強く頷うなずいた。

　そう、黎奉に言われるまでもなく、紅蘭をこの窮きゆう地ちから救い出さなければいけないのだ。伯龍は、決意を新たにした。
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　その頃ころ、董国のあちこちでは、落書を巡めぐる噂うわさ話ばなしが民たみの間でしきりに繰くり返されるようになっていた。

「最近あちこちにある落書だが、皇后様の御み子この董進様が王位に就つこうとしているって本当か」

「ああ、そうらしいな。太子様は他にいらっしゃるのにな」

「しかも、太子様の方が民のための政まつりごとを行おうとしているって話じゃないか。……実は、ここだけの話なんだけどもよ、太子様は夫ぶ役えきを減らして、農民が暮らしやすい世の中を作ろうと考えていらっしゃるようだぜ」

「だとしたら、ありがてぇよなぁ。戦いくさなんてさっさと終えて、太子様がそのまま王様になりゃあ、それでいいじゃねぇか、なぁ」

「そうだそうだ」

「それと、最初の頃は、維新党ってヤツらによって革命が起き、新しい国でもできるんじゃないかってひやひやしたもんだけどもなぁ、そんなことはないらしいよな」

「そうなのか？　維新党って、革命起こしたから、いま戦になってんじゃねぇのか」

「いや、最初はそういう話だったんだけどよ、落書で『我ら立つべからず』ってはっきり言ってるだろ？」

「じゃあ、この前の落書はいったい何だったんだ？」

「さあ、よくはわかんねぇけど、ここだけの話……、董進様が王位を狙ねらってる、宰さい相しよう様がその裏で操あやつってる、気をつけろってことを告発するための下準備だったんじゃねぇのかって話」

「そうなのか？　じゃあ、もう俺たちはその話を知って、気をつけることができてるからヤツらの気は済んだのか？　だったら、戦も終わりかね？」

「ああ、終わりじゃないか？　これで、太子様が王様になりゃ、何もかも丸く収まっておしまいさ」

「そりゃいいな、早くそうなってくれんかねぇ」

「しかし、戦と言えば、ここだけの話、こんな話も聞いたんだ。今回の戦、お隣となりの花国や青国から援えん軍ぐんが来てるだろう。そこに、国王様の軍が兵ひよう糧ろうを送らないって言うのさ」

「なんだ、そりゃあひでぇこったなぁ」

「そこには、太子様の軍も一緒にいるらしいんだが、太子様の軍にも兵糧が届かねぇらしい」

「なんだと。王様は、太子様のことが嫌きらいなのか？」

「わからねぇ。それもあって、宰相様の軍ばかりが大活躍、太子様の軍は活躍できないらしいぜ」

「そりゃあ、何ともひどいこった。いまの王様になってから、ろくなことがねぇよなぁ。他ほかの国と戦ばっかして、それで領土が増えてるんだから国は豊かになってもいいようなものの、俺たちは苦しくなるばっかりで何もいいことねぇ」

「王様たちばっかりがいい目を見てるんだろうさ。領土が増えたって、俺たちは夫役に取られるばっかりでなぁ」

「王様たちしかいい思いしねぇんだったら、戦なんざもうやめてもらいてぇよ」

「それも太子様が王様になるまでの辛しん抱ぼうよ」

「ああ、そうだなぁ」

　実は、その邑まち近辺では見かけたことのない旅の男が、いつの間にか会話に交じっていて、ここだけの話をしていくという現象が、北でも南でも、東でも西でも、同時に起きていたのだが。見かけたことのない旅の男たちについて、気にする者はほとんどいなかった。

　ただ、いつの間にか、民たちはごく自然に望むようになっていた。

　いまの王ではなく、玄宝でもない。

　太子・黎奉による治世を。
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　翌朝、伯龍は陣じん屋やの外から聞こえて来る、多数の蹄ひづめの音と馬の嘶いななきで目を覚ました。

　どうやら、士台と玄宝の軍が、合流を始めたらしい。紅蘭が攫われてから、十二日目の朝のことだった。

「失礼するぞ」

　身み支じ度たくを調ととのえていると、季雲が陣幕の内へと入って来た。

「季雲か、どうした」

「兵糧が届いた」

　言いながら季雲は、胸の前で両手を開いて見せる。蒸むした黍きびの団子を乾ほした保存食が二個、季雲の手の平の上にあった。

「わざわざ言いに来るということは、もしやこれは……花国からではなく、董国の本陣から届いたのか」

「ああ、そうだ。沮宰相様と一いつ緒しよにようやく兵糧もご到とう着ちやくというこった」

　季雲は、ひとつを伯龍に渡わたすと、虎とらの敷しき物ものの上にあぐらをかいた。自らは、残ったひとつにかぶりつく。

「ようやく兵糧を送って来てくださったということは、士台殿どのはそろそろこの戦をおしまいにするつもりかもしれない。あの合理的なお方が、そう長い間、無む駄だ飯めしを配ってくださるとは思えないからね」

　季雲は、伯龍の言葉に頷いた。
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　臨陽城の城じよう壁へきから東に見える討とう伐ばつ軍の本陣は、いつの間にか膨ふくれあがっていた。

　五日ほど前にも、「青」の旗を掲かかげた一万ほどの軍が着陣し、その数を増やしたばかりだが、今朝はまた続々と新たな軍がやって来ては陣を構え始めている。

　横長に広がった陣の前列には、これまで臨陽城に布陣していた花国軍、その援軍の江国軍、黎奉の軍の幡はん旗きが見える。新たに加わった青国軍と宰相軍、玄宝軍は後列に収まったようだ。

　新たな布陣を確かく認にんした啓徳は、いつものように三十人ほどの手勢を引き連れて、城門から出しゆつ撃げきした。

　まっすぐ討伐軍の陣に向け、馬を駆かる。

　前曲に構える兵たちの姿が、視界の中で次し第だいに大きくなる。右う翼よくに布陣する花国軍に向けて、啓徳は遊撃隊を進めた。

　ドンドンドン。

　太たい鼓この音に続き、敵てき襲しゆうを告げる声。

　構える盾じゆん兵ぺいと弓きゆう兵へい。

　いつもと勝手が違ちがうのは、後曲、「董」「沮」の幡旗を掲げた辺りの隊から激しいざわめきが聞こえてきたことだった。

「何だ、あいつら……」

「……叛はん乱らん軍のヤツら……攻こう撃げきして来ないんじゃ……」

　距きよ離りがあるためはっきりとは聞こえないが、ざわめきの一部を、断だん片ぺん的てきに啓徳も聞き取ることができた。

　なるほど、沮宰相が率いて来た軍は、これまで本当に戦って来なかったらしい。

「あれぐらいなら、……俺たちでも……討うち取れる……」

「ああ……討ち取っちまえ……」

「沮」の旗の立つ隊のうち、何人かの兵が弓を構えだした。

　叛乱軍があまりに小勢なのを見て、手て柄がらを上げようとでも考えたのだろうか。

「お頭かしら、まだ方向転てん換かんしないんですかい」

「そろそろだ」

　啓徳は、手た綱づなを操あやつって馬を方向転換させた。

　しかし、後曲の動きに気を取られ、反転する機会がいつもよりも遅おくれた。

　上空から、無数の矢が雨のように降り注ぐ。

　先ほど構えていた沮宰相隊の矢ではない。花国の弓兵たちが放ったものだ。

　いつもなら、花国軍の放つ矢は遊撃隊の上げた背後の土つち埃ぼこりだけを掠かすめるはずだった。

　ところが。啓徳が退たい却きやくの時機を誤ったためか、矢の雨は遊撃隊の真上にまともに降ってきた。

　突とつ然ぜん、啓徳の背後で馬が激しく嘶いななく声が聞こえる。

　続けて、どうっという音と共に、人が地面に叩たたきつけられた。

　矢を受けた馬が竿さお立だちになったのだ。

　啓徳は、再び馬を元来た方へと走らせると、落馬した男に向けて、手を伸のばした。男が摑つかんだ瞬しゆん間かんに、力を込めて馬上まで引き上げる。

　持ち上げた男は、自分の鞍くらの前に荷物のように横向きに乗せた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「へい、大丈夫です。お頭、すんません」

　男は、馬の腹に必死に抱だきつくような姿勢のまま、答えた。

　馬首を再び城門の方へと転換させ、急ぎ腹を蹴けったが、弓兵の放った第二波が襲おそった。啓徳は、剣けんを素す早ばやく鞘さやから抜ぬくと、降り注ぐ矢を剣で薙なぎ払はらう。

「さっきは、こちらの退却が遅れたことが原因かと思ったが……まだ攻撃してくるか。どうした、今日の攻撃は本気じゃないか。これまでとの違いは、董国の宰さい相しよう殿の着陣か。沮宰相の隊の雑ぞう兵ひようたちが本気で攻撃して来ないように、俺たちを追い払ってくれているんだろうな。いや、それとも……あの雑兵たちのように、沮宰相の前で手柄を上げたいというわけでもねぇよなぁ」

　いや、まさか。啓徳の頭に考えたくはない嫌いやな思いが浮うかんでは消える。

（伯龍という男は、先日の対面で俺の思いに気付いたに違いない。だとしたら、俺を助ける義理なんてないんじゃないのか。俺は見捨てて、紅蘭殿だけを助ければいいじゃないか）

　いや、まさか。そんな男だったとは思いたくはない。

　紅蘭が、そんな卑ひ怯きような男を好きになるだなどと信じたくはない。

　城門に向けて馬を疾しつ駆くさせながら、啓徳は花国の陣を振ふり返った。

　どの辺りにあの男はいるのだろう。

　本当にあの男は、俺たちを助けるつもりはあるのだろうか。

　目を凝こらしたが、どこに伯龍がいるのか、見分けることは難しい。

「急げ、今日はこれで退却だ！　怪け我が人は他ほかにいないか！」

　啓徳は、諦あきらめて叫さけびながら、前を走る遊撃隊の背を追った。
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　城壁から様子をうかがっていた紅蘭と尚桜は、今日の戦せん闘とうはいつもと勝手が違うことにすぐ気が付いた。

「まだ啓徳たちが離はなれていないのに……。矢を射かけるのが早すぎるわ」

　花国の攻撃を見た紅蘭が呟つぶやいた。尚桜も、それに頷うなずく。

「でも、それは董国軍の雑兵たちが先に矢を射かけようとしたからではないですか？」

「そうね、士台殿の軍は、こちらの策を知らないのだもの。本気で攻撃してしまうといけないものね。だから、伯龍が啓徳たちを遠ざけようとしているのよね」

　言っているそばから、一人の男の馬に矢が当たる。

「きゃっ！」

　紅蘭は、思わず小さな悲鳴を上げる。

　乗っていた男は落馬した。

「どういうことかしら……。そうは言っても、本気で当てなくとも……。やはり、士台殿が着ちやく陣じんしたことで、昨日までのように、攻撃し合う振りもしていられないのかしら」

「そうかもしれませんね」

　ここまでの策を見る限り、士台という男は油断ならない。

　本気で討伐軍として振る舞まわなければ、紅蘭たちが陰で動いていることが士台にばれてしまうかもしれない。伯龍は、そう考えたのであろう。

　しかし、啓徳は伯龍を知らない。ついこの前、初めて会ったばかりなのだ。

　伯龍の考えを代弁したところで、啓徳は信じてくれるだろうか。

　それに、この伯龍の考えは、紅蘭が臨陽城にいて勝手な動きをしたがゆえに生じるものである。紅蘭を守るために、啓徳の部下を怪我させていいという論理は通らないし、身勝手だと誹そしられても仕方がない。

　紅蘭は唇くちびるを嚙かみしめながら、城の内に入って来る啓徳のもとへと走り寄った。

　啓徳たちの足手まといにはなりたくない、せめて何か自分にもできる手伝いをしたいとの思いからだった。

「怪我人は何人ぐらいいるの？」

「わからねぇ。こいつは、落馬したときに骨が折れてるかもしれないな。他にも怪我したヤツがいるかもしれねぇ」

「わかったわ、任せて。この前、伯龍の怪我の手当てもしたばかりだし、怪我によく効く薬草の配合なら私にもわかるわ」

「そりゃあ、助かるな」

　そう答える啓徳の腕うでにも、血が滲にじんでいた。

「啓徳も怪我してるじゃない！」

「こんなのかすり傷だろ」

　矢じりが掠めたのだろう。剣で薙ぎ払っていたようだが、追いつかなかったと見える。

「だめよ、消毒しておかないと化か膿のうするかもしれないわ。かすり傷であろうとなかろうと、怪我した者は、広間に集めて。私と尚桜で手当てをするわ」

「わかった、じゃあ、遠えん慮りよなくお願いする」

「ええ、任せてちょうだい」

　紅蘭は、頷いた。
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　同じような小こ競ぜり合いを繰くり返し、三日が経過した。

　広間には、横たわる怪我人の数が少しずつ増えている。

　彼らに薬湯を飲ませて回る紅蘭のもとに、啓徳が近付いた。

　啓徳自身も、本人曰いわくかすり傷の数が確実に増えている。

「みんなはどうだ？」

「命に別状のあるような大怪我を負った人はいないわ。皆みな、手当てをして安静にすれば、元の生活に戻もどれるはずよ」

　紅蘭の言葉を聞いて、啓徳はほっとしたような表情を一いつ瞬しゆん浮かべる。

　しかし、横たわった手下たちを見み渡わたしているうちに、啓徳の表情は沈ちん鬱うつなものとなった。部下たちを見下ろす瞳ひとみは、何かを堪こらえているような懊おう悩のうの色を浮かべていた。

「怪我してない者に頼たのみたい。……城にいる者を全員、ここに集めて来てくれないか。みんなに話したいことがある」

　啓徳は、決意を固めたように、皆を見回した後、紅蘭を見つめ頷いた。
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　啓徳の呼びかけで、広間には、続々と部下たちが集まって来ていた。

　広間の隅すみには、広げた敷しき物ものの上に怪我人が横たえられて、紅蘭と尚桜が手当てをしている。啓徳自身も、手の怪我に布を巻き付けた姿ではあったが、怪我をした仲間たちに「大丈夫か」と声を掛かけて回っていた。

「さて、そろそろみんな集まったかな」

　広間を見渡し、啓徳が呟く。

「では、怪我人のことは頼んだ」

　椀わんの中の薬草をかき混ぜる紅蘭に一声掛けると、皆の前へと進み出た。

　本来なら城主が立つであろう、屛びよう風ぶの前の空間に歩を進めた啓徳は、一同を見渡しながら口を開く。

「みんな、集まってくれてありがとう。突とつ然ぜん、こんなことになって、みんなには今日までいろいろと無理させたと思う。感謝している」

　啓徳の言葉に、何をいまさら言い出すのかと、広間に集まった皆は隣となりの者と顔を見合わせていた。

「実は、そろそろ……開城しようと思ってるんだ」

　一いつ斉せいにざわめきが広がった。

「開城って、外のヤツらに降こう伏ふくするってことですかい？」

「ちょっと待ってくれよ、お頭かしら、そしたら俺たちどうなるんだよ」

「俺ら、お縄なわになるってのか！」

「董国の宰さい相しよう殿どのが、いいようにしてくれるんじゃなかったのかよ」

　広間のあちこちから、当とう惑わくした声が聞こえてくる。

　当然だ、と啓徳も思う。

　いまのこの状じよう況きようを、わかっている者など誰だれもいないのだ。

　たとえば「革命を起こそう」という志のもとに旗はた揚あげしたのであれば、このような混乱もなかったであろう。

　しかし、誰もそんなことは望んでいなかった。

　ただ、この城に入れと董国の都合で勝手に命じられただけなのだ。

　そして、啓徳自身もこの先どうなるかなど、わかってはいない。

　ただ、ここ数日、出しゆつ撃げきを繰り返してみて、董国の宰相とやらが、自分たちのことをまったく守ってはくれないであろうことだけは、身をもって理解したというだけのことだ。

　ここからは、自分たちで生きる道を模も索さくしなければならない。

「混乱する気持ちは、すげぇよくわかる。でも、落ち着いて聞いてくれ。俺は、この城の門を開けるつもりではあるけど、叛はん乱らんを起こした者として負けを認めて開けるわけじゃない。そもそも、俺たちは叛乱なんて起こしてねぇんだ。そして、そのことは紅蘭殿が考えて広めてくれた落書のおかげで董国中に伝わってるはずなんだ。俺たちは悪くないってな」

　部下たちの間に安あん堵どの声が広がった。

　賊ぞくとして、いつ捕つかまるかわからない、いつ罰ばつせられるかわからない、という日々を過ごして来たわけだから、いつだって役人に捕まる覚かく悟ごはしているはずだ。でも、いわれのないことで捕まって罰せられるのは、皆、納なつ得とくがいかないだろう。

　啓徳とて、それは同じだった。

「俺は、叛乱なんて起こしていない、何かの間ま違ちがいでこんなことになってるっていうことを、開門した上で討とう伐ばつ軍のヤツらに伝えたい。と言って、何もなかったことにするつもりはないぜ。これを機会に、俺たちが普ふ段だんから抱かかえてる不満をヤツらに伝えたいと思う」

　啓徳の言葉を聞いて、皆、「おおっ」と声を上げた。

　先ほどまでの不満に満ちたどよめきとは違う。

　喜びを含ふくんだ声である。その声を聞いて、これは皆が望んでいたことなのだ、と啓徳はあらためて思う。

「俺たちの不満、望み、……これらを伝えたからって、すぐに『はい、そうですか』って世の中が変わるかどうかはわからねぇ。でも、前に俺が紅蘭殿……花国の公主様に伝えたことによって、花国では新しい法を考え始めてくれている。そうやって、世の中は少しずつ変わっていく。だから、今回も……俺は、この機会を無む駄だにはしない。俺たちの抱えている日ひ頃ごろの不満を、伝えたいと思う。そして、少しでも世の中を変えるきっかけになれればいいと思ってる」

　そこまで言って、啓徳は言葉を切った。

　広間に集まった皆が、笑え顔がおで拍はく手しゆをしている。

「じゃあ、開門してもかまわないんだな」

　反対する者はいなかった。

「やっぱお頭に付いて来てよかったよ」

「頼んだぜ、お頭」

　血気盛さかんな仲間は、拳こぶしを突つき上げて啓徳に応こたえていた。
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　それから、半刻ほど。

　伝令によって、臨陽城が開門することを伝えられた討伐軍は、その陣じんを城門の前まで移動した。

　啓徳は、城門の上に立つと、すぐ目前まで迫せまった大軍を見下ろす。

　さすがに、全身が震ふるえるようだった。

　既すでに、眼下の者たちは、一斉に啓徳を見上げている。それでも、演説の開始を告げるため、部下に命じて太たい鼓こを打ち鳴らさせた。

「俺は、賈真と言う。後で詳くわしく説明させてもらうが、なりゆき上、今回、叛乱を起こした首しゆ謀ぼう者しやってことになってる。これから、先ほど伝えた通り、臨陽城の門を開けたいと思う。が、その前に言っておきたいんだが……、この城門の内には、まだ普ふ通つうの民たみたちが暮らしている。董国の城主が、この城を置いていなくなった後、城と一いつ緒しよに置いてけぼりをくらった、何も知らない民たちだ。だから、最初に約束して欲しい。開門したとしても、いきなり城門の内になだれ込んで来て、邑まちや民に手を出すようなことをしない、と」

　啓徳は、ここまで一息に話して、言葉を切る。

　この啓徳の願いに対して、討伐軍の陣から一人の男が騎き馬ばのまま進み出た。

「董国太子、董昭である。賈真殿、民たちの件、約束しよう。私が誓ちかって、民たちには手を出させぬ」

「ありがたい」

　啓徳は、黎奉に拱きよう手しゆして見せてから、部下たちに開門を命じた。

　きしんだ音を立てながら、門が開く。

　黎奉が、陣から突出したところで城に背を向け、全軍を見渡す姿勢を取っているので、城門に駆かけ込もうといった抜ぬけ駆けをするような隊はひとつもなかった。

　それを確かく認にんしてから、啓徳は再び話を始める。

「門は開けたが、今回、皆にまず聞いてもらいたいことがある。董国の太子様や公子様、宰相様、それに他ほかの国の公子様といったお偉えらい方々が集まっているこの機会に、ちょっと俺の話に耳を傾かたむけてはくれないだろうか」

　啓徳は、話を続けてよいものかどうか、念のため馬上の黎奉へと視線をやった。黎奉は、「よし」とばかりに、大きく頷うなずく。

　啓徳は話を続けた。

「まず最初に言っておきたい。実は、今回、俺は……、俺たちは、革命なんか起こしてはいないんだ」

　啓徳の言葉に、全軍が突然どよめいた。

　一人ひとりの声までは聞き取ることはできないが、拍手などは聞こえてはこないから、おそらく否定的な反応のはずだ。大方、「それなら、なぜ戦いくさになっているのだ」というような反応であろう。

「皆みなの言いたいことはわかる。なら、どうして城に立てこもってるんだ、とな。でも、いま流行はやってる落書の通りで、俺たちは革命を起こして国を乗っ取ろうなんてことは考えちゃいない。そもそも、この城だって……」

　啓徳は、一いつ瞬しゆん言いよどむが、勇気を持って、次の言葉を続けた。

「董国の沮宰相様から、開けておくから入るようにと言われて入っただけだ。実際に、言われたとおり来てみたら、城はもぬけの殻からだった。残ってたのは何も知らない民だけだ。そもそも、最初に流行った落書の件も……宰相様から金子を貰もらって、国中に書いて回ってただけに過ぎない。俺たちは最初っから、董国に刃やいばを向ける気なんざ、なかったのさ」

　兵たちのどよめきは、最高潮に達していた。

　いまの話を受けて、この乱もどきを起こさせた張本人である宰相、士台がどのような顔をしているものか見てやりたいと啓徳は思った。

　後曲中央に翻ひるがえる「董」「沮」の旗、その後方に構える立派な甲かつ冑ちゆう姿の騎馬の男が沮宰相に違いないことまではわかったが、残念ながらさすがに表情までは城じよう壁へきからは窺うかがえない。ただ、微び動どうだにせず構えていて、動どう揺ようしているようには見えなかった。

　兵たちのどよめきが収まるのを待って、啓徳は再び言葉を続けた。

「俺たちは、国を乗っ取ろうなんてつもりは毛頭ない。すべて、そこの……沮宰相様の企たくらみだったわけだ。とはいえ、俺たちの方に落書に書いたような思いがまったくなかったというわけでもないんだ。そこは理解して欲しいし、そこんところが、今日、各国のお偉いさん方に一番聞いていってもらいたいところだ。

　俺たちは、これまで賊をやっていた。好きでやっていたわけじゃあない。まともに働く口がないヤツらが、生きていくためには盗ぬすむしか方法がなくて賊になっただけだ。たとえば、この俺は大たい夫ふの子だったが、幼い頃、董国によって父母を殺され流る民みんとして彷徨さまよっていたところを、賊に拾われてなんとか生きながらえた。俺らのもとには、そんなヤツらばっかりが集まっている」

　兵たちは、しんと静まりかえったままだ。

　皆、啓徳の話すことに注目し、聞き耳を立てているようだった。

「たとえば、董国の民だったが、六割も七割も税を取り立てられて、食うに困り、俺たちの仲間になった者もいる。租そ税ぜいがそんなに高いわけがない。でも、そんな勝手をする役人がこの国にはのさばっているってことだ。夫が長いこと夫ぶ役えきに取られ、畑仕事がままならなくなり税が払はらえずに俺たちの仲間になった者もいる。彼らは、けして最初から賊になりたかったわけじゃあないんだ。生きて行くのに仕方なく、賊になっただけなんだ」

　話の途と中ちゆうで、再び兵たちの間にざわめきが起こった。

　今度は、啓徳を責めるようなものではない。むしろ、啓徳に同情的な、理解のあるどよめきだった。

　そのうち、何人かの兵が声を上げる。

「うちの邑も夫役で人が全然いなくなっちまったらしい、俺も兵役に来てるから詳しくはわかんねぇけど」

「わかるぞ、俺たちの邑にも税が払えなくて仕方なく流民になったヤツがいるからな！」

　しかし、その声を打ち消すように、声を上げた兵の上官と思おぼしき者が怒ど声せいを上げた。

「勝手な発言は慎つつしめ！」

「不敬であるぞ！」

　中には、声を上げた兵を打ち付ける上官もいた。

　そのため、啓徳への賛同の声はいったん収まることとなったが、その弱い者の意見を押しつぶすような傲ごう慢まんな態度に、また反感を感じた者がいたのは確かなようである。

　討とう伐ばつ軍の間に、不ふ穏おんなざわめきの波が広がっていた。

　本来なら、叛はん乱らんを討伐するというひとつの目的のもとにまとまるはずの軍。その中に、逆にいまにも叛乱を起こしそうな種子が植えつけられたといったところである。

「俺たちが望んでることは、そんな大それた望みじゃない。ただ、人として普通に働ける場が欲しい。人として人らしく生きる場が欲しい。ただ、それだけのことだ。国自体が変わってくれれば、俺たちだって人として生きられるはずだ。現に……」

　啓徳は、城壁の内側を見下ろした。

　啓徳のことを見上げる紅蘭と目が合う。

　啓徳は目顔で、紅蘭にここに来るようにと伝えた。

　紅蘭が、城壁の階段を駆け上ってくるのを待って、話を続ける。

「ここにいる花国の公主、凰姫殿どのは俺たちでも生きられる世の中を作ると約束してくれた。いま、その法を模も索さくしてくれていると言う」

　啓徳の隣となりに立った紅蘭は、城壁の外を見下ろしながら、皆に約束した。

「ええ、私は、誰だれもが働ける場所を必ず作ると約束します。花国ではどんな身分の者でも、役人になれる制度を作りますし、農地を誰にでも開放していきたいと考えています。人手が足りなくて耕せない畑があれば、そこを開放して、耕した者の畑となるような制度を作っていきたいと考えているのです」

　そのとき、それまで啓徳の言に動揺することなく、静観していた士台が突とつ然ぜん、大きな声を上げた。

「紅蘭殿！　無事でいらっしゃいますか？　あなたは、その賊ぞく徒とに騙だまされているのです。その男は、いま、この討伐軍全軍の前で、私が今回の乱を仕組んだ者だと信じさせようとしています。誰がそのようなことをして得をするというのです。わざわざ国内を乱して得をする宰さい相しようがいると思いますか……皆もこのほら吹ふきの言うことを信じてはなりませぬ！　現に、今朝方もこの討伐軍目指し、その男は駆けて来たかと思うと剣けんを抜いたではありませぬか！」

　言いながら、士台は馬の腹を蹴けって、城門近くまで疾しつ駆くする。士台の隊の者たちも、それに続いた。

「我が隊は、これより花国公主、紅蘭殿の救出作戦へと入る！　我が隊と、董進隊のみ城へと突入。後の隊は、ここ城門前にて待機せよ！」

　有う無むを言わせぬ電光石火の陣じん変えだった。

　他ほかの隊、他の将たちが突然のできごとにとまどっている間に、士台の隊だけが城門を駆け抜けて行く。

「やられた……！」

　臨陽城の内に住む民たみたちを守ろうと、こちらから小こ競ぜり合いを仕し掛かけていたことが徒あだとなった。啓徳は、歯は嚙がみするしかなかった。

「俺たちは何もしない！　何もしないから、頼たのむ！　手を出すな！」

　啓徳は、大声を上げながら城壁を駆かけ下りようとしたが、それよりも早く、歩兵たちに守られた士台が、城壁へと駆け上がって来た。

「紅蘭殿、助けに参りましたぞ！」

　叫さけびながら、士台は当とう惑わくした表情を浮うかべる紅蘭を抱だき寄せた。
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　紅蘭は、その身に起きたことの意味をすぐに理解することができなかった。

「待って……助けに来たって、どういうこと？　私は、あなたによってこの城に閉じこめられていたのじゃない！」

　紅蘭の叫びは空むなしく、兵たちの立てる喧けん噪そうにかき消された。

　士台が、花はな嫁よめを迎むかえる時のように紅蘭を横抱きに抱かかえ、城壁から降りる。城壁の下には、いつの間にか一台の小ぶりな屋根つき馬車、軺しよう車しやが止められていた。
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　士台は、そこに紅蘭を抱いたまま飛び乗ると、周囲の兵たちに命を下した。

「これより紅蘭殿を安全な場所まで護送する。我が隊は、二千の兵をここ臨陽城に残す。残った兵たちは、維新党の者どもを捕とらえよ。私に付いて来る兵たちは、玄宝殿の隊と共に馬車の護衛に当たれ！」

「はっ！」

　城内に入った兵たちは、素す早ばやく陣容を変えつつ、出立する。

　錐きりのように縦長に伸のび、移動を始める隊列を、玄宝の隊が囲むように周囲に散開しつつ追った。

　何が起きたか呆気あつけにとられたのは、紅蘭だけではなく、黎奉たち討伐軍の将たちも同じであったろう。

　それでも、黎奉は声こわ高だかに残された隊の者たちに命を下した。

「皆みなの者、私に続け！　これは沮宰相殿による、花国公主・紅蘭殿の誘ゆう拐かいである！　宰相殿の隊を追つい撃げきし、紅蘭殿を救出する！」

　しかし、兵たち全員が素早くその指示に従って動けたわけではない。

　予想もしない展開に、兵たちの大部分は、初動が遅おくれた。

　士台や玄宝の隊に追いすがった兵たちも、彼らの反撃を受け、次し第だいに追つい跡せきの速度が緩ゆるむ。

　それでも、「花」の旗も「青」の旗も「江」の旗も、逃にげる士台の隊に必死に追いすがって行った。
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　速度を増す軺車は、容よう赦しやなく紅蘭の身体からだを揺ゆさぶる。

　軺車は、人が二人ほど腰こし掛かけるのが精せい一いつ杯ぱいという小型の馬車である。二つの車輪の間には、屋形の代わりに、小さな椅い子すが据すえられていた。士台は、自らが手た綱づなを取って、馬車を御ぎよしていた。

　馬車のように座席の四方が壁かべで覆おおわれているわけではない軺車では、どこかに摑つかまっていないと振ふり落とされてしまいそうだ。紅蘭は、車の縁ふちをしっかりと摑みながら、いったい何事が起きたのかと士台を問い詰つめた。

「士台殿……啓徳の話を聞いていたでしょう？　彼らは革命なんて起こすつもりはないの、だから自ら開城したのよ。捕らえる必要なんてないし、私もあそこで啓徳たちに捕まっていたわけではないわ。それなのに、どうして……。あなたは、何をしようとしているの？　これだけあなたや玄宝殿の活かつ躍やくを世間に印象づけたのだから、こんなことしなくてももう充じゆう分ぶんじゃない！」

　士台は、紅蘭の問いに頭かぶりを振った。

「紅蘭殿、あなたこそわかっていない。私の目的は、私や玄宝の世評を上げることではないのだから。こうして、あなたを連れ去らなければ、その目的は成じゆう就じゆしないのですよ」

　そう言って、士台は隣となりの紅蘭に笑えみを向けた。

　士台の浮かべた笑みを見て、紅蘭は背筋に寒気を覚える。

　連れ去る……。いったい、この軺車はどこに向かっているのだろう。士台は、紅蘭をどこに連れ去ろうとしているのだろうか。

　恐おそろしい。それでも、問わなければいけない。彼の目的は何なのか、と。

「では……教えてちょうだい。あなたの目的は何なの？」

「──王になることですよ」

　あまりにも当たり前のことを口にするといった風ふ情ぜいで告白する士台を前にして、紅蘭は、士台の言葉を聞き違ちがえたのかと思った。

　いったい、誰が、──王になるのだ？

　士台は、玄宝を王位に就つけるため、このような茶番を繰くり広げていたのではなかったのか？

「王って……王になるって……玄宝殿が……？」

「馬ば鹿かな、何をおっしゃいますか。違いますよ。あんなできそこないに王が務まるとでも？」

　士台は、唇くちびるの端はしだけを上げ、笑みを浮かべる。姉である后きさきによく似た笑い方だと紅蘭は思った。

　できそこないと言われた者の心の内を、けして推おし量ろうとはしない、酷こく薄はくな笑みだ。

　自分は大きな勘かん違ちがいをしていたのかもしれない、と紅蘭はいまさらながらに気付く。

　この人が自分と同じように民のための世を作ろうとしているなど、おそらくあり得ないことだ。

「あなたが……王になろうとしているの……？」

「ええ、もちろん」

　再び、士台は口元に冷たい笑みを刷はく。

「董国王のように、下げ剋こく上じようをしようとしているのね……？」

「下剋上？　ただ、愚おろかな者を滅ほろぼそうとしているだけのことですよ。世の中を正常に動かすためには、賢かしこい者が上に立って政まつりごとを行うべきです。それが誰だれにとっても住みよい世を作ります。

　少し、昔話をしましょうか。私は、子どもの頃ころ、周囲の大人たちから『なんて頭の良い子どもなんだ』とよく褒ほめてもらいました。まだ幼かった私は、無む邪じや気きにも大人に尋たずねましたよ。『では、私は王になれますか？』と。すると、大人たちは答えました。『頭がいいと思ったけれど、やはり子どもだな。王族じゃないのだから、王になれるわけがないではないか』と。私は、何を馬鹿なことを言っているのだ、と思いました。ならば、どんなに愚ぐ鈍どんであってもその者がたった一人の王族であったなら、王になれるのか、と。私は、世の中をうまく治めることができる者こそが、統治者となるべきだ、と考えました。血筋によって、王になれるかなれないかが決まっているなど、馬鹿げている、と」

　紅蘭は、士台の話を聞きながら、父が幼い頃に語ってくれた天命の話を思い出していた。本来、士台が語っていることは真理でもある。愚かで国を治めるのにふさわしい能力を持っていない王は、たとえ王族であっても、王となる天命を受けているとは限らないのだ。だから、下剋上が可能となる。

「あるとき、我が国では新しい王が立ちました。やはり血筋なんて関係なく、王になるべき者が王として立つことができるではないか、と私を馬鹿にした大人たちに言い返したい気持ちでいっぱいでしたよ。そして、王を滅ぼし自ら玉座に座ったのだから、どれほど優すぐれた王なのかと、まだ純真な子どもだった私は新王に対して期待に胸躍おどらせたものです。年の離はなれた姉が、その王の後宮に上がることとなり、私も王に謁えつ見けんする機会を得ることができました。

　しかし、私の期待は見事に打ち砕くだかれました。ああ、なんと凡ぼん愚ぐなる王。なぜこの王が、天に認められたのか……、私には理解できませんでした。が、ただひとつ言えることは、この、力に任せて弱い者をひれ伏ふさせることしか能のない男にくらべたら、私の方がよほどうまく国を治められるということです。そして、賢い王には、それに等しき賢い王おう妃ひが必要なのです」

　士台は手綱を繰りながらも、紅蘭の方に空いたもう片方の手を伸ばし、膝ひざの上で震ふるえる紅蘭の右手を包んだ。

　紅蘭は、思わず小さく悲鳴を上げる。手を放そうと力を入れるが、強く握にぎりしめられたその手をふりほどくことは敵かなわなかった。

「紅蘭殿どの、私は王となり、あなたを后に迎むかえたいのです」

　紅蘭には、士台の言っていることが理解できなかった。

「どういうこと？　それは、私に好意を示してそう言ってくれているのかしら……でも、私には伯龍という婚こん約やく者がいるわけだし……」

「ええ、もちろん。確かに最初こそ、あなたが伝説の、鳳ほう凰おうの卵を抱く姫ひめ君ぎみだということで興味を惹ひかれたに過ぎませんでした。私のような優れた者は、董国を治めるのみならず、この渾こん沌とんとした華の大陸を統すべ、平和をもたらすべきである、そのためには伝説の姫君を后として迎えねばならない、と。そう思っていました。そんなとき、玄宝から実際のあなたの話を聞いたのです。たとえ伝説と無関係であったとしても、とても素す晴ばらしい魅み力りよく溢あふれる女性である、と。私はまさか、と思いました。伝説にこそ意味があるのであって、生身の女性であるあなたになど、何の価値もないのではないかとかつての私は思っていたのです。しかし、実際にお会いしてみたあなたは、なんと……玄宝が語る以上に、とても聡そう明めいでした！」

　宴うたげのときのことでも思い返しているのだろうか。士台は、眩まぶしそうに目を細める。

「これまで私は、自分の知的好こう奇き心しんを満たしてくれるような女性に出会ったことがありませんでした。何しろ、小さい頃から間近で見てきた女性があの姉です。女性のいやらしいところを最大限凝ぎよう縮しゆくして形にしたような、あの女です。彼女もけして愚鈍ではないのですが……、後宮で他ほかの女たちを制し、おのれが上に立つことにおいて、一番の力を発揮するような女性です。それが、女性としての賢さなのだと、彼女を見ていて、私はそう諦あきらめるようになりました。女性と遊ぶということは、論客と知的遊ゆう戯ぎを楽しむのとは違う。女性とはただその美しさや柔やわらかさを愛めでるものなのだ、と自分を無理やり納なつ得とくさせてこれまで生きてきました。しかし……」

　士台は、紅蘭の手を握りしめる手に力を込める。

　紅蘭は、心の中で再び悲鳴を上げると、「伯龍」と小声で助けを呼んだ。

「このように、美しくありながら、さらに思想家たちと語らうひとときのような興奮をも与あたえてくださる女性がこの世に存在したとは……、紅蘭殿、あなたは私の后になるべくこの世に生まれて来た方です。さあ、共に、この華大陸の天下を一統いたしましょう」

　士台の爪つめが、紅蘭の白い肌はだに食い込んだ。

「やめて……勝手なことを言わないで。私には、伯龍がいるの！」

「ええ、確かに伯龍殿も、とても賢い方ですね。花国と共に潰つぶしてしまうのは、本当に惜おしいくらい」

「花国と共に……潰す？　伯龍を？」

　紅蘭は、士台の言葉に胸に杭くいを打ち込まれるような痛みと衝しよう撃げきを感じた。

　花国も、伯龍も、紅蘭にとってかけがえのない大事な存在だ。それを、潰すなどと。

　目の前の男の言っていることが理解できなかった。

「ええ、だって花国の最後の王族である紅蘭殿が、私のもとに嫁とついで后となるなら、花国はなくならねばならぬでしょう、仕方のないことです」

　馬車は、いつの間にか隘あい路ろに差し掛かかっていた。道の両側には切り立った崖がけが迫せまっている。

　先ほどより、揺ゆれも激しくなっている。

「仕方のない……？　なぜ、そのように思えるの！　あなたは、この前、董国王が意味もなく他国に攻せめ入ることを嘆なげいて見せていたけれど、あれは演技だったの？　董国が他国の侵しん略りやくを続けるのは、あなたが陰かげで操あやつっていたの？　それが、あなたの言う、うまく国を統治するということなの？」

「まさか。戦いくさは、王が考えなしにやっていることですよ。戦略のない戦は国力を削そぐばかりです。それに、民たみたちの気持ちも離れていきますしね。いまは矢やお面もてに立ってくれているのが王ですし、いずれ自分の領土となる国は広いに越こしたことがないですから、いまの王の在位中は、と好きにさせていますけれど、私が即そく位いしたならあのような無計画な侵略は行いませんよ」

「夫ぶ役えきは……、あの民たちを苦しめている夫役は……？」

「あれも、民たちがいまの国王を見放すために必要な策でしかありませんから。いまだけのことです。私が即位したら、即そつ刻こくやめさせますよ」

「策……策って、あなた……そのために、どれだけの田畑が放置されていると思っているの！　どれだけの民が苦しんでいると思っているの！」

　紅蘭が叫さけんだそのとき。

　突とつ然ぜん、軺車が激しく横揺れに揺れた。

　車を牽ひく馬も、軺車を護衛する周囲の兵が騎き乗じようする馬も、突然激しい嘶いななきを上げる。

　もう一度、激しく揺れた軺車は、その場で動きを止めた。

「敵てき襲しゆう、敵襲です！　宰さい相しよう殿、崖の上に伏ふく兵へいが！」

　馬車のすぐ隣となりを守る将が、上を見上げながら叫んだ。

　上空から降って来る矢によって、馬たちが脅おびえ暴れている。

「お、応戦せよ！」

　すかさず、士台も周囲の兵たちに命を下す。

　紅蘭も崖の上を見上げた。逆光の中、「青」「荀」の幡はん旗きがひらめいている。

「斉せい射しや用意！　撃うて！　少しでも足止めするのだ！」

　いつの間に現れたのか、崖の上、兵たちに檄げきを飛ばす仁叔の姿が見えた。

　仁叔の合図に、再び矢の雨が降る。

「まさか……伏兵を用意されるだなんて……。私がこの方向に動くことをあらかじめ読んでいたというのか？」

　青ざめた顔で士台が呟つぶやく。

「あなたはいったい私をどこに連れて行こうとしているの？」

「私の領地だ。あともう少し……、あの先の、岐き水すいを渡わたれば……我が領地に」

　士台の指の先には、江華の支流である岐水。その黄金こがね色いろの水面みなもが、陽ひの光を反射して煌きらめいていた。







　仁叔の隊が、士台を足止めしている間に、後方から「花」の旗を掲かかげた隊がみるみるうちに近付いて来る。

「紅蘭殿！」

　「朱」と書かれた紅の幡旗を先頭にした騎馬の隊が、錐きりが突つき刺ささるような形で、士台の隊の後方に激しく切り込んで来る。

「伯龍！」

　後方からの愛いとしい声に、紅蘭の鼓こ動どうが跳はね上がる。紅蘭は、思わず軺車から身を乗り出しそうになった。

　士台が、紅蘭の肩かたを上から押さえつける。

「伯龍殿には返しませんよ。私が天下一統を成し遂とげるには紅蘭殿が必要なのです。私の隣には、紅蘭殿が並んでいてくれなくては困るのです！」

　いったい、その細い腕うでのどこからそのような力が絞しぼり出されるのであろうか。瘦そう軀くに似合わぬ強い力によって身体からだの自由を奪うばわれた紅蘭は、腰こしを浮うかすことすらできなかった。

　それでも、無理やり首だけを捻ひねって、振ふり返る。

　右手に矛ほこを掲げ、白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ伯龍が、士台の隊の殿しんがりを目指し、まっすぐ駆かけて来るのが見えた。

「伯龍……！」

　紅蘭は、思わず腰の佩はい玉ぎよくに指を伸のばす。

　伯龍が持つ儀国の王位を継つぐ証あかしである佩玉と対ついを成す自らの佩玉。ひとつの南紅瑪め瑙のうから作られた対の璜こうは、花国の玉が鳳凰、儀国の玉が龍りゆうを象かたどったものとなっている。

　瑪瑙のひんやりとした冷たさが、紅蘭の指に伝わった。

「紅蘭殿！」

　周囲の歩兵を蹴け散ちらしながら、伯龍も少しずつ、紅蘭のもとへと近付いて来る。

　武具の激しくぶつかり合う音や怒ど声せいが鳴り響ひびく。伯龍の進撃により、殿の中央が突き崩くずされつつあった。紅蘭は、心の中で伯龍の無事を祈いのりながら、佩玉を強く握にぎりしめる。

「近づけるな！　応戦しろ！」

　しかし、士台の隊も奮戦している。士台の叱しつ咤た激げき励れいに呼応するように、殿の兵たちも耐たえながら反撃を試みているようだった。

「とにかく岐水まで進むのだ！　進め！　進め！」

　士台は、周囲の兵たちに向け、声を荒あららげた。







　崖上からの攻こう撃げきに対しても、士台の隊、玄宝の隊は応戦を続けていた。降る矢に対し盾たてで防ぼう御ぎよしつつ、こちらからも矢を射かけることの繰くり返しで、少しずつ崖上からの攻撃を削いでいたのだ。また、降る矢と後方からの突撃に驚おどろき興奮した馬たちも、次し第だいに落ち着きを取り戻もどしつつあった。

　しばらくすると、止まっていた隊列がゆっくりと前へ動き始める。

「伯龍……」

　紅蘭の視界の中、再び、伯龍が遠ざかって行った。

　一方で、前方には岐水の畔ほとりが近付きつつあった。

　花国の井い水すいと同じく、川かわ幅はばが広くこちらからは対岸を望むことができない。紅蘭にとって、見慣れた懐なつかしい光景だった。向こう岸へは橋を架かけるのが困難なため、舟ふねで渡るしかない。

　士台は、隊すべてを渡と河かさせるつもりらしく、桟さん橋ばしには騎馬ごと乗れる巨きよ大だいな楼ろう船せんが係留されていた。その周囲には、小型の艇ていも多数浮かんでいる。

　このまま、対岸まで連れて行かれたら、上手うまく逃にげ出せたとしても、臨陽の方にまで戻って来るのは難しくなるだろう。隙すきを見て何とか逃げ出せないものかと考えたが、すぐ隣に士台がいる状じよう況きようではそれも難しい。悩なやむ間に、軺車は楼船へと乗り入れてしまった。

　兵たちも次々と乗り込み、もう間もなく出しゆつ帆ぱんかと紅蘭が覚かく悟ごを決めたとき。

　下の階から兵たちが慌あわてふためく声が聞こえて来た。

「どうした？　早く出航せよ」

　苛いら立だつ士台の前に、一人の兵が進み出て跪ひざまずくと、状況を報告した。

「櫂かいが……櫂が、すべて折られ、使い物になりません。このままでは、出航は難しいかと……」

「何!?」

　さらに追い打ちをかけるように、楼船に矢が降り注いだ。

「今度は何だ！」

　矢を射かけながら、近付いて来る艇。その数は、十艘そうほどであろうか。先頭には、揚よう々ようと指揮を執とる子翠の姿があった。

「残念ながら、この先、沮宰相殿どのの本ほん拠きよには行かせませんよ」

「なっ」

　士台が、子翠の姿を見て息を吞のむ。

「この、櫂も……そなたの仕し業わざか？」

「はい、ご推察お見事。この艇の持ち主、この界かい隈わいの河か賊ぞくの皆みなさんに協力してもらいましたよ。うちの国だったら、河賊と見たらお縄なわにするんですがね。話を聞いてみたら、彼らも維新党と同じ。まともに働きたいけど働けない事情がそれぞれにあるみたいなんでね。だから、金子を渡して、仕事をしてもらうことにしたんですよ。いまも、こうやって弓兵になってもらってるんですが。もし使える者がいるなら、このまま江国に連れ帰ってもいいかなと思っています」

「くっ……、応戦しろっ、あの船に……応戦するんだ！」
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　さて、時は三日前の夜へと遡さかのぼる。

「うちの間者が、士台殿の陣じんに軺車が隠かくしてあるのを見つけたそうです」

　陣屋に集まった黎奉、仁叔、子翠の面々を前にして、伯龍は声を潜ひそめて打ち明けた。

「軺車が？　戦車代わりにでも使うのだろうか？」

　仁叔が疑問を口にする。

「いえ……、何台も隠してあれば私もそのように推理したのですが。たった、一台だけ。大きな布を上から被かぶせて、隠してあったようなのです」

「一台？　それはまた意味深だねぇ」

　子翠が興味深げに笑えみを浮かべる。

「最後の一手に使うというところか」

　黎奉の言葉に皆、頷うなずいた。考えたことは、四人とも同じだったようだ。

「おそらく、普ふ段だんから馬で移動することに慣れていない者を乗せて移動させるつもりがあるのでしょう。臨陽城では、うちの紅蘭殿ということになりますね」

「もともと紅蘭殿を誘ゆう拐かいしたのは、士台殿でしたか？　臨陽城に攫さらわせておいて、またさらにどこかに連れて行こうというのか……？」

　首を捻る仁叔に、黎奉が答える。

「士台の本拠は、ここ臨陽からは目と鼻の先だ。岐水を渡わたった先の岐き陽ようがヤツの本拠になる。軺車を隠しているということは、そこに連れて行く策を考えていると見て間ま違ちがいはなかろうな」

「我われ々われに兵ひよう糧ろうを配り始めたことから推察するに、士台殿はそろそろこの戦いくさを終わらせようと考えているはずです。そして、その時にうちの姫ひめ様を自分の本拠に連れて行こうと考えているのでしょうね……どういう魂こん胆たんがあるのかわかりませんけれど」

　渋しぶい顔をする伯龍の肩を、ふざけた調子で子翠が小こ突づく。

「まさか、二度もみすみす連れ去られるような真似まねはしないでしょうね？　そんなことになったら、今度は手加減しませんよ」

「ええ、子翠殿にまた斬きりかかられるのは勘かん弁べんしていただきたいですからね」

「じゃあ、ヤツの思い通りにならないように、準備をしておくとしましょうかねぇ」

「そうだな、伏ふく兵へいの準備などしておくに越こしたことはない」

　黎奉は、頷きながら竹簡を広げた。

「では、作戦の開始だ。臨陽から岐陽まで、紅蘭殿を連れて逃とう避ひ行こうを繰り広げるとしたら、ヤツが通るであろう道はここになるだろう」

　黎奉が地図の上に指で示す道を、皆は額を合わせて覗のぞき込んだ。

「岐水を渡らないとヤツは本拠地に戻れないということだね。これは、水軍の腕うでの見せ所だな。自分の船を持ってこられなかったのは痛いが、なぁに、これから仲間を作ればいいってものよ」

　腕を組み、満面の笑みを浮うかべる子翠の横で、仁叔もまたやる気を見せていた。

「ならば、自分は得意の陸の上で働いてみせよう。黎奉殿、ここの崖がけの上に兵を潜ませたいと思うが……士台殿より先回りするための近道を教えて欲しい」
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　子翠は、さすがに小型の艇の扱あつかいに長たけていた。まるで、騎き馬ばを扱うがごとく次々と指示を出し、自分の手足のように周囲の艇を動かしている。

　一方で、士台の乗った楼船は櫂がなく、身動きすることができない。

「ええい、これでは埒らちがあかない……もう一度、陸に戻る！」

　士台は、兵たちを下船させることにした。

　しかし、陸上では、先ほど振ふり切った花国の軍が、土つち煙けむりを上げ桟橋に辿たどり着こうとしている。

「玄宝殿、迎げい撃げきの用意をお願いいたします！」

　士台は船の外に向けて、声を張り上げる。玄宝の隊は、陣を構えなおした。







　伯龍は、ただ紅蘭に向けて馬を駆かった。

　水上では、子翠殿が足止めしてくれているはずだ。

（今度こそ、紅蘭殿を助け出して見せる！）

　ただ。それだけを考え、伯龍は馬に鞭むちを振るった。

　伯龍の視界が、「董」の黒い幡はん旗きを捉とらえる。玄宝の隊である。

　──迎むかえ撃うたれるか。

　このまま無防備に敵陣に突つっ込んで行っては、格好の的となるだろう。

　そう警けい戒かいした伯龍は、手た綱づなを引いて馬の速度を緩ゆるめた。







　しかし、玄宝の隊の構える刃やいばは、道の先の花国の隊ではなく、すぐ目の前の叔父おじ、士台の隊へと向けられていた。

「……な、何をする！　玄宝殿……血迷われたか！」

　士台は、叫さけび声を上げている。

　玄宝は、二万の兵を預けられていた。対する士台の隊は五千に過ぎない。ただでさえ、日ひ頃ごろから将軍として活かつ躍やくし、用兵に長けている分、同数であっても玄宝の方に分がある。さらに数の上でも圧あつ倒とうされては、太刀たち打うちできるはずもない。

　玄宝が、騎馬のまま、士台の方へと進み出た。

「私は、これより兄に付く！」

　言い放つと同時に、腰こしに佩はいた剣けんを抜ぬいて、その切っ先を士台へと向ける。

「なぜ、なぜだ……？　そのようなことをしても、そなたには利などないのに……！」

「私は、利で動いているわけではない。紅蘭殿に出会って、紅蘭殿の話を聞いて、知ったのです。民たみの幸せのために政まつりごとを行う、このような喜びがあるということを。これまでの私は、ただ太子になれないことを恨うらみ生きていた。私の方がよほど優すぐれた血筋であるのに、なぜ太子になれないのか、と。そんなくだらないことばかり考えて生きてきた……。でも、そんなことより、もっと大事なことがあると紅蘭殿に教わったのです。そんな些さ末まつなことより、国のため、民のために何を為なすかの方がずっと大事なのだ、と」

　玄宝は、士台に語るというよりも、その隣となりの紅蘭に向けて語りかけているようだった。紅蘭もまた、玄宝の熱意に応こたえるように、その名を呼ぶ。

「玄宝殿……！」

「国に戻もどり、これまで興味のなかった政を勉強してみて思いました。王とならなくても、国のため、民のために動くことはできる、と。そして、それが自らの幸せにも繫つながるのだ、と。兄上と作り出す世なら、そんな幸せを私も見ることができるだろうか、と思ったのです」

「玄宝！」

　伯龍に続き追いついた黎奉が、感に堪たえないという思いを込めて、その名を呼ぶ。

「あなたとでは見ることができないのだ、叔父上……いや、士台！」

　玄宝は、馬首を黎奉の方へと向けた。

「兄上に、叔父の謀む反ほんを告白したい」

　周囲の兵たちは驚おどろきを隠せない様子で、皆みなどよめいたが、黎奉は動じたところも見せず、ただ頷いた。

「先ほど、臨陽城で維新党の党首が行った演説はすべて真実、彼らは我が叔父、沮宮の企たくらみに踊おどらされたに過ぎません。沮宮は、維新党を使って落書を国中に書かせた後、金子を渡して各地の砦とりでを襲おそわせました。その後、維新党を中心とする賊ぞくたちに北野、審昌、臨陽の三城を明け渡し、あたかも董国内で賊徒たちによる叛はん乱らんが起こっているかのように演出したのです。その後、討とう伐ばつ軍を各地に派は遣けん、私の軍と沮宮の軍だけが大活躍し、北野、審昌の城を解放したことになっていますが、ここでも戦いは行われず、あたかも戦が起きているかのようなふりをしただけでした」

「なんと……！」

　黎奉の隊の兵たちが驚きの声を上げる。

「我々に兵糧を送りもせず、そのようなことを……！」

「兵糧を送らなかったのは表向きは本営の国王軍ということになっていますが、国王は病で療りよう養よう中のため、当然この差配を行ったのは宰さい相しようの沮宮ということになります」

「いったいなぜそのようなことを！　花国の軍が、我々に兵糧を分けてくれていたのですぞ！」

　兵たちの上げる不満の声に、玄宝はその意図を説明した。

「兵糧を送らなかったのは、花国や青国から兵糧を送らせ、隣りん国ごくの国力を削そぐためです。今後のことを考え、隣国の国力は少しでもそぎ落としておきたかったのです。それと……兄上、太子殿どのの力も……」

　玄宝は一いつ瞬しゆん、決まり悪そうに地面へと視線をさまよわせたが、すぐに顔を上げると、続きを語り始めた。

「叛乱討伐に多大な功績を上げた沮宮は、この後、国内では太子殿を斃たおす予定でしたので」

「な……！」

「そんな、馬ば鹿かな！」

　黎奉の周囲を固める騎馬兵たちが、一様に驚きよう愕がくの声を上げた。

「国王陛下は？　陛下のことも、まさか……」

　陰いん謀ぼうの目指す結末に気付き始めた兵の発した問いに、玄宝は頷うなずく。

「はい、間もなくお隠かくれになるご予定でした。我が母后が弟である沮宮から渡わたされた毒を毎晩、陛下はお召めし上がりでしたので……。陛下の寝しん室しつの床ゆかを掘ほれば、呪じゆ詛その痕こん跡せきも見つかるはずです」

「なんと、恐おそれ多いことを！」

「予定では、臨陽城を攻こう城じよう兵器で攻せめ落とし、維新党の賊徒たちを成敗した後、その勢いのまま下げ剋こく上じようの戦いくさを起こすはずでした。維新党が、あのように中ちゆう途と半はん端ぱにこの企みのからくりを漏もらしてしまったことと、自ら城門を開けたのは想定外のこと。あのまま、賊徒たちの手から花国公主・紅蘭殿を救い出す正義の味方を演じるところまでが筋書きでしたのに……。そのために、維新党に命じて紅蘭殿をあらかじめ攫さらわせておいたのです。そして、この叛乱を治めた立役者の宰相は、董国を治めるだけでは飽あき足らず、周囲の他国を併へい吞どんし、この華大陸の覇は者しやとなる……」

　玄宝は士台と紅蘭の乗った軺車へと、馬を一歩進める。刀の切っ先が、再び士台の喉のど元もとにまっすぐと向けられた。

「士台、もういいでしょう。紅蘭殿を手に入れたとて、何もならないのです。私も、かつてはそんな馬鹿な夢を見ていました。でも、他者から奪うばって幸せを手に入れても何もならないのです！　どうか、紅蘭殿を解放していただきたい！」

「私からもお願いする、我が姫ひめ君ぎみ、紅蘭殿をこの手に返していただきたい！」

　伯龍もまた、士台に向けて剣を抜き、馬を進めた。

「ふ、ふざけるな！」

　士台は、叫びながら刀を抜いた。玄宝や伯龍に向けるのではなく、紅蘭の喉元へとその刃を向ける。

　それでも、紅蘭は臆おくすることなく士台へと反論を述べた。

「士台殿。あなたは何か勘かん違ちがいをしているかもしれません。私を后きさきとして隣に置いたとしても、それで天下を一統できるわけではないのです。王の血筋が絶対ではなく、その者が自らの手で天命を切り拓ひらかねばならないのと同じように、天下一統の道もまた、おのれの才覚如何いかんではないかと思います。その者が華の地を統すべる天命と器量を持っているならば、私の存在など関係なく道は自然と開かれることと思いますよ」

　伯龍の切っ先が、士台の剣を弾はじき飛ばす。

　伯龍はそのまま、馬から飛び降りると、紅蘭を助けようと軺車へと近付いた。

　紅蘭も、伯龍の方へと手を伸のばした、そのとき。

　二人を近づけまいと、士台は隣に立つ兵の矛ほこを手に取ると、伯龍の頭上へと振ふり下ろした。伯龍は刀で、その攻こう撃げきを受け止める。士台はそのまま矛に体重をかけるように、両りよう腕うでに力を込めた。

　少しずつ矛ぼう頭とうが、伯龍の額へと近付く。が、伯龍も負けじと両手で、下から刀を押し上げた。

「くっ」

　士台が、よろめくように一歩下がる。

　今度は伯龍の方から士台へと斬きりかかったが、士台の矛が弾き返した。

　伯龍は立て続けに、士台へと攻撃を浴びせる。上から、左から、下から。頭へ、胴どうへ、腕へ。鋭するどく切りつけるが、どれも士台の矛頭が軽く弾く。

　伯龍は、飛ぶようにして気合いを込めて前進すると、刀を頭上高くに構えた。

　陽光を反射して、切っ先が煌きらめいた。

　しかし、その空いた懐ふところに、士台の矛頭が飛び込んで来る。矛の方が柄つかが長い分、士台に分があった。矛の切っ先が、伯龍の太ももを掠かする。

　鎧よろいの隙すき間まを突ついた切っ先が伯龍の肌はだを裂さき、その柔やわ肌はだに血を滲にじませた。

「いや！　伯龍！」

　紅蘭が悲鳴を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶ、かすり傷です」

　伯龍は、紅蘭に応じると、怪け我がなどものともせずに再び士台へと攻撃を浴びせかける。後あと退ずさる士台に休む間を与あたえぬように、わずかな間合いで激しく打ちかかっていった。

　二人の間で、鉄と鉄のぶつかり合う激しい音が鳴り、青白い火花が激しく散った。

　何合打ち合っただろうか。

　士台が、今度は頭上高く大上段に矛を構える。それを見た伯龍は、素す早ばやくしゃがみ込むと渾こん身しんの力を込めて士台の両足を薙なぎ払はらった。

　その一いつ閃せんは、鎧よろい越ごしであっても、充じゆう分ぶん、士台に痛手を与えたようだ。

「うっ」

　跪ひざまずいた姿勢から立ち上がった伯龍の眼下で、士台は一声呻うめいたかと思うと、どうっと前に膝ひざをつく。背後に回った伯龍は、その首筋へと切っ先を向けた。

　あと一寸ちよつとというところで、刀を止める。

「そこまで」

　いつの間にかしんと静まりかえっていた戦場に、黎奉の声が響ひびき渡った。

「病の父、国王陛下に代わり、太子・董昭がここに沮宰相を謀反の疑いにより縛す」

　黎奉が馬上から命を下し、士台に縄なわを掛かけさせる。

　伯龍は、「ふう」と溜ため息いきをひとつ吐つくと、刀を鞘さやに収めた。

「ここにいる皆に聞いてもらいたい。私は、以前、花国公主紅蘭殿より、最新の農業暦れきを賜たまわった。しかし、この乱れた我が国の現状では、賜った農業暦を活用することができないままである。これを国の発展のため役立たせるには、我われ々われも重すぎる夫ぶ役えきを見直し、農地の制度を改革する必要があろう。また、国に腐ふ敗はいがはびこらぬよう、官かん吏り登用制度の刷新も検討したい。この乱を治め次し第だい、花国同様、董国も法改革に着手すると約束しよう。父の賛同も、この玄宝と共に必ずや取り付けてみせる！」

　黎奉の宣言に、董国の兵たちはどよめき、喝かつ采さいを送った。

　特に、革かわの鎧を身に纏まとった歩兵たちの喜びは、殊ことの外ほか大きかった。ある者は拳こぶしを天に突き上げ、ある者は雄お叫たけびの声を上げ、ある者は小こ躍おどりするように喜んでいる。

　皆みなの笑え顔がおを横目で見ながら、伯龍は軺車へと近付いた。

「紅蘭殿……遅おそくなって申し訳ございません」
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　伯龍の声に、紅蘭が笑顔を向ける。

「お待たせいたしました。ようやく姫ひめ様を助けに来ることができました」

　そう言って、紅蘭をそっと抱だき上げた。紅蘭も、ようやく胸を撫なで下ろしながら、伯龍の首筋へと腕を回した。
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　一連の争乱が収束したことを祝し、黎奉は、臨陽城の広間に簡単な祝しゆく宴えんを用意し、将兵たちをねぎらった。

　そこには、救出された啓徳たち維新党の面々の姿もあった。

　形の上では、叛はん乱らん軍と討とう伐ばつ軍として対立し、戦った敵同士になるが、いまは誰だれもが、この乱の首しゆ謀ぼう者しやは啓徳ではなく宰さい相しようの士台であることを理解している。最初こそぎこちない雰ふん囲い気きを見せていたものの、酒が進めば旧知の仲のように笑い合っていた。

　紅蘭も、やっと伯龍の傍そばで一息吐きながら、並べられた料理に舌した鼓つづみを打っていた。

「こたびは、我が国内の動乱に巻き込んでしまい申し訳なかった。また、貴き殿でんたちのご助力がなければ、このようにいま笑っていられたかもわからぬ。誠まこと、感謝している。これまで、花国、青国とは難しい関係が続いていたが、少しずつその間あいだ柄がらを修復していきたいと思っている」

　黎奉は、伯龍、仁叔、子翠にあらためて礼を述べた。

「いえ、前回、我が国が困った際には、黎奉殿どのが助けてくださったわけですし」

　伯龍の言葉に、黎奉は首を振る。

「いや、あれも元はと言えば、愚ぐ弟ていが起こした騒さわぎ……」

　それを聞いた玄宝が、伯龍と紅蘭に頭を下げる。

「以前は……本当にご迷めい惑わくをおかけして申し訳ございませんでした」

　かつての玄宝とは違い、その言葉の裏に噓うそは見えない。短い間に随ずい分ぶんと変わったものだと紅蘭は思う。今日も、玄宝の判断がなければ、乱は収束を見なかっただろう。

「いえ、とんでもないわ。あらためて、これからも隣りん国ごく同士としてよろしくお願いしますね」

　紅蘭は笑顔で、玄宝の杯さかずきに酒を満たした。

　紅蘭は、続いて啓徳たちに視線を移す。

「最後は本当にどうなることかと思ったけれど……皆、無事で本当によかったわ」

「それは、こちらの台詞せりふだ。紅蘭殿が連れ去られて、こっちはどんだけ心配したかっての」

「そうよね。啓徳……」

　今回も最終的に皆の手で助けられたものの、一歩間違えばどうなることかわからない危険と隣となり合わせだったと反省した紅蘭は下を向いた。

「そういえば、伯龍殿」

　啓徳があらたまった声で、伯龍に声を掛ける。

「何でしょう？」

「俺、実は途と中ちゆうで伯龍殿も俺を切り捨てようとしてるんじゃないかって、ちょっと疑っちまった。こっちの攻こう撃げきに本気で返して来たときとか、もうこのまま力攻ぜめで俺たちを斃たおして紅蘭殿を助けるつもりなんじゃないかって……」

「敵を欺あざむくには味方からと申します。士台殿に疑われぬためには、ああするしかありませんでした」

　伯龍が顔色ひとつ変えずに、啓徳に応じる。

「啓徳……、あの、伯龍ってこういう人なのよ、最初は冷たく感じるかもしれないけれど……」

　紅蘭が思わず間に割って入るが、啓徳はわかっているというように頷うなずいた。

「うん、そういう人なんだろうな。悔くやしいけど、思ってた以上に切れる人みたいだ。あそこで沮宰さい相しよう殿が紅蘭殿を攫さらうという暴挙に出ても、慌あわてず追つい跡せき、無事取り返して見せるなんて……、並の手しゆ腕わんじゃないのは俺でもわかる」

「私も、あれは驚おどろいたわ。慌てず追跡どころか、伏ふく兵へいを隠かくしていただなんて。完全に策略を読んでいたということよね」

「なんと、伏兵まで隠して！　はあ、こりゃあ、完敗だなぁ」

　啓徳が紅蘭の言葉に大げさなほど目を丸くしてから、自らの額をぴしゃりと手の平で叩たたく。

「結局、紅蘭殿だけでなく、俺たちも、臨陽の邑ゆう民みんも無事。悔しいけど、俺はあんたのことを認めなきゃなんねぇ。あんたがもしも中途半はん端ぱな人間だったら、すべてが終わった後、『紅蘭殿は渡わたさないぜ』って宣言しようかと思ってたんだが。これじゃあな……とりあえず、本当にとりあえず、だけど、紅蘭殿のことはあんたに任せることにするよ」

「言われなくとも」

　小声で呟つぶやく伯龍に、さらに畳たたみかけるように啓徳は言う。

「ただし、もし風の噂うわさで、あんたが紅蘭殿を泣かしてるとか聞こえてこようものなら、俺は華安城に乗り込んで、紅蘭殿を攫って行くつもりだからな！」

「そんなことはありませんから、どうかご安心ください」

　啓徳の勢いにまったく押されない伯龍は、表情を変えず冷静に応じた。

　啓徳と伯龍、二人のやりとりを間近で見ているのが耐たえられず、この場の空気を変えようと、紅蘭は仕切り直すように口を開いた。

「これで、一件落着ということでよいかしら？　ええと……啓徳、それと啓徳の部下のみんな。昼間、城じよう壁へきで言った私の気持ちは本当よ。これから、花国ではみんなにも普ふ通つうに働いてもらえる世の中を作っていきたいと思っています」

　啓徳は、視線を伯龍から紅蘭に移すと、笑え顔がおで応こたえる。

「そしたら、俺は、その花国の新しい制度に一番乗りをするよ。そして、紅蘭殿……あなたの横で、ずっとあなたの作る世を支えていきたいと思う。俺の夢だったんだ。叶かなわないと思っていたけど」

　啓徳は、身につけていた守り石をはずす。指先で飾かざり紐ひもの部分をつまむと、紅蘭の目の前で揺ゆらして見せた。

「それ……まだ、持っていてくれたの？」

「ああ、俺の大事なお守りなんだ。これを見ながら願ってた。紅蘭殿とまた逢あいたい。紅蘭殿と再会して、その隣となりで、紅蘭殿を支えながら働きたいって……。お守りの効果は絶大だ。なんてったって、盗とう賊ぞくの俺が姫ひめ様と再会できた。さらに、お傍で働きたいって荒こう唐とう無む稽けいだと思ってた夢までが叶いそうなんだから」

「そうね」

　笑い合う紅蘭と啓徳の会話に、伯龍が口を挟はさむ。

「楽しんでいらっしゃるところ水を差すようで大変申し訳ございませんが。残念ながら、姫様の隣でずっとお支えするのは、私の役目にございます」

　いつもの百倍ぐらい冷れい淡たんに聞こえる口調で、伯龍が啓徳に釘くぎを刺さす。

「もう、今日ぐらい言わせてあげてもいいじゃないの、伯龍」

「何をおっしゃいますか。姫様と私はずっと離はなれていたのですよ。でしたら、今日ぐらい私にもこのようなことを言わせてください」

「何かしら？」

　紅蘭は、きょとんと首を傾かしげる。

「私が、姫様のお傍そばで、姫様を支えるようになったのは、ほんの些さ細さいな運命の偶ぐう然ぜんからかもしれません。私は儀国に生まれた身ですし……このような運命の悪戯いたずらがなければ、確かに、私ではなく、啓徳殿が、姫様の隣で姫様のことを支えていたのかもしれません」

　伯龍は、そこで言葉を切ると紅蘭に顔をそっと近づける。

「でも、私にとっては、姫様の隣に立つことこそが正しき運命。いまの私は、この役目を他ほかの誰だれにも譲ゆずる気はありません。命を賭かけて姫様を守りたいと思っておりますし、命が欲しいというならいつでも捧ささげる覚かく悟ごはできています。そして、誰もが幸せになれる世を作ることが姫様の天命なら……その隣で、共にその世を作り上げることこそが、私の天命なのです」

　紅蘭にとっても。

　それこそ、まさしく天命だと思う。

　紅蘭は、伯龍の瞳ひとみを見つめながら深くしっかりと首しゆ肯こうした。

　軍略論議に花を咲さかせていた季雲と仁叔が、大きく手を叩く。二人の部下もそれに従い、盛せい大だいな拍はく手しゆを送ったが、納なつ得とくがいかないという表情を浮かべている者もいる。

「伯龍殿。皆みなの前で宣言したからには、今度こそ、有言実行じゃないとね。諦あきらめた方の立場にもなっておくれよ」

　杯を傾かたむけながらふてくされたように言う子翠に、伯龍は頷く。

「ええ、わかっております。思いのほか、私たちを祝ってくれる者が少ない様子ですからね。これは、帰ったら早さつ急きゆうに婚こん儀ぎの準備を調ととのえねばならないと思っておりますよ。紅蘭殿、今度こそ、結婚の儀を行いますよ」

　皆を前に宣言する伯龍に、紅蘭は「今度こそ二人の仲も進歩するかしら」と期待に胸を膨ふくらませた。
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　争乱が収束し、年が明けた。

　華安城の庭園もすっかり雪ゆき化げ粧しようを纏まとっている。

　新年の一連の宮中行事もようやく一段落し、紅蘭と伯龍は、城下に開校したばかりの学問所の視察へと向かっていた。

　儒じゆ学がくを基調にした学校で、花国の民たみでなくとも、字が書けなくとも、ただ学びたいという気持ちさえ持っていれば誰でも通うことができる。また、ここで一定の成績を収め、師の推すい薦せんを得られた者には、花国の官かん吏りへの道が開けていた。これも、花国の民であるかどうかはまったく関係なく、ただ優ゆう秀しゆうかどうかという点だけが問われる。

「伯龍、どれぐらい生徒が集まったのかしら、楽しみね」

　紅蘭が、笑みを浮うかべて隣の伯龍に言った。

「結局また公務続きか。相変わらず変わんねぇな、このお二人は」

　馬車を操あやつる季雲が、そっとぼやく。

「これを言うのは二度目だと思うんですがね。いったい、いつになったらご結婚なさるんです？　今度こそ、結婚の儀を行うって決められたんでしょうに」

　一人ぼやくのが耐えきれなくなったのか、季雲がとうとう二人に問いかけた。

「ご心配なく、今度は口だけでは終わらせません。本当に、結婚の儀を行いますよ、いいですね、姫様」

「わ、わかったわ……」

　二人の答えだけは、昨年よりも進歩していた。







（そう、本当に今度こそは有言実行で結婚の儀を早々に行わねば。明日から、さっそく準備に取りかかった方がいいくらいだ）

　伯龍は、昨日届いた黎奉からの書簡を思い出していた。

「貴国においては、城下に儒学の学問所を開校されるとの由よし、めでたきことと存ず。我が国でも、父王がようやく回復の兆きざしを見せつつある。身体からだに溜たまった毒が抜ぬけて来たのか、最近では起き上がれるようにもなってきた。しかし、身体が言うことをきかぬと弱気になるのか、最近、譲じよう位いをほのめかすようにもなった。しかし、そうなってくると気に掛かかるのが私にまだ跡あと継つぎたる公子がいないことである。

　そこで、相も変わらず婚儀を行わないようであれば、今度こそ紅蘭殿どのを迎むかえに参ることにしたい。貴国はさっそく法の整備を進めておられるようだが、我が国こそ、法整備を早急に行い、荒あれ果てた農地を何とかせねばならない。紅蘭殿に助言していただけると大変有難い。我が国こそ、紅蘭殿のような人物を切望しているのだ。そして、私に世継ぎを恵めぐんでくれる后きさきとしても」

　この書簡の件も、いつものように紅蘭には内密にしている。







　あの乱が治まり帰国してからというもの、紅蘭と伯龍の二人は、青国との同盟締てい結けつの儀、農地改革を行うための新しい法の導入、新たな人材登用の可能性に向けた学問所の開校準備と、農のう繁はん期き以上に忙いそがしくあちこちを駆かけ回っていた。

　また、現在は、黎奉と紅蘭との間で、戦いくさにより無理やり奪うばった臨陽を、花国のもとに返へん還かんするための話し合いがもたれている。

　そういった努力の成果もあって、ここ最近の花国には人が増えた。

　馬車から見える城下の大路も賑にぎわいを見せている。

　紅蘭の考えた農地改革は、持ち主のいない田畑を耕した者の土地とするという制度である。その際、戸こ籍せきを持っていない者には他国出身の者であっても花国の戸籍を与あたえるとしたことで、よその国からもたくさんの人々がやって来たのだ。

「学問所には、啓徳も来ているかしら」

　啓徳もまた、この法の施し行こうと共に花国の戸籍を取り戻もどした。

　過去に盗ぬすみや暴行を行ったことのある者であっても、その罪状に応じた一定の夫ぶ役えきを担になうことによって、この農地改革の恩おん恵けいに与あずかれるとしたことで、啓徳とその部下たちも続々と花国にやって来たのだった。

「平気な顔をして、他の男性の名前を出さないでください」

　伯龍が眉まゆ根ねを寄せながら、紅蘭を責める。

「いやだ、どうしたの、伯龍」

「私は、姫様よりずっと大人だから、誰か他の男性に対して嫉しつ妬となどしないものだと思っていましたか？」

　紅蘭は、その通りだと思わず頷うなずいた。

　いつもドキドキしているのは自分ばかり。告白されても相も変わらず公務に明け暮れるばかりの毎日で、一いつ緒しよにいたいと思い悩なやむのは自分だけ。伯龍は平気なのだとばかり紅蘭は思っていた。だからこそ何も不満を口に出せずに悩んでいたのだ。

　それなのに、伯龍も自分に対して同じような思いを抱いだいていたというのだろうか。

「私も、この恋こいというものに関しては、およそわからないことだらけなのです。普ふ段だんから、姫様ともっと距きよ離りを縮めたいと思ってはいるのですが……あなたはこちらの気も知らず、すぐに危険の渦か中ちゆうに飛び込んで行ってしまうし、そこに他の男たちも寄ってきます。私も……人並みに嫉妬というものをするのですよ」

　伯龍は、紅蘭に身体を近づけた。狭せまい馬車の中、紅蘭は目の前の伯龍と背中の壁かべとに挟はさまれるような格好になった。

　吐と息いきがかかるくらい、すぐ目の前にある伯龍の顔が、苦しげに歪ゆがむ。

「私だって嫉妬します。本当はいつも、いつも……あなたのことを他の男性たちに取られてしまうのではないか、とひやひやしているのですよ。お願いです、どうか私の心をそんなにかき乱さないでください。これ以上、他の男性に寄ってこられたら、政務どころではなくなってしまいますから」

　伯龍の両手が紅蘭の肩かたをそっと包んだ。目の前の伯龍の顔が、さらに紅蘭に近付く。

　伯龍の唇くちびるが、ふいに紅蘭の唇を塞ふさいだ。

　目を閉じるどころか驚おどろきのあまり思わず目を見開いてしまった紅蘭の、視界いっぱいに伯龍が広がった。

　胸が激しく波打ち、頰ほおが熱く火ほ照てる。

　耳元へと唇を移動させた伯龍がそっと囁ささやいた。

「どうか早く、私だけのものになってください。お願いです、紅蘭殿。あなたの隣となりで、あなたの伴はん侶りよとして、あなたと共に、民のための世を作り上げることこそが私の天命なのですから」
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董とう武ぶ二十年十一月、北野、審昌、臨陽に反あり。花の人、賈か真しんならびに賊ぞく数千人、軍を為つくる。宰さい相しよう沮そ宮きゆう、字あざなを士し台だい、謀はかりて曰いわく、「兵を発して、賈真を誅ちゆうすべし」。太子董とう昭しよう、兵を将ひきいて臨陽城を囲み、花国宰相朱しゆ英えい、これを助くが下すこと能あたわず。第二公子董とう進しん、太子に言いて曰く、「沮宮に謀む反ほんの端たんあり。王ならんと欲ほつす」。朱英、すなわち馳はせ、沮宮を撃うち、大いにこれを破る。朱英、字を伯はく龍りゆう、儀ぎ徳とく王おうの第一子なり。後に花の王、凰おう姫きを后とす。





『董とう書しよ武ぶ王おう紀き』より










あとがき






　こんにちは、中なか臣とみ悠ゆ月づきです。今回は、『鳳おう姫き演えん義ぎ』の二作目。私個人としては、初めてシリーズものの二巻目をお届けすることができて大変感動しております。これもすべて、応おう援えんしてくださった皆みな様さまのおかげです。前作を買ってくださった皆様、引き続き今作も手に取ってくださった皆様方に心から感謝を申し上げます。是ぜ非ひ、感想などお寄せいただけましたら幸いです。

　戦っている武将が大好き！　策を弄ろうしている軍師萌もえ！　なもので今回は戦シーン多めに書かせていただきました。とはいえ、軍記物ではありませんので、難しく考えずお気軽にページをめくって、甲かつ冑ちゆう姿すがたの武将たちに萌えていただけたら嬉うれしく思います。

　最後に、皆様方にお礼を。私の頭の中を覗のぞいているのじゃないかというぐらいイメージ通りにイラストを仕上げてくださる伊い沢ざわ玲れい様、新キャラも格好良くてとても素敵です！　時に厳しく基本優しく励はげまして、一いつ緒しよに作品を作り上げてくださる担当様。そして、読者の皆様。皆様がいらっしゃるおかげで、作品を書き続けることができます、本当にありがとうございます。

　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。またお会いできることを祈いのって。





中臣悠月


















凰姫演義 革命が呼ぶ恋の波乱!?　電子版特別ショートストーリー







「今度こそ、紅こう蘭らん殿を我が後宮に迎えたいと思っている。紅蘭殿のように素晴らしき女人といまだ婚儀を行われないとは、誠に信じられぬ」

　もう何通目かわからぬ黎れい奉ほうからの書簡を目にした伯はく龍りゆうは、最後までざっと目を通しただけで机の上へと戻した。







　黎奉は、花か国こくの隣、董とう国こくの太子である。

　そもそも、董国との戦に負けた花国に対し、董国は紅蘭に黎奉の後宮へ入るようにと言って来たのだが、それを断るために花国では見合いの宴を開いた。結局、その見合いの席で「董国の太子である黎奉に対抗し得る後ろ盾」を見つけ出し、紅蘭の婿として迎えるという策はなしえなかった。それは、伯龍が自身の気持ちに噓を吐くことができず、紅蘭に求婚してしまったためだ。

　つまり、いま現在、紅蘭は伯龍の婚約者なのである。

　それなのに、黎奉は相も変わらず、紅蘭への愛を綴った書簡を送りつけてくるのだった。

　とはいえ黎奉は、けして恋だけにうつつを抜かすような愚かな太子ではない。董国の未来を考え、王族や貴族のことだけではなく民にも配慮した政を行う、むしろ優秀な太子であるようだ。

（毎日、執務でお忙しいはずなのに、このようにひっきりなしに書簡を送って来られるとは。しかも、私と紅蘭殿が婚約していることを知っているのに。理解できぬな）

　伯龍は、今日も無視することを決めた。

「失礼、宰相殿はいらっしゃるか。来週の練兵の予定について少し相談したい」

　気を取り直して、再び別の書簡を片付けようとしたところに、執務室の外から大将軍の季き雲うんの声が聞こえて来る。

「ああ、季雲。ちょうど仕事のきりのいいところだ」

　伯龍は、机から顔を上げると季雲の入室を促した。







「それで、伯龍は紅蘭殿に愛情を示していらっしゃらないと。それは、紅蘭殿が可哀想だな」

　季雲の持って来た相談について片が付いたところで、伯龍は何の気なしに、黎奉から送られてくる書簡について季雲に話した。

　宰相と大将軍であると同時に、親友でもある二人のことである。

　季雲なら、「それは迷惑なことだな」と自分に同意を示してくれるのではないかと伯龍は何となく思っていた。しかし、季雲の口から発せられた言葉は、黎奉を非難するものではなくどちらかというと伯龍を責めるものだった。

「しかし、私は姫様に求婚の意ははっきりと示しているわけだし……」

「甘いな。女性というものは、毎日のように愛していると意思表示をして欲しい生き物だよ。それなのに、伯龍殿は普段はただの宰相としてしか接してはいない、と」

「いや、執務は毎日あるわけだから、仕事の話ばかりになってしまうのは仕方あるまい」

「確かに、それはそうでしょうけれど。ああ、でも、このように頻繁に書簡を送られる黎奉殿でしたらどうでしょうね。執務の合間にもしっかりと睦むつ言ごとを囁かれるのではないです？　そういうお相手だったら、お姫さんもさぞかし幸せだったでしょうにねぇ」

「そ、そういうものか……？　女性とはそういうものなのか？」

　困って頭を抱える伯龍に、季雲は頷いて見せる。

　どうやら女性との付き合いというのは、政よりも難しいようだと伯龍は溜息を吐いた。







　季雲の指摘に、ここ最近の自分と紅蘭の日常を振り返ってみると、確かに婚約者としての甘い雰囲気は皆無だったと伯龍は思う。

　夕刻。反省した伯龍は、庭の桂けい花かを手折り、紅蘭の部屋へと向かった。黎奉や子翠ほどの甘い言葉は難しいが、婚約者として日頃から感謝している旨ぐらいはきちんと伝えておきたいと思ったのだ。

　咳払いをひとつしてから、室内へと声を掛ける。

「姫様、いらっしゃいますか？」

「伯龍、どうしたの？　入っても大丈夫よ」

「それでは失礼……」

　紅蘭の声に室内に足を踏み入れた伯龍は、言葉を失った。

　紅蘭の部屋は、数多の竹ちく簡かんで埋め尽くされている。文机の上だけでは飽き足らず、床の上、寝台の上までも所狭しとばかりに竹簡が広げられていた。

「これは……どうされたのですか？」

「ご覧の通り、法を調べているのよ。董国に行く前に少しでも、法整備の準備を進めておきたいと思って」

　紅蘭は、先日再会した啓けい徳とくという幼なじみと約束したということで、どのような身分の者でも任官できる法の立案を目指していた。そのため、花国や周辺の国々の史書や経書を調べているところなのだ。

「そうはおっしゃいましても、これでは寝る場もないではありませんか。まったく、もう夕刻になるというのに、王族のお部屋とも思えぬ散らかりよう……」

　愛していると伝えながら花を渡して、「文机にでも飾ってください」と言うつもりだったが、愛しているどころか伯龍の口をついて出るのは、いつも通りの小言だった。

「ごめんなさい、伯龍。そろそろ片付けるわ。それよりも用事は？」

「ええ……たいした用事ではございませんから、また明日にでも出直して参ります」

　甘い言葉を囁き慣れている男性であれば、この雰囲気から花を渡して愛を囁くこともできようが、伯龍には至難の業である。拱手して紅蘭の私室を辞すしかなかったのだった。







　それからというもの、伯龍は日々、紅蘭に愛の言葉を伝えようと努力はした。

　しかし、紅蘭のもとを訪れるたびにその野望は崩れ去ってしまうのだ。

「姫様、今日は一段とお美し……」

　外見を褒めようと試みれば、伯龍の目の前に立つのは王族とは思えぬ泥だらけの姫君。

「ああ、厨房の手伝いで家畜小屋に卵を拾いに行ったら、牛のお産が始まってしまって……、いま泥だらけなの」

　では、仕事ぶりを褒めるところから愛の言葉に繫げようかと試みれば、そう考える日に限って仕事が遅れている。

「姫様、まだ上奏文に勅許をいただいていないのですが」

「ごめんなさい、今日の昼に井南の郷を訪れたら、小さな子どものいるお母さんたちが何人か風邪で寝込んでいて。子どもたちの相手をしていたら、つい仕事の方が遅れてしまったの。私ったらだめね。いますぐ片付けるわ」

　民に人気のある紅蘭のことだ。城に帰ると言っても子どもたちの方が放してくれなかったに違いない。そうは思っても、伯龍としては、

「まったく困った姫様ですね。公主としてのお仕事をまずは優先なさってください」

　と怒るしかなかった。小言を言うのはこんなに簡単なのに、どうして愛を囁くのはこれほど難しいのか。伯龍は頭を抱えるしかなかった。







　いい加減、紅蘭に愛を伝えたいと思いながらも、自分には無理ではないかと伯龍は諦めかけてもいた。

　そんなある日。

「姫様、失礼いたします」

　紅蘭の私室を訪れると、そこには正装を身に纏った紅蘭がいた。

「あ……、ごめんなさい。普段着に着替えたら執務室に行くわ。今度、董国の宴に行くときの礼服をどれにするか、尚桜と相談していたの」

　──正直、見違えた。

　見慣れぬ正装の紅蘭を前にした伯龍の心臓が、激しく脈を打つ。

「いえ……、姫様は色が白くていらっしゃるので、その紅くれないの深しん衣いは、肌の色に映えてとてもよくお似合いでいらっしゃいますね」

　特に何を言おうと頭の中で考えていたわけではなかったのに、礼服姿の紅蘭を見た途端、褒め言葉が伯龍の口をついて出た。

　一瞬、紅蘭の頰が深衣に負けず劣らず紅に染まる。

「や、やだ、伯龍。珍しいことを言うのね」

　自分には似合わぬことを考えなしに言ってしまった、と伯龍の頰も熱くなる。

（黎奉殿や子し翠すい殿がさらりとやってのけている女性への睦言とは、こんなにも恥ずかしいものなのか。どこかに身を隠したくなるほどではないか）

　伯龍は、恥ずかしさのあまり、先ほどの言葉をごまかすようにわざと揶揄するような発言を追加する。

「あ、いえ。悪くはないと思いますよ、泥だらけにさえなさらなければ」

「そんなことは、しないわよ！　この間の牛のお産は、予想外の出来事だったのよ」

「そうですね、それと……衣を破りさえしなければ、いいと思います」

「見合いの宴のときに新調したばかりの深衣の袖を破ったことを言っているのね。あれも、伯龍が怪我をしたから、破ることになったんであって、好きで破ったわけじゃないわよ」

　口を尖らせる紅蘭を可愛いと思いながらも、伯龍の口から紡ぎ出されるのは、照れ隠しの少しひねくれた褒め言葉である。

「ええ、本当に。破ったり泥だらけにしたりしないで、大人しく座っていらしたらとても美しい姫君でいらっしゃいますのに」

「もう、伯龍ってば」

　紅蘭はさらに頰を膨らませて見せる。

　先ほど、何も考えないうちに本音が口から漏れ出てしまったことで、伯龍も気が付いていた。無理に言おうと努力しなくても、愛しい気持ちがあればつい口から溢れてしまうのが愛の言葉なのだ。

（これは、困ったことになるかもしれない）

　なぜなら、もう間もなく、伯龍は紅蘭と共に董国へと向かうことになっているからだ。

　周囲を董国の人々に囲まれた中で、もし紅蘭がかわいらしい仕草や行動をしたら、自分はどうなってしまうのか。恥も外聞も気にせず、突然、睦言が口をついて出たりしてしまうこともあるのではないか。

　それに、董国へ行くまでの道のりでは、馬車という狭い密室の中に、二人が密着した状態で押し込まれるのである。先ほど、見慣れぬ正装を久しぶりに目にしただけで、どきりとしてしまったのだ。長時間、耐えられるであろうか。

　げに、理で割り切ることが難しいのは愛かもしれない。これが政まつりごとであれば。伯龍なら、いろいろと策を弄して、相手を手玉に取ることもできよう。しかし、愛ばかりは計算通りにいくものではないらしい。

　睦言を臨機応変、自由自在に囁くことは、自分には難しいようだと伯龍は考える。

　ならば、董国へ向かう間だけは、この気持ちに封印をしておこう。周囲の状況もかえりみず、ふいに紅蘭に愛を囁いてしまわぬように。

　そう決意したことを、後に激しく後悔することになろうとは。

　このときの伯龍には、知るよしもなかった。





＊






　その後、董国であのような叛乱に巻き込まれ、紅蘭と離ればなれになるとわかっていたら。

　伯龍もあのような自制はしなかったであろう。

　董国の宰相、士台の手から、無事に紅蘭を取り戻した伯龍は、これまで愛しいという思いを正直に口にしてこなかったことを激しく後悔した。

　紅蘭の幼なじみの啓徳は、どうやら思ったことをぽんぽんと口にする青年のようだ。あの男としばらく共にいた紅蘭は、自分に対して何と思ったであろうか。

　いや、そもそも、常に意思表示をしていなかったがために、紅蘭はあのように何の未練も躊躇もなく自分から囚われの身となったのかもしれない。

　季雲の言ったことを実行していたなら、もう少し違う筋書きになったのではないか、あそこまで危険な目に遭わせることはなかったのではないか、と伯龍は自らを責めた。

　ならば、これからはきちんと自らの思いを伝えよう。

　こんなにも、目の前の紅蘭のことを愛しいと、大切だと、思っているのだから。

──あなたのことが何よりも、大切なのです。だから、この身に代えても、あなたのことは必ずお守りいたします。紅蘭殿。

　と。
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